
平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 総務部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 管財課 本庁舎等耐震改修事業費 安全・安心 1,486,896



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 野嶋　章弘 （ ９３２６ ）
種別 継続  当初予算額 1,486,896千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

今後の課題
・改修工事により支障となる課室の工事中の対
応
・改修工事中に変化する課室や出入り口、駐車
場所などのお知らせ
・工事中の障害者の方への配慮

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月1日
総務部

本庁舎等耐震改修事業費 管財課
　

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

本庁舎、議会棟、正庁ホールの耐震改修工事（基礎免震工事、補強工事等）を平成２１年度から２３年度にかけて行う。

執行計画・目標

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

昇降機更新等工事

日本ｵｰﾁｽ･ｴﾚﾍﾞｰﾀ(株)
4月末着手

平成24年3月20日まで

正庁棟接続部改築工事

開始 5月上旬頃から

渡廊下・大型車庫棟耐震

改修工事設計委託業務

平成23年12月頃から

平成24年7月末頃まで

耐震改修工事

清水建設・大旺新洋・ミタ

ニ建設工業特定建設工

事共同企業体

他２企業体 + １社

平成24年3月20日まで

正面玄関車寄改築工事

開始 6月頃から

渡廊下・大型車庫棟耐震

診断委託業務

平成23年10月末頃まで

西渡廊下接続部改築工

事

東渡廊下接続部改築工

事

正庁西側車庫棟改築工事

平成24年3月頃から

平成24年秋頃まで



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 危機管理部

番号 課名 事　　　業　　  名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 危機管理・防災課
防災行政無線システム管理運営費
（衛星系防災行政無線システム更新等実施
施計委託料）

インフラ
安全・安心

24,017

2 南海地震対策課
地震防災総合対策事業費
（南海地震対策推進事業費） 安全・安心 15,336

3 南海地震対策課
地域地震防災対策事業費
（みんなで備える防災総合補助金） 安全・安心 111,600

4 南海地震対策課
地域地震防災対策事業費
（津波避難対策推進事業費補助金） 安全・安心 100,000

5 消防政策課
地域防災力向上事業費
（消防団員定数確保対策事業費） 安全・安心 2,513



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 中平 （ ２０９３ ）

種別 ２インフラ ４安全・安心 当初予算額 24,017千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　　　　　　　　　　　　　　　 ・施設概要の確認
　　　　　　　　　　　　　　　 ・概算事業費の確認

　　　　　　　　　　　　　 ・施設概要の確定
　　　　　　　　　　　　　 ・概算事業費の確定

完成

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

　　　　　　　　　　　　　　　 ・業務内容の確認
　　　　　　　　　　　　　　　 ・工程の確認

　　　　　　　　・週単位での進捗状況確認
　　　　　　　　・災害対策支部（各土木事務所）
　　　　　　　　　との協議
　　　　　　　　　（設置場所、運用方法等）

公告

入札

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月28日
危機管理部

衛星系防災行政無線システム県庁地球局更新等事業費 危機管理・防災課

　

平成24年度の事業実施に向けた
　① 施設概要の確定
　② 必要事業費の確定

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　大規模災害時における国（総務省消防庁）や全国知事会、幹事県等との連絡確保を主たる目的に運用を行っている衛星系防災行政無線システムの更
新等を円滑に実施するための実施設計業務を委託するものである。

執行計画・目標

・発注図書作成

・入札準備

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

契約

■当初協議

■中間協議

■最終協議



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 村山 （ ２０９６ ）

種別 当初予算額 13,965 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

事業概要・目的

　

【南海地震長期浸水対策事業】
　高知県の中核となる企業や機関が多く存在し、県民生活への支障や県内の経済、社会機能に大きな影響を与える高知市の長期浸水被害から速やか
に復旧・復興するための対策を検討し、総合的な防災対策を提案する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

安全・安心

○委託業務の発注（優先課題の現況評価等）

○各ＷＧでの対策の方向性を検討（住民避
難、救助・救出、止水・排水、燃料対策）

担当部局： 危機管理部
平成23年4月28日

南海地震対策推進事業 南海地震対策課

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○第２回検討会の開催
　　・各ＷＧの最終報告
　　・Ｈ24の検討内容等

優先課題（住民避難、救助・救出、止水・排
水、燃料対策）の現状を評価し、事前の備え
や対策の方向性を提案する。

○第１回検討会
　・現況評価の報告
　・各ＷＧの中間報告

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

※随時ＷＧの開催

各ＷＧ２回～４回開催

各ＷＧ最終報告とりまとめ



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 森本 （ 2090 ）

種別 安全・安心  当初予算額 111,600千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 危機管理部
平成23年4月13日

みんなで備える防災総合補助金 南海地震対策課

　

事業概要・目的

　南海地震などの大規模な災害に備え、住民一人ひとりや地域ぐるみで支えあう自主的な地域防災対策を総合的に推進し、災害に強い人づくり、地域づ
くりを目指すことを目的として次の取り組みを支援する。
(1)自主防災組織活動支援事業…学習会の開催、防災訓練、資機材整備など地域の自主防災組織活動を支援
(2)地域防災体制整備支援事業…市町村や消防団と地域の自主防災組織が連携した防災訓練等の地域の取り組みを支援
(3)地域防災施設整備事業…避難経路・避難地の整備、津波避難ビル等の整備など市町村が行う地域防災施設の整備を支援

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　←市町村担当者との意見
　　交換

　←市町村担当者との意見
　　交換

　←地域のみんなで自主防災
　　訓練の実施による活性化

みんなで備える防災総合補助金を有効に活用
し、住民一人ひとりや地域ぐるみで支えあう自
主的な地域防災対策を総合的に推進し、災害
に強い人づくり、地域づくりを目指す
・県内の自主防災組織率　80％

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　←H24組織率見込調査の実施
　←H24補助金要望ﾋｱﾘﾝｸﾞ実施

　←自主防災組織リーダー研修
　　によるリーダー育成

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

現状の把握

・県内組織率の状況

課題整理

・各市町村

・現状の課題

・新たな課題

分類

分析

・各市町村、地域別の

状況分析

対応策検討

市町村課題

検討会・ブ

ロック会等

での助言・

アドバイス

の実行

H24要望ﾋｱ

ﾘﾝｸﾞ時に

組織率見込

調査の実施

新たな課題

点の把握

課題整理

分類

分析

H23の総括

H24以降方

針検討

助言・アド

バイスの

実行



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 森本 （ 2090 ）

種別 安全・安心  当初予算額 100,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 危機管理部
平成23年4月13日

津波避難対策推進事業費補助金 南海地震対策課

　

事業概要・目的

　南海地震による大津波で浸水が予想される地域において、多くの県民が迅速かつ安全に避難できるように、津波避難に関して必要なソフト、ハード事業
を総合的に推進し、津波被害の軽減を図るとともに地域の防災安全性の向上を図り、災害に強い地域づくりを目指すことを目的として次の取り組みを支
援する。
(1)「知る｣対策…津波避難計画の策定等の取り組みを支援
(2)「伝える」対策…難聴地域の解消を図るため、情報を伝達する防災行政無線の屋外子局等の整備を支援
(3)「避難する」対策…津波避難ビルや避難経路・避難地など市町村が行う津波避難機能を有する施設の整備を支援

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　←市町村担当者との意見
　　交換

　←市町村担当者との意見
　　交換

津波避難対策推進事業費補助金を有効に活用
し、津波被害の軽減を図るとともに地域の防災
安全性の向上を図り、災害に強い地域づくりを
目指す
・市町村における津波避難計画策定率　100％

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　←H24避難計画策定状況
　　調査の実施
　←H24補助金要望ﾋｱﾘﾝｸﾞ
　　実施

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

現状の把握

・避難計画の策定状況把握

課題整理

・各市町村

・現状の課題

・新たな課題

分類

分析

・各市町村、地域別の

状況分析

対応策検討

市町村課題

検討会・ブ

ロック会等

での助言・

アドバイス

の実行

課題整理

分類

分析

H23の総括

H24以降方

針検討

助言・アド

バイスの

実行

H24要望ﾋｱ

ﾘﾝｸﾞ時に

避難計画策

定状況調査

の実施

新たな課題

点の把握



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田村　 （ ９３１８ ）

種別 当初予算額 2,513千円 補正後予算額  　

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）

担当部局　：　危機管理部
平成23年4月28日

地域防災力向上事業費（消防団員定数確保対策事業費） 消防政策課

安全・安心 　

・充足率の低い消防団にも直接、情報提供や団
員確保の取り組み要請（～９月）

・委託料の概算支払い（２－四半期)

事業概要・目的 　

　地震や風水害時に地域において防災力の要となる消防団の定数を確保するため、３つの支援地区を選定し、当該地区に確保対策協議会を設け、団の実
情の把握や問題点の抽出を行い、有効な対策を検討、実施する。また、他の充足率の低い消防団にも直接、情報提供や団員確保の取り組み要請を行い、
消防団員の加入の促進と消防団活動の充実強化を図る。
　事業は、委託先の(財)高知県消防協会と連携して行う。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　

・確保対策協議会（～３月）
　　支援地区での取り組み結果の総括（実績、今
後に向けた課題の整理、今後の取り組み方）
・委託料の概算払い（４－四半期)

・成果の取りまとめ(支援地区総括も含む。)
・実績報告書
・事業の分析及び評価

・委託契約の締結
・市町村、消防本部との支援地区での協議会立
ち上げについての協議（室戸市、四万十市、土
佐町）

・市町村、消防本部との事前協議

・団員確保対策協議会の設置
・委託料の概算支払い（１－四半期)

・消防団員数の増加
・関係団体等との連携の継続

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

・確保対策協議会
　　活動経過（現状分析・課題の抽出）と今後の
取り組みについての検討

・委託料の概算払い（３－四半期)

団員定数確保の

取り組み支援

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

団員定数確保の

取り組み支援

（求める具体的な成果）



※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 健康政策部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 健康長寿政策課 安芸総合庁舎整備事業費 安全・安心 707,141

2 健康長寿政策課
特定健診・がん検診受診率向上の取り組み（特定健
診受診促進事業及び健康づくり団体育成支援事業）

健康 11,636

3 健康長寿政策課 歯と口の健康づくり事業費 健康 12,785

4
医療政策・
医師確保課

医師確保推進事業費（医師確保対策事業費、
地域医療再生事業費）

健康 2,224,543

5
医療政策・
医師確保課

ドクターヘリ運航事業費（ドクヘリ等を活用した
新たな救急医療体制の検討）

健康 568,954

6
医療政策・
医師確保課

救急医療啓発事業費（救急医療対策費、地域
医療再生事業費）

健康 15,377

7
医療政策・
医師確保課

災害時における応急救護体制の整備（災害医
療救護体制整備事業費）

安全・安心 41,053

8 健康対策課
特定健診・がん検診受診率向上の取り組み（が
ん検診受診促進事業費）

健康 77,002

9 健康対策課 肝炎対策事業費 健康 235,567

10 健康対策課 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業費 健康 540,091

平成２３年度　事業別執行計画一覧



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 松本 （ 2306 ）

種別 （安全・安心）  当初予算額 707,141 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

既存庁舎解体終了
第2期工事着手

備考（課題及び成果等）

1期工事

第１期工事分引き渡し

既存庁舎解体着手

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成　２３　年　４　月　２８　日
健康政策部

安芸総合庁舎整備事業費 健康長寿政策課

　

東部地域の防災拠点として災害対策支部及び災害医療対策支部を設置することとなる安芸総合庁舎の建て替え（耐震化を含む。）に向けた準備を進め、
南海地震等の災害に備える。

執行計画・目標

東部の防災拠点として、計画どおり供用開始
できるよう、進行管理を行う。
※1期工事部分引渡：H23年11月15日

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 市村 （ 2317 ）

種別 健康  当初予算額 7,236 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○国保特定健診受診率アップ
　事業に取り組んだ市町村の受診率2.5%
向上

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 健康政策部
平成23年4月26日

特定健康診査受診促進事業費 健康長寿政策課

　

事業概要・目的

　訪問や電話による特定健診の受診勧奨は受診者増加に効果的なことから、４０－５０代の国民健康保険加入者への訪問や電話による特
定健診の受診勧奨、受診の機会を増やす健診利便性向上など、市町村が行う受診促進等の取り組みを強化し、４０－５０代の過剰死亡の
一因である生活習慣病予防を図る。

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

4/1　補助金交付要綱策定

4/28　交付申請締め切り

予算に余裕が生じた場合
は、随時追加募集を実施

5/11　交付決定

補助事業の実施

事業効果の中間評価

事業の取組状況把握

実績報告



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 市村 （ 2317 ）

種別 健康  当初予算額 4,400 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　健（検）診の受診率が高い先進地域では、健康づくり団体による「声かけ」等の地域に根ざした健康づくり活動等が活発であることから、
市町村が受診勧奨等に取り組む健康づくり団体を育成する補助事業を実施し、健（検）診の受診率向上を図る。

執行計画・目標

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月26日
健康政策部

健康づくり団体育成支援事業 健康長寿政策課

○健康づくり団体育成支援に取り組む市
町村の増加
　・本事業に取り組んだ市町村数15

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

4/7　補助金交付要綱策定

4/28　交付申請締め切り

予算に余裕が生じた場合
は、随時追加募集を実施

5/11　交付決定

補助事業の実施

事業効果の中間評価

事業の取組状況把握

（求める具体的な成果）

翌年度取り組み予定の
市町村への情報提供等

実績報告



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 吉田 （ ２３０５ ）

種別 健康  当初予算額 12,785 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月27日
健康政策部

歯と口の健康づくり事業費 健康長寿政策課

　

「高知県歯と口の健康づくり条例」に基づき、「歯と口の健康づくりに関する基本計画」の策定を行うとともに、歯と口に関する施策を推進する。

執行計画・目標

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

協議会
設置・開
催

基本
計画
策定
作業

プラン
ワー
キン
グ開
催６
回予
定

実態
調査
実施

協議会
開催

計画の
決定

フォー
ラム開
催

■実態調査実施により、条例に規定された歯科
　保健施策が進まない原因が追究され、新たな
　歯科保健施策実施へとつながる
■条例に基づく基本計画策定

協議会
開催



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 小島 （ ９６６０ ）

種別 健康  当初予算額 205,388 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　

担当部局： 健康政策部
平成23年5月16日

医師確保推進事業費（うち医師確保対策事業費） 医療政策・医師確保課

事業概要・目的

　医師不足など、地域における医療課題の解決に向けて策定された「高知県地域医療再生計画」に掲げる事業等を推進し、地域医療の確保を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

 

 

       家庭医療学講座地域医療実習（予定）

 

 高知県医療審議会第１回医療従事者確保推進部会開催

 家庭医療学講座講義     (通年)
 
       家庭医療学講座地域医療実習（予定）

       家庭医療学講座アドバイザーワーキンググループ
       （予定）：キャリア形成支援
 
      医師養成奨学貸付金及び、特定科目臨床研修奨励
      貸付金制度説明会

       家庭医療学講座地域医療実習（予定）

 

 

       家庭医療学講座アドバイザーワーキンググループ
       （予定）：キャリア形成支援

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

       医師養成奨学貸付金及び、特定科目臨床研修奨励
       貸付金募集

若手医師の県内への定着
　

       家庭医療学講座アドバイザーワーキンググループ
       （予定）：キャリア形成支援

      医師養成奨学貸付金及び、特定科目臨床研修奨励
      貸付金面接・決定

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 小島 （ ９６６０ ）

種別 健康  当初予算額 2,019,155 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　医師不足など、地域における医療課題の解決に向けて策定された「高知県地域医療再生計画」に掲げる事業等を推進し、地域医療の確保を図る。

執行計画・目標

短期集中的な医師確保支援策として、県内医
療機関への派遣医師を確保する。
　
目標数　３名

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

担当部局：

事業概要・目的

平成23年5月16日
健康政策部

医師確保推進事業費（うち地域医療再生事業費） 医療政策・医師確保課

　

備考（課題及び成果等）

・若手医師に重点をおいたキャリアアップ支援
　策を継続し、県内外への周知を行っていく

・高知医療再生機構による医師派遣開始

・県外私立大学との連携による医師招聘事業
　大学との協議及び契約締結

・赴任医師の研修修学金支援　申請受付開始

・県出身医師の名簿作成のための情報収集

・医師確保地域協力員への就任依頼を開始

・医学生に対する病院説明会等の場を活用
　し、高知県の若手医師支援策などの広報
　を行う

・民間業者を活用した医師ドラフト制度の積極
　的な活用を支援する

・医師確保地域協力員を随時委嘱

・就職を希望する医師に対して、病院見学ツア
　ーを実施

・助成評価委員会を開催し、医師のキャリアア
　ップ支援事業に対しての評価及び見直しを
　行う

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 安藤 （ ９６６７ ）

種別 健康  当初予算額 568,954千円 補正後予算額  　

月

４月

５月 ヘリ基地整備着手（高知医療センター）

６月 救急医療体制検討専門委員会開催

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

ドクターヘリを導入し、救急患者の救命率の向上と後遺症の軽減及び地域医療格差の是正を図る。
このために、ドクターヘリ基地病院（高知医療センター）に対し、ドクターヘリの運航に要する経費や医師等確保に要する経費、基地病院内ヘリ基地の整
備に要する経費を助成する。
また、高知県救急医療協議会において、ドクターヘリの導入を契機とした新たな救急医療体制について検討を行う。

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

（年間を通じ）
　ドクターヘリの運航

担当部局：

　

事業概要・目的

平成23年4月21日
健康政策部

ドクターヘリ運航事業(救急医療対策費の一部を含む) 医療政策・医師確保課

執行計画・目標

・ドクターヘリの安定的な運航
・ヘリ基地の完成
・新たな救急医療体制の構築

救急医療体制検討専門委員会開催
救急医療協議会開催

救急医療体制検討専門委員会開催
救急医療協議会開催

救急医療体制検討専門委員会開催
ヘリ基地工事竣工（高知医療センター）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 川島 （ ９６６７ ）
種別 健康  当初予算額 15,377千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

救急医療啓発事業費(救急医療対策費、地域医療再生事業費) 医療政策・医師確保課
　

担当部局： 健康政策部
平成23年4月21日

事業概要・目的

休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療機関への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたすケースが発生している。
必要な方が安心して適切な医療が受けられるよう、救急医療についての正しい知識を普及啓発し、これらに対する適切な利用等について、県民や介護・福
祉関係者に対し理解の促進を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）
・プロポーザル実施要領、募集要領、企画提
案書作成要領、審査委員会設置要領、審査
要領の策定
・小児救急電話相談事業について高知県看護
協会と委託契約

・赤ちゃん会でガイドブック・♯8000カード各
1900部配布

・関係機関(保健所、医療機関、保育園)におけ
るガイドブックの配布

・救急医療、小児医療適正受診啓発の新聞広
告の掲載、CM放送(年末年始、インフルエン
ザ流行期)

・すこやか２０１１でガイドブック・♯8000カード
各300配布

・救急医療の適正受診促進のチラシ、ポス
ターの配布(県内関係機関、量販店、電車や
バス内の広告)

・救急医療の適正受診CM(救急の日)

・適正受診啓発の新聞広告掲載(救急の日)

・プロポーザル委託先事業者の決定、契約

・高知市保健所、県下５福祉保健所による保
護者対象の小児医療講演会実施

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

急病時の適切な対応を県民に広く理解しても
らい、夜間や休日の軽症患者の救急医療機
関への受診を減少させる



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 若藤 （ 2358 ）
種別 健康  当初予算額 41,053千円 補正後予算額  　

月

４月

５月 ・第１回高知DMAT協議会開催

６月

７月 第１回災害医療対策本部会議開催

８月 高知DMAT研修実施（委託事業）

９月

１０月 エマルゴ演習の実施（委託事業）

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 健康政策部
平成23年4月21日

災害医療救護体制整備事業 医療政策・医師確保課

事業概要・目的
　

地震等大規模災害時に対応し、適切かつ迅速な医療救護活動を確保するため、災害支援病院等に必要な整備を行う。
医療従事者等への研修・訓練の実施

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）
・災害拠点病院等医療救護体制強化事業費補助金
交付要綱設置
・日本DMAT研修の受講について県内医療機関と調
整し、できるだけ多くのチームをバランスを考え養成
していく
・災害時医療従事者等研修委託契約の締結

広域医療搬送訓練実施（委託事業）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

第２回災害医療対策本部会議
第２回高知DMAT協議会

・DMATを可能な限り養成し、また出動可能な資機
材整備を行う。
・東日本大震災をうけた課題を検討しつつ、救護計
画の改定を進める。
・研修・訓練等において災害対応能力を医療従事者
だけでなく行政職員も参加し向上していく。

高知県災害医療救護計画及びマニュアルの
印刷及び配付

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 中野・宮地 （ ２４３１ ）

種別 健康  当初予算額 77,002千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

<目的>
検診の意義、重要性や検診日程などの情報を県民に確実に伝え、がん検診の受診者増を図り、がんの早期発見、早期治療につなげる。
<内容>
40代、50代の働き盛りの世代へ、個別通知などによる勧奨や、未受診者に対する再勧奨、検診受診の利便性の向上など市町村が行うがん検診の受診
促進の取組を支援するとともに、TV・ラジオCM、新聞広告などにより、検診の意義や重要性を広く県民に周知していく。

執行計画・目標

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月20日
健康政策部

がん検診受診促進事業費 健康対策課

事業実施市町村の増
40-50代の受診率を昨年度実績より1%増やす

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

市町村の事業実施状況及び課題の確認

TV・ラジオCM

補助金の変更申請及び変更交付決定

平成２４年度補助金交付申請書の提出依頼
平成２３年度補助金実績の提出・検査

備考（課題及び成果等）

補助金交付決定（随時）
市町村における事業の実施

市町村の補助金申請に関する意向の確認
補助金未申請市町村への事業概要の説明

平成２２年度事業の実績集計と評価

新聞広告

市町村の事業実施状況及び課題の確認

TV・ラジオCM

TV・ラジオCM

新聞広告

市町村の事業実施状況及び課題の確認

TV・ラジオCM

市町村における実施状況及び課題の確認

補助金所要額調査

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 宮地 （ 9677 ）

種別 健康  当初予算額 235,567千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

精検未受診者の確認

備考（課題及び成果等）

医療機関無料検診の委託、実施（H24.1.31ま
で）
肝炎医療費の助成

コーディネータ養成研修の打合せ
・プログラムの検討
・講師の選定

広告作成委託プロポーザル（国内示後）

コーディネータ養成研修案内
・医療機関、市町村、福祉保健所等関係機関
へ

コーディネータ養成研修実施
・受講者による正しい知識の普及、検査陽性
者への指導等

TV・ラジオ等の広報

TV・ラジオ等の広報

コーディネータ等の取組み状況、課題の確認
整理

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月20日
健康政策部

肝炎対策事業費 健康対策課

　

<目的>
21世紀の国民病と言われ、体液や血液を介して感染するため誰でも感染の可能性があり、20年から30年の持続感染で肝硬変や肝細胞がんを発症する
ウイルス性肝炎について、徹底した広報の実施と検査機会の提供及び医療費の助成を行い、ウイルス性肝炎の早期発見、早期治療につなげる。
<内容>
医療機関における無料検査の実施と医療費の助成を行うとともに、TV・ラジオCM等の広報によりウイルス性肝炎の正しい知識を広く県民に周知してい
く。

執行計画・目標

・肝炎ウイルス検査受検者の増
　H22年度（約2,400人）→　5%の増
･検査陽性者の精検未受診者の減
　H22まで（21.4%）→ 0%

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 宮地 （ 9677 ）

種別 健康  当初予算額 540,091千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

H23補助金変更申請の案内、取りまとめ
変更交付決定
H24補助金申請の案内、取りまとめ

備考（課題及び成果等）

補助金交付申請の取りまとめ
交付決定（4/1）
接種者報告の取りまとめ（毎月）

教育委員会との打合せ

女子高生向け啓発資材作成評価検討会開催
高校との調整
高校生との啓発資材作成検討

女子高生向け啓発資材作成評価検討会開催
啓発資材印刷
高校への啓発資材配付

子宮頸がん等予防ワクチンの新聞広告

補助金所要額の調査
予算の補正に関する調整（基金関係）

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月20日
健康政策部

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業費 健康対策課

　

<目的>
子宮頸がん及び小児の細菌性髄膜炎、肺炎への罹患予防を図る。
<内容>
市町村の行う子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種にかかる必要な経費を補助するとともに、女子高校生向け子宮頸が
ん啓発資材の作成配付や新聞広告などによる啓発により、子宮頸がん予防の重要性を広く県民に周知していく。

執行計画・目標

・親世代（40-50歳）の子宮頸がん検診受診率
を昨年度実績より1%増やす

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 地域福祉部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 地域福祉政策課 あったかふれあいセンター事業費 健康 513,057

2 地域福祉政策課 福祉研修センター事業費 健康 18,864

3 高齢者福祉課 中山間地域介護サービス確保対策事業 健康 52,862

4 高齢者福祉課 地域支え合い体制づくり事業費 健康 290,128

5 障害保健福祉課 中山間地域障害福祉サービス確保対策事業 健康 4,056

6 障害保健福祉課 難聴児補聴器購入助成事業 健康 2,750

7 障害保健福祉課 発達障害者支援事業費 健康 7,004

8 障害保健福祉課 認知症疾患医療センター運営費 健康 5,542

9 少子対策課 少子化対策県民運動推進費 教育・子育て 16,137

10 少子対策課 出会いのきっかけ応援事業費 教育・子育て 16,244



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 中川・島内・窪田 （ ２３１６ ）

種別 当初予算額 513,057千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

あったかふれあいセンター事業費 地域福祉政策課

健康 　

事業概要・目的

■背景
県民世論調査によれば、県民の約6割が地域が担ってきた支え合いの力が弱っていると感じている。また、中山間地域などでは介護サービスや自立支援、
子育て支援など、多様なニーズがありながらもそれぞれのサービス利用者が少ないために現行の縦割り制度では利用者のニーズにあったきめ細かい
サービスが提供されにくい状況となっている。
■事業目的
従来の全国一律の縦割りではなく、地域の実情に沿った小規模多機能型のサービスを推進し、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる持続可能な仕
組みを作っていく。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・福祉保健所地域支援室との連絡会（４/１５）
・市町村福祉担当者説明会（４/２０）

◆市町村とともに全てのあったかふれあいセ
ンターの目指す姿を明確にし、制度サービス
の活用も含め、24年度以降の事業継続を図
る。
◆事業分析の結果をふまえた具体的な制度
創設を国へ提案していくことと併せ、県と市町
村による事業継続のしくみづくりを行う。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

●制度提案検討

●制度提案課題分

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

●Ｈ２３年度事業交付決定（継続分） ●Ｈ23年度事業交付決定

→31市町村40ケ所（新規雇用 122名）

（H23.4.1 補助金交付決定 501,545千円）

●市町村ヒアリング（新規分 随時）

Ｈ２３年度新たに事業開始する市町村に対

し、事業方針や事業内容などを聞き取る

●第１回あったかふれあいセンター

推進協議会開催

●第２回あったかふれあいセンター

推進協議会開催

●第３回あったかふれあいセンター

推進協議会開催

●ブロック別協議会開催

各福祉保健所ごとに１回開催

●地域福祉人材育成研修委託契約締結

●平成２４年度【新】あったかふれあいセン

ター事業の計画承認処理

●平成２４年度【新】あったかふれあいセン

ター事業の交付申請

●平成２４年度【新】あったかふれあいセン

ター事業要綱（案）検討

●市町村説明会

国への制度提案

（５～８月重点）

政

策

提

言

継

続

●スキルアップ研修（9月以降）

●地域福祉コーディネータ研修

●地域支援ワーカー研修

（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山中 （ 2309 ）

種別 当初予算額 18,864千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

福祉研修センター事業費 地域福祉政策課

健康 　

・研修センター紹介パンフレットの作成
（夏頃予定）

・運営委員会の開催②
（福祉人材センターと合同）

事業概要・目的

　福祉専門職、地域活動リーダーなどの資質向上を図るため、体系的かつ計画的に研修の場を提供する研修センターを設置し、地域福祉を支える担い
手の育成等を行う。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・運営委員会の開催④
（福祉人材センターと合同）
・福祉研修便覧の発行・配布

福祉研修センター開設（4/1～）

・研修体系図･研修一覧の送付
･ホームページ制作検討の開始

・運営委員会の開催①
（福祉人材センターと合同）
・職場研修推進事業の実施事業所
の決定・支援開始

・福祉研修機関ネットワーク会議の開催①
・ホームページの完成

・福祉職場の人材確保・定着・育成に関す
る調査票配布（福祉人材センターと連携）

・地域における福祉の担い手の資質向上を図
るとともに、福祉職場における意図的、計画
的な人材育成をすることにより、「地域の福祉
力」や「福祉サービスの質」を向上させる。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・福祉職場の人材確保・定着・育成に関す
る調査集計・分析
（福祉人材センターと連携）

・運営委員会の開催③
（福祉人材センターと合同）

・福祉研修便覧への掲載研修の募集
・福祉研修機関ネットワーク会議の開催②

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

体系的な研修の

実施（4/25～）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 泉 （ ２３２９ ）

種別 当初予算額 52,862千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・介護等サービス利用者へのサービスの充実
　(サービス提供回数の増加など)
・介護等サービス提供事業者の事業継続・拡
充

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

事業概要・目的

　中山間地域では、過疎化の進行や道路事情の悪さから移動コストが高く、介護サービス事業者の参入が進んでいない。また、介護人材不足により、高
齢者が充分な介護サービスを受けにくい状況にある。そのため、訪問・通所系介護事業者への助成により、中山間地域においても、介護サービス利用者
のニーズに応じた在宅介護サービスを受けられ、高齢者が安心して生活できる環境を整備する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月25日

中山間地域介護サービス確保対策事業 高齢者福祉課

健康 　

事

業

実

施

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

補助金交付決定通知

(当初予算計上済み市町村)

市町村への事業説明

(圏域毎のブロック検討会の

実施)

補助金交付決

定通知

(年度途中は市

町村の準備が

整い次第随時)

事業の実施効果

検証・課題抽出

（最終）

効果検証

課題抽出

（中間２）

効果検証

課題抽出

（中間１）

事業の実施

状況確認（毎月）

市町村補正予算

対応状況確認



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 元吉 （ ９６２７ ）

種別 当初予算額 290,128千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

本事業は、単年度事業であるため、高齢者や
身体障害者等の社会的弱者が、日常的に支
えられる体制を23年度で構築し、補助事業終
了後もその体制が持続され、パイロットケース
として普及される必要がある。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

事業概要・目的

自治体、住民組織、NPO、福祉サービス事業者等との協働（新しい公共）により、見守り活動チーム等の人材育成、地域資源を活用したネットワークの整
備、先進的・パイロット的事業の立ち上げ支援など、日常的な支え合い活動の体制づくりの立ち上げに対するモデル的なケースへの助成として県から市
町村等に対して補助金を交付する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月25日

地域支え合い体制づくり事業 高齢者福祉課

健康 　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

・高知県地域支え合い体制づくり事業

費補助金交付要綱の制定及び市町村

への通知

・市町村に対する、１回目の事業計画

書の提出通知

以上を平成23年３月中に実施

補
助
事
業
が
決
定
さ
れ
た
各
市
町
村
等
で
地
域
支
え
合
い
事
業
を
実
施

・実績報告書受理

・検査

・補助金額の確定

・交付

・事業計画書の提出

・交付申請

・交付決定

それぞれ、随時対応

・本事業が有効に活用さ

れ、地域における支え合

いのしくみづくりが進むよ

う、積極的に市町村に周

知を図る

・必要に応じて、関係課

が連携して事業実施を支

援していく

・年度末までの事業の実

施期間の関係上、１２月

頃を、申請受理期限に設

定



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田村 （ ２３３７ ）

種別 当初予算額 4,056千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

中山間地域障害福祉サービス確保対策事業 障害保健福祉課

　

事業概要・目的

　高知県の多くを占める中山間地域では、過疎化の進行や道路事情の悪さから移動コストが高く、多様な障害福祉サービス事業者の参入が進んでいな
い。特に遠隔地では移動時間がかかるうえ、人材不足により、障害者が十分なサービスを受けにくい状況にある。
　このため、訪問系事業所への助成により中山間地域においてもニーズに合った在宅サービスを受け続けることができる環境整備を促進する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・県補助金交付要綱の制定

・市町村において補正予算措置

・ホームヘルプサービス利用者へのサービス
の充実(サービス提供回数の増加など)
・ホームヘルプサービス提供事業者の事業継
続・拡充

健康

事

業

実

施

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

補助金交付決定通知

（市町村当初予算計

上分）

市町村への事業説明

（事業実施の働きか

け等）

補助金交付決定通

知（年度途中は市

町村の準備が整い

次第随時）

事業の実施状況

確認（毎月）

効果検証・課題

抽出（中間１）

事業の実施効果

検証・課題抽出

（最終）

（求める具体的な成果）

効果検証・課題

抽出（中間２）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山崎 （ ２３３１ ）

種別 当初予算額 2,750千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月25日

難聴児補聴器購入助成事業 障害保健福祉課

　健康

事業概要・目的

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の補聴器購入費用の一部を助成することにより、言語の習得、教育等における健全な発達
を支援し、もって福祉の増進に資する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・県補助金交付要綱の制定
・市町村への事業説明及び対象児把握依頼
・耳鼻咽喉科指定医への周知

効果的な事業の周知及び迅速な対象者の把
握に努め、より多くの対象児に事業の活用を
図り、保護者の経済的負担の軽減と成長期
の子どもの聞こえの確保と言語の発達を支援
する。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

・市町村において対象者の把握

・市町村において補正予算措置（高知市以

外は補正対応）

・市町村において要綱制定

が要綱制定・予算措置・把握の対象児※

時随から市町村した完了

↓

交付申請（市町村 → 県）

↓

補助金交付決定（県 → 市町村）

↓

補聴器購入（対象者）

↓

補助金交付（市町村→対象者又は業者）

市町村における対象

児の把握状況(交付申

請状況)の確認

課題整理



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 池　 （ ２３３３ ）

種別 当初予算額 7,004千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

発達障害者支援事業費 障害保健福祉課

　健康

事業概要・目的

　発達障害の可能性がある子どもを早期に発見し、診断前の早い段階から適切な支援を行う仕組みを作る。併せて、不足している専門医を増やすための
取り組みを行う。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・乳幼児健診におけるスクリーニング、親カウ
ンセリング事業、早期療育親子教室の開催
・保育所支援
・個別支援計画作成のための研修会

　　・市町村保健師、小児科医向け研修会の
　　開催
　　・専門職のための研修会開催
　　・個別支援計画への助言者派遣

①早期発見・早期療育に取り組む市町村数
の増（2圏域4市町→3圏域7市町）
②児童デイサービス等社会資源の増加
③個別支援計画策定の推進

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

　　・ギルバーグ教授による研修会の開催
　　・ペアレントメンター研修会の開催

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 濵田 （ ２３９６ ）

種別 当初予算額 5,542千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

認知症疾患医療センター運営費 障害保健福祉課

　

事業概要・目的

　保健医療機関、介護機関と連携しながら認知症に関する鑑別診断、周辺症状及び身体合併症に対する急性期治療、専門医療相談等を実施する
とともに、地域保健医療及び介護関係者への研修等を行うことにより地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・認知症疾患医療センターの委託契約
　（4月1日）
・専門医療相談及び鑑別診断等の実施

    ・関係機関への通知、リーフレットの配布

　　・普及啓発（さんＳＵＮ高知、ラジオ広報）

　　・サポート医との連絡会

      認知症疾患医療連携協議会（9月）

①早期発見・早期治療につながる件数
②かかりつけ医・サポート医等との連携
③地域包括支援センター等との連携

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

健康

       研修会の開催（10月）

     研修会の開催（２月）
 
     認知症疾患医療連携協議会（２月）

（求める具体的な成果） （達成状 （要因分析、課題等）

基幹型認知症疾

患医療センター

の設置の検討



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 中田 （ ２３００ ）

種別 当初予算額 16,137千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・ガイドブックの配布等、子育て応援の店の事
業の認知度のアップ。協賛事業所の登録数を
増やし身近な地域から子育て応援の気運を
醸成する。（H23年度末目標600）
・高知県少子化対策推進県民会議と連携し
て、子育て応援キャンペーンなど県民運動を
一層推進。
・テレビ番組の制作放送や子育て応援フォー
ラムを通じて子育ての不安の軽減や子育て
の楽しさを伝える。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　
　
　

　　　　　　●子育て応援フォーラム
　　　　　　　　　(10/23　ｲｵﾝﾓｰﾙ高知）
　
　　　　　　○高知県少子化対策推進県民会議
　　　　　　　第2回総会
　　　　　　　・平成23年度の取組の中間確認
　　　　　　　・平成24年度の取組の方向　など

　　　　　　●子育て応援の店ガイドブック
　　　　　　　　作成（指名競争入札）

　　　　　　○高知県少子化対策推進県民会議
　　　　　　　　第3回総会（H24活動計画等）
　

●子育て応援の店PR・協賛事業所の募集・ガ
イドブックの配布
　　　　○高知県少子化対策推進県民会議
　　　　　 第1回総会(4/22)
　　　　　　・平成23年度の活動計画等
　　●子育て応援番組放送開始　5/2～
　　　（毎週月曜　21:54～　全46回　RKC）

　　　　○高知県少子化対策推進県民会議
　　　　　子育て応援部会
　　　　　　　子育て応援フォーラム、子育て応
　　　　　　　援キャンペーンの内容等の検討
　
 
        ●子育て応援キャンペーン
　　　  ●子育て応援フォーラム
　        ○高知県少子化対策推進県民会議
　　　　　　子育て応援部会
　　　　　　・子育て応援キャンペーンの広がり
　　　　　　　に向けた働き掛け
　　　　　　・子育て応援フォーラムの内容検討
 
        ●子育て応援キャンペーン

事業概要・目的

　民間団体等からなる高知県少子化対策推進県民会議を中心とする民間団体等との連携により、子どもをもつことや家族の大切さ・すばらしさ、地域社会
の絆などを感じる取組を通じて、少子化対策の県民運動としての広がりや社会全体で子育てを応援する気運の醸成を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局：
平成23年4月22日

少子化対策県民運動推進事業費 少子対策課

　教育・子育て

（達成状況） （要因分析、課題等）

プロポーザル



平成23年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 吉村 （ ９７１７ ）

種別 当初予算額 16,244千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・民間企業等との連携や市町村等への支援
を通じて、独身者に出会いのきっかけを提供
する。
・新たに婚活サポーターを養成するとともに、
サポーター同士の交流会を通じて、活動の一
層の活性化を図る。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

　　　　　　　●婚活サポーター交流会

　　　　　　●出会い事業実施団体の交流会

●出会いのきっかけ応援サイトの運営
　　・情報収集・サイトの更新
●婚活サポーターのPR
　　　　　（チラシ配布等　年間通じて）
●出会い応援団応援団体・会員団体の
　 登録増に向けて企業等に働きかけ
　 応援団体への補助事業の説明
●出会いのきっかけ応援補助事業の
　 公募開始

●出会いのきっかけ交流会業者選定
　　　　　（プロポーザル）
●出会いのきっかけ応援補助事業
　　　　企画採択　～各地域で事業実施

○高知県少子化対策推進県民会議
であいのきっかけ応援部会
　・独身者の出会いの場づくりについて検討
●婚活サポーター交流会
●出会いのきっかけ交流会事業実施
　　　（年6回以上　順次開催）

　　●出会い応援団のイベント開催
　　　　　　　（随時）
　　　　●出会いのきっかけ応援事業の実施

　　　　　　●婚活サポーター養成講座
　　　　　　　（県下3会場）

事業概要・目的

民間と行政が協働して独身者に出会いのきっかけを提供（交流イベントの開催、地域のお世話焼きの活動など）し、少子化の要因の一つである未婚化・
晩婚化への対策を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 地域福祉部
平成23年4月22日

出会いのきっかけ応援事業費 少子対策課

　教育・子育て

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 文化生活部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 文化・国際課 広報誌発行事業費 － 9,975

2 文化・国際課 新資料館整備事業費 教育・子育て 1,499,611

3 まんが・コンテンツ課 コンテンツビジネス起業化支援事業費 経済 15,329

4 まんが・コンテンツ課 ソーシャルゲーム企画コンテスト開催事業費 経済 2,268

5 県民生活・男女共同参画課 新しい公共支援基金事業費 横断的 15,448

6 私学・大学支援課 高知県公立大学法人運営費交付金 教育・子育て 1,638,479

7 鳥獣対策課 鳥獣被害緊急対策事業費補助金 横断的 34,500

8 鳥獣対策課 シカ被害特別対策事業費 横断的 268,200

9 情報政策課 電子県庁管理運営費（庁内システム最適化） － 84,355
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䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䛂ᒣෆᐙ㈨ᩱ䛾ಖᏑ➼᳨ウጤဨ䛃䛾ᥦゝ䜢㋃䜎䛘䚸䠤䠎䠎ᖺ䠍䠎᭶䛻⟇ᐃ䛧䛯᪂㈨ᩱ㤋ᇶᮏᵓ䜢䜒䛸䛻䚸Ṕྐ䜔ᩥ䛻䜘䜛ᆅᇦ⯆䜔ほග⯆䛻䜒
ᐤ䛩䜛᪂㈨ᩱ㤋ᩚഛ䛻ྥ䛡䚸タ䛾ᇶᮏ䞉ᐇタィ䜔⏝ᆅྲྀᚓ➼䜢⾜䛖䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ23ᖺ4᭶25᪥

᪂㈨ᩱ㤋ᩚഛᴗ㈝ ᩥ䞉ᅜ㝿ㄢ

䚷

ᘓ⠏ཬ䜃ᒎ♧䛾ᇶᮏタィ(䠏䠋䠕䡚 )

ᆅ㉁ㄪᰝ(䝪䞊䝸䞁䜾)

● ୰ୗ᪪䠋⏝ᆅ㉎ධ

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅

᪂㈨ᩱ㤋ᩚഛ䛻ྥ䛡䚸タィᴗົ䚸⏝ᆅྲྀ

ᚓ䛺䛹╔ᐇ䛻㐙⾜䛧䚸ḟᖺᗘ௨㝆䛾ᕤ

➼䛻䛴䛺䛢䜛䚹

䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

ᇙⶶᩥ㈈ㄪᰝ

䡚ᖹᡂ25ᖺᗘ

ᘓ⠏ཬ䜃ᒎ♧䛾ᐇタィ

(䡚ᖹᡂ24ᖺ䠒᭶)

● ୗ᪪䠋⏝ᆅ㉎ධ



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ሯ⏣䚸ྜྷᮏ 䠄 䠎䠐䠓䠒 䠅

✀ู ⤒῭  ᙜึண⟬㢠 15㻘329༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

◊✲ဨເ㞟㛤ጞ䠄4㻛1䠅
䚷䚷䛆ເ㞟⥾ษ䛇
䚷䚷䞉䝋䞊䝅䝱䝹䝀䞊䝮ศ㔝
䚷䚷䚷䚷4㻛22⥾ษ䚸䛣䜜௨㝆䜒1㻜㻛2㻜䜎䛷ཷ
䚷䚷䞉䛭䛾䛾䝁䞁䝔䞁䝒ศ㔝
䚷䚷䚷䚷5㻛31⥾ษ䚸䛣䜜௨㝆䜒㝶ཷ

䠄ୖ᪪䠅ᴗ⪅䛛䜙䛾ᴗ䝥䝷䞁ᥦฟ

䠄୰᪪䠅ᴗ䝥䝷䞁ㄆᐃ䚸⿵ຓᴗ⏦ㄳ

䠄ୗ᪪䠅⿵ຓᴗᑂᰝỴᐃ

䠄ୖ᪪䠅ᴗ㛤ጞ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᴗ䛻ྥ䛡䛯ேⓗᨭ

䠄ୗ᪪䠅ᴗ䞉ᐇ⦼ሗ࿌

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᚋ䛾ᡂ㛗䛜ᮇᚅ䛥䜜䚸₯ᅾຊ䛾䛒䜛ศ㔝䛻䛚䛔䛶䚸ᴗ䜔ᑓ㛛ᐙ➼䛷ᵓᡂ䛩䜛◊✲䜢タ⨨䛧䚸ᴗ⪅䛛䜙ᥦฟ䛥䜜䛯ᴗ䝥䝷䞁䜢ᑂᰝ䛧䚸┴ෆ
䛷䛾᪂䛯䛺ᴗ䛾ฟ䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛䜒䛾䛻䛴䛔䛶䚸ᑓ㛛ᐙ➼䛻䜘䜛ᨭ䜢⾜䛖䛣䛸䛷ᴗ䜢ᚋᢲ䛧䛧䚸┴ෆ䛾⤒῭䛾άᛶ䜢ᅗ䜛䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ23ᖺ4᭶25᪥

䝁䞁䝔䞁䝒䝡䝆䝛䝇㉳ᴗᨭᴗ㈝ 䜎䜣䛜䞉䝁䞁䝔䞁䝒ㄢ

䚷

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ
እ㈌䛾⋓ᚓ䛷䛝䜛◊✲Ⓨᴗ䝥䝷䞁䛾
ᴗ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ୗ᪪䠅ᴗ⪅䛛䜙䛾ᴗ䝥䝷䞁ᥦฟ

䠄ୖ᪪䠅ᴗ䝥䝷䞁ㄆᐃ䚸⿵ຓᴗ⏦ㄳ

䠄୰᪪䠅⿵ຓᴗᑂᰝỴᐃ

䠄ୗ᪪䠅ᴗ㛤ጞ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᴗ䛻ྥ䛡䛯ேⓗᨭ

䠄୰᪪䠅ᴗ䞉ᐇ⦼ሗ࿌

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ᒸ㷂䚸ྜྷᮏ 䠄 䠎䠐䠓䠒 䠅

✀ู ⤒῭  ᙜึண⟬㢠 2㻘2㻢8༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

㧗▱┴䝋䞊䝅䝱䝹䝀䞊䝮⏬䝁䞁䝔䝇䝖
సရເ㞟㛤ጞ䠄4㻛1䠅

➨1ᅇసရເ㞟⥾ษ䠄5㻛9䠅
䚷
ᑂᰝ㛤ദ䠄5㻛2㻜)

䠄ୗ᪪䠅
➨1ᅇධ㈹సⓎ⾲

䚷䚷䝀䞊䝮㛤Ⓨᴗ⪅䛸䛾ዎ⣙䛻㛵䛩䜛ேⓗᨭ

䚷䚷䠄䠓᭶ୖ᪪䜘䜚┴ෆᴗ⪅䛜䝀䞊䝮㛤Ⓨ㛤ጞ䠅

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

┴ෆ䛷᪂䛯䛺䝁䞁䝔䞁䝒⏘ᴗ䜢ฟ䛩䜛䛯䜑䛾ᴗ䝁䞁䝋䞊䝅䜰䝮䛾ᙧᡂಁ㐍䛸䚸ᴗ䛻ᚲせ䛸䛺䜛ඃ⚽䛺䝁䞁䝔䞁䝒䛾㞟䜢⾜䛳䛶┴ෆ䛻䝀䞊䝮⏘
ᴗ䜢ฟ䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛻䚸ᅄᅜ㖟⾜䛸㐃ᦠ䛧䛶䝀䞊䝮䝁䞁䝔䝇䝖䜢㛤ദ䛩䜛䚹
䝁䞁䝔䝇䝖䛾ධ㈹సရ䛿䚸┴ෆ䛻ᮏ♫䜢⨨䛟ᴗ䛜䝀䞊䝮䛩䜛䛣䛸䛸䛧䚸䝁䞁䝔䞁䝒䝡䝆䝛䝇㉳ᴗᨭᴗ㈝䛾⿵ຓ㔠䜢ά⏝䛧䚸䝀䞊䝮ไస⤒㈝䜢⿵
ຓ䛩䜛䛣䛸䛷᪂⏘ᴗ䜈䛾ྲྀ⤌䜏㛤ጞ䛻䛚䛡䜛㈈ᨻ㈇ᢸ䜢㍍ῶ䛩䜛䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ23ᖺ4᭶25᪥

䝋䞊䝅䝱䝹䝀䞊䝮⏬䝁䞁䝔䝇䝖㛤ദᴗ㈝ 䜎䜣䛜䞉䝁䞁䝔䞁䝒ㄢ

䚷

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉䝋䞊䝅䝱䝹䝀䞊䝮㛤Ⓨ䛻ᚲせ䛸䛺䜛ඃⰋ䛺
⏬䜢㞟䚸┴ෆᴗ⪅䛜䝀䞊䝮㛤Ⓨ䛩䜛䛣
䛸䛷䚸┴ෆ䛻䝀䞊䝮⏘ᴗ䜢ฟ䛩䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䚷
సရເ㞟᭱⤊⥾ษ䠄1㻜㻛31䠅

䠄ୖ᪪䠅
ᑂᰝ㛤ദ

䠄୰᪪䠅
᭱⤊ධ㈹సⓎ⾲

䚷䚷䝀䞊䝮㛤Ⓨᴗ⪅䛸䛾ዎ⣙䛻㛵䛩䜛ேⓗᨭ

䚷䚷䠄䠍䠎᭶ୗ᪪䜘䜚┴ෆᴗ⪅䛜䝀䞊䝮㛤Ⓨ㛤ጞ䠅

䠄୰᪪䠅
᭱⤊ධ㈹స䝀䞊䝮Ⓨ⾲䚸㓄ಙ㛤ጞ

䠄ୗ᪪䠅
➨1ᅇධ㈹స䝀䞊䝮Ⓨ⾲䚸㓄ಙ㛤ጞ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ✀⏣ 䞉 ᒸᮧ 䠄 2382 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 15㻘448༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䕿㐠Ⴀጤဨ䛾㛤ദ䠄➨䠍ᅇ䠖5᭶9᪥䠅
䚷䚷䞉ᇶᮏ᪉㔪䚸ᇶᮏィ⏬䛾ᢎㄆ
䚷䚷䞉䠪䠬䠫άື䝇䝔䝑䝥䜰䝑䝥ᨭᴗ䛻䛴䛔䛶
䚷䚷䞉䠪䠬䠫ᐤເ㞟ᨭᴗ䛻䛴䛔䛶
䚷

䕿㐠Ⴀጤဨ䛾㛤ദ䠄➨䠎ᅇ䠅
䚷䚷䞉⿵ṇண⟬䠄㏣ຍᴗ䠅䛻䛴䛔䛶
䚷䚷䞉ᴗ䛾㐍ᤖ≧ἣ䛻䛴䛔䛶

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷䚷ᅜ䛾᪂䛧䛔බඹᨭ㔠䜢㈈※䛸䛧䛶㐀ᡂ䛧䛯㧗▱┴᪂䛧䛔බඹᨭᇶ㔠䜢ά⏝䛧䚸᪂䛯䛺බඹ䛾ᢸ䛔ᡭ䛸䛺䜛䠪䠬䠫➼䛾άືᇶ┙䛾⎔ቃᩚഛ䜢
㐍䜑䚸⮬❧ⓗ䛻άືฟ᮶䜛䜘䛖ᨭ䛩䜛䚹

䚷䕔䠪䠬䠫άື䝇䝔䝑䝥䜰䝑䝥ᨭᴗ䞉䞉䞉┴ෆ䛾䠪䠬䠫➼䛾άືᇶ┙䜢ᩚഛ䛧䚸㏱᫂ᛶ䜔ᛶ䛾☜ಖ䜢ಁ㐍䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䠪䠬䠫➼䛾άື䜢άᛶ
䚷䚷 䛥䛫䜛䚹
䚷䕔䠪䠬䠫ᐤ㝃ເ㞟ᨭᴗ䞉䞉䞉䠪䠬䠫➼⮬䜙䛜䚸㈨㔠ㄪ㐩䠄䝣䜯䞁䝗䝺䜲䝆䞁䜾䠅䛾ព㆑䜢㧗䜑䜛䛣䛸䜔䚸䠪䠬䠫άື䜢ᗈ䛟┴Ẹ䛻▱䛳䛶䜒䜙䛔ᐤ㝃䛻䛴䛺䛢
     䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝣䜯䞁䝗䝺䜲䝆䞁䜾䞉䝆䝱䝟䞁㼕㼚䛣䛖䛱䛃䠄㛤ദ䝯䝙䝳䞊䛿䚸ᇶㄪㅮ₇䚸ศ⛉䚸ពぢ䜢ணᐃ䠅䜢㛤ദ䛩䜛䚹

䖪㧗▱┴᪂䛧䛔බඹᨭᇶ㔠䚷䍾㐀ᡂ㢠䠖131㻘㻜㻜㻜༓䍿䚷䍾ᴗᖺᗘ䠖ᖹᡂ23ᖺᗘ䡚24ᖺᗘ䍿

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ23ᖺ4᭶19᪥

᪂䛧䛔බඹᨭᇶ㔠ᴗ㈝ ┴Ẹ⏕ά䞉⏨ዪඹྠཧ⏬ㄢ

ᶓ᩿ⓗ 䚷

䠪䠬䠫άື䝇䝔䝑䝥䜰䝑䝥ᴗ

䠄◊ಟ➼䛾㏻ᖺ㛤ദ䠅

䢈䡣䢙䢀䢚䢖䡮䡸䢚䢙䡴䢚䞉䡸䢚䡨䢆䢛䢙

䡅䡊 䛣䛖䛱 ᐇ⾜ጤဨ❧䛱ୖ䛢

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅
䕺◊ಟ➼䛻䜘䜚䚸䠪䠬䠫䛾ᗈሗຊ䜔䠥䠰䛜ᙉ䛥
䜜䜛䚹
䕺䠪䠬䠫䛜䚸䢈䡣䢙䢀䢚䢖䡮䡸䢚䢙䡴䢚䠄㈨㔠ㄪ㐩䠅䛻䛴䛔䛶⮬
䜙⪃䛘䚸⮬❧ⓗ䛺άື䜢┠ᣦ䛩䚹
䕺䠪䠬䠫άື䜢▱䜚䚸⌮ゎ䛩䜛䛣䛸䛷䚸┴Ẹ䛜䠪䠬
䠫䜈䛾ᐤ㝃䛻䛴䛔䛶⪃䛘䜛䚹
䕺䝰䝕䝹ᴗ䛻䜘䜚䚸⾜ᨻ䛸䠪䠬䠫䛸䛾༠ാ䛾ಁ
㐍䛜ᅗ䜙䜜䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䕿㐠Ⴀጤဨ䛾㛤ദ䠄➨䠏ᅇ䠅
䚷䞉ᴗ䛾㐍ᤖ≧ἣ䛻䛴䛔䛶
䚷䞉㻴24ᐇᴗ䛻䛴䛔䛶

䕿㐠Ⴀጤဨ䛾㛤ദ䠄➨䠐ᅇ䠅
䚷䚷䞉ᴗ䛾㐍ᤖ≧ἣ䛻䛴䛔䛶

䕿㐠Ⴀጤဨ䛾㛤ദ䠄➨䠑ᅇ䠅
䚷䚷䞉ᴗຠᯝ䛾᳨ド䛻䛴䛔䛶

䕻䝠䜰䝸䞁䜾䠄ᕷ⏫ᮧᴗ䠅䛾ᐇ
䚷䚷㻴24䝰䝕䝹ᴗ䛾ᐇ䛻䛴䛔䛶

䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䢈䡣䢙䢀䢚䢖䡮䡸䢚䢙䡴䢚䞉䡸䢚䡨䢆䢛䢙

䡅䡊 䛣䛖䛱 㛤ദ



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ▼⏣ 䠄 9158 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 1㻘㻢38㻘4㻣9༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

බ❧Ꮫἲே䛾タ❧䠄䠐᭶䠅
⌮䞉⤒Ⴀᑂ㆟䛾㛤ദ䠄䠐᭶䠅
ᩱ㔠ୖ㝈㢠䛾ㄆྍ䠄䠐᭶䠅

ホ౯ጤဨ䛾㛤ദ䠄䠑᭶䠅

⌮䞉⤒Ⴀᑂ㆟䛾㛤ദ䠄䠒᭶䠅
㐠Ⴀ㈝㔠䛾䠄䠒᭶䠅
୰ᮇ┠ᶆ䛾㆟Ỵ䠄䠒᭶㆟䠅
୰ᮇィ⏬䛾ㄆྍ䠄䠒᭶㆟ᚋ䠅
ᖺᗘィ⏬䛾ᒆฟ

䈜┴䞉Ꮫᖿ㒊䛾༠㆟䠄㝶䠅

㐠Ⴀ㈝㔠䛾䠄䠔᭶䠅

䈜┴䞉Ꮫᖿ㒊䛾༠㆟䠄㝶䠅

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

㧗▱┴බ❧Ꮫἲே䛾タ❧ᅋయ䛸䛧䛶䚸ྠἲே䛾㐠Ⴀ䜢ᨭ䛩䜛䚹
䚷䞉୰ᮇ┠ᶆ䛾⟇ᐃ䚸୰ᮇィ⏬䛾ㄆྍ
䚷䞉㐠Ⴀ㈝㔠䛾
䚷䞉㧗▱┴බ❧Ꮫἲேホ౯ጤဨ䛾㛤ദ
䚷䞉䠤䠎䠐ᖺᗘ㐠Ⴀ㈝㔠䛾⟬ᐃ䠄ண⟬せồ䠅
䚷䞉䛭䛾බ❧Ꮫἲே㐠Ⴀ䛻㛵䛩䜛ຓゝ䞉ᣦᑟ

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ23ᖺ4᭶19᪥

㧗▱┴බ❧Ꮫἲே㐠Ⴀ㈝㔠 ⚾Ꮫ䞉Ꮫᨭㄢ

ᩍ⫱䞉Ꮚ⫱䛶 䚷

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ
䞉Ꮫ䛾⮬ᛶ䞉⮬ᚊᛶ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䛻䜘䜛ᩍ
⫱◊✲ཬ䜃ᆅᇦ㈉⊩άື䛾ᐇ
䞉Ꮫ㐠Ⴀ䛾ຠ⋡ཬ䜃➨୕⪅ホ౯䛻ᇶ䛵䛟
㐠Ⴀ䛾ᨵၿ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

㐠Ⴀ㈝㔠䛾䠄䠍䠌᭶䠅
⌮䞉⤒Ⴀᑂ㆟䛾㛤ദ䠄䠍䠌᭶䠅

䠎䠏ᖺᗘ㐠Ⴀ㈝㔠䛾ண⟬せồ䞉ᰝᐃ䠄䡚䠍
᭶䠅

㐠Ⴀ㈝㔠䛾䠄䠍䠎᭶䠅

䈜┴䞉Ꮫᖿ㒊䛾༠㆟䠄㝶䠅

㐠Ⴀ㈝㔠䛾䠄䠎᭶䠅

⌮䞉⤒Ⴀᑂ㆟䛾㛤ദ䠄䠏᭶䠅

䈜┴䞉Ꮫᖿ㒊䛾༠㆟䠄㝶䠅

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 㔝 䠄 䠎䠎䠒䠕 䠅

✀ู ᶓ᩿ⓗ  ᙜึண⟬㢠 34㻘5㻜㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

Ỵᐃ

ᕷ⏫ᮧ䛻ᑐ䛩䜛㫽⋇⿕ᐖ㜵Ṇィ⏬䛾సᡂᣦ
ᑟ

ᕷ⏫ᮧ㫽⋇⿕ᐖ㜵Ṇィ⏬䛾⟇ᐃ䠄2㻜ᕷ⏫ᮧ
䠄᭦᪂ྵ䜐䠅䠅

ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䠄䜲䝜䝅䝅䚸䝃䝹䚸䝝䜽䝡䝅䞁䚸䝜䜴
䝃䜼䚸䝝䝖㢮䚸䜹䝷䝇㢮䚸䜹䝽䜴䚸䜴䝭䜴䠅

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷㔝⏕㫽⋇䛻䜘䜛㎰ᯘస≀䜈䛾⿕ᐖ䜔⏕ά⿕ᐖ➼䜢㜵Ṇ䛩䜛䛯䜑䚸᭷ᐖ㫽⋇䛻ᑐ䛩䜛㜵㝖䚸ᤕ⋓➼⥲ྜⓗ䛺⿕ᐖ㜵Ṇᑐ⟇䜢᥎㐍䛩䜛䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ䠎䠏ᖺ䚷䠐᭶䠎䠑᪥

㫽⋇⿕ᐖ⥭ᛴᑐ⟇ᴗ㈝⿵ຓ㔠 㫽⋇ᑐ⟇ㄢ

䚷

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ
ᕷ⏫ᮧ㫽⋇⿕ᐖ㜵Ṇィ⏬䛾⟇ᐃ
䚷ᕷ⏫ᮧᩘ2㻜ᕷ⏫ᮧ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䠄䜲䝜䝅䝅䚸䝃䝹䚸䝝䜽䝡䝅䞁䚸䝜䜴
䝃䜼䚸䝝䝖㢮䚸䜹䝷䝇㢮䚸䜹䝽䜴䚸䜴䝭䜴䠅

ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䠄䜲䝜䝅䝅䚸䝃䝹䚸䝝䜽䝡䝅䞁䚸䝜䜴
䝃䜼䚸䝝䝖㢮䚸䜹䝷䝇㢮䚸䜹䝽䜴䚸䜴䝭䜴䠅

᭷ᐖ㫽⋇⿕ᐖᑐ⟇༠㆟䛾㛤ദᐇ⦼ㄪᰝ

ኚ᭦Ỵᐃ(᭱⤊)
ᐇ⦼ሗ࿌(4᭶)

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 Ლཎ 䠄 䠎䠎䠒䠕 䠅

✀ู ᶓ᩿ⓗ  ᙜึண⟬㢠 2㻢8㻘2㻜㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᩥ⏕ά㒊
ᖹᡂ䠎䠏ᖺ䚷䠐᭶䠎䠑᪥

䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ㈝ 㫽⋇ᑐ⟇ㄢ

䚷

(4)䝅䜹ᤕ⋓ᢏ⾡ᨵⰋᴗጤクᩱ䛂ዎ⣙䛃
(5)䝅䜹⏕ᜥᩘ䝰䝙䝍䝸䞁䜾ㄪᰝ䛂ㄪᰝ㛤ጞ䛃

(4)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂ᕷ⏫ᮧㄝ᫂䛃

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷┴䛾す༡ᆅᇦ䛸ᮾ㒊ᆅᇦ䜢୰ᚰ䛻䝅䜹䛻䜘䜛㎰ᯘᴗ⿕ᐖཬ䜃⮬↛᳜⏕⿕ᐖ䛜῝้䛺ែ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛯䜑䚸ᢤᮏⓗ䛺䝅䜹⿕ᐖᑐ⟇䛸䛧䛶䚸ᤕ⋓㝲䛻䜘
䜛ᗈᇦⓗ䛺ᤕ⋓ᑐ⟇䚸㏻ᖺ䛻䜟䛯䜛ᤕ⋓ሗൾ㔠䛾ไᗘ䚸䝅䜹ᤕ⋓ᢏ⾡㛤Ⓨ䛺䛹ḟ䛾ᴗ䛻ྲྀ䜚⤌䜐䚹
䚷䚷(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䚷䚷䚷(2)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓ᴗ䚷䚷䚷(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓᥎㐍ᴗ䚷䚷䚷(4)䝅䜹ᤕ⋓ᢏ⾡ᨵⰋᴗጤクᩱ
䚷䚷(5)䝅䜹⏕ᜥᩘ䝰䝙䝍䝸䞁䜾ㄪᰝ䚷䚷䚷(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䚷䚷䚷(㻣)䝅䜹⫗㈍㊰ᣑᴗ

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䛂Ỵᐃ䛃䛂ᕷ⏫
ᮧせㄳ䛃
䠄ᚨᓥ┴䛸䛾䝅䜹୍ᩧᤕ⋓䛾ᡂᯝሗ࿌䠅
䠄ឡ┴䛸䛾㐃ᦠᤕ⋓䛾ㄪᩚ䠅

(2)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓ᴗ䛂ዎ⣙䛃
(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓᥎㐍ᴗ䛂Ỵᐃ䛃䛂ᕷ⏫
ᮧせㄳ䛃
(4)䝅䜹ᤕ⋓ᢏ⾡ᨵⰋᴗጤクᩱ䛂ㄪᩚ䛃
䠄ᚨᓥ┴䛸䛾㐃ᦠᤕ⋓䛾ㄪᩚ䠅

(5)䝅䜹⏕ᜥᩘ䝰䝙䝍䝸䞁䜾ㄪᰝ䛂ጤクᴗ⪅ເ
㞟(䝥䝻䝫䞊䝄䝹)䛃
(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂⊁⊟⪅䜈䛾ാ䛝䛛
䛡䛃

(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䚸(2)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓
ᴗ䚸(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓᥎㐍ᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪ
ᰝ䛃
(5)䝅䜹⏕ᜥᩘ䝰䝙䝍䝸䞁䜾ㄪᰝ䛂ዎ⣙䚸㞠⏝
⪅ເ㞟䛃

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䛃
(㻣)䝅䜹⫗㈍㊰ᣑᴗ䛂䝅䜹⫗⏝᭷ຠά
⏝◊✲䛃

(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䚸(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓
᥎㐍ᴗ䛂ኚ᭦Ỵᐃ(᭱⤊)䛃
(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䛃
(1)䚸(2)䚸(3)䚸(4)䚸(㻢)䛂ᐇ⦼ሗ࿌䛃(4᭶)

ணᐹィ⏬సᡂᕷ⏫ᮧᩘ䠄15ᕷ⏫ᮧ䠅
ឡ┴䚸ᚨᓥ┴䛸䛾㐃ᦠᤕ⋓䛾ᐇ䠄2⟠ᡤ䠅
ᕷ⏫ᮧቃ䜢㉺䛘䛯㐃ᦠᤕ⋓䛾ᐇ䠄2ᕷ⏫
ᮧ䠅
᪂つ䜟䛺⊁⊟⪅䛾☜ಖ䠄2㻜㻜ே䠅

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䚸(2)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓
ᴗ䚸(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓᥎㐍ᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪ
ᰝ䛃
(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂ጤクዎ⣙䛃
(㻣)䝅䜹⫗㈍㊰ᣑᴗ䛂䝅䜹⫗ᾘ㈝ᣑ䜻䝱
䞁䝨䞊䞁䠄䜅䜛䛥䛸䜎䛴䜚䠅䛃

(5)䝅䜹⏕ᜥᩘ䝰䝙䝍䝸䞁䜾ㄪᰝ䛂ㄪᰝሗ࿌䛃
(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂11㻛15䡚3㻛15䛃

(㻢)䝅䜹ಶయᩘㄪᩚᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䛃

(1)䝅䜹⿕ᐖ≉ูᑐ⟇ᴗ䚸(2)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓
ᴗ䚸(3)䝅䜹ᗈᇦᤕ⋓᥎㐍ᴗ䚸(㻢)䝅䜹ಶయ
ᩘㄪᩚᴗ䛂ᤕ⋓ᩘㄪᰝ䛃

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ዉⰋ 䠄 䠕䠔䠕䠐 䠅

✀ู 䠉  ᙜึண⟬㢠 84㻘355༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䞉㧗▱┴ᗇෆ䜽䝷䜴䝗ᩚഛጤクᴗබເᆺ䝥
䝻䝫䞊䝄䝹ᥦເ㞟䠄䡚5㻛9䠅
䞉බເᆺ䝥䝻䝫䞊䝄䝹ㄝ᫂

䞉ᥦ⏬᭩䛾ཷ

䞉බເᆺ䝥䝻䝫䞊䝄䝹ᑂᰝጤဨ㛤ദ䠄䠒᭶
ୖ᪪䠅
䞉ጤクೃ⿵⪅䛾≉ᐃ㏻▱
䞉ጤクೃ⿵⪅䛸䛾༠㆟
䞉㧗▱┴ᗇෆ䜽䝷䜴䝗ᩚഛጤクᴗዎ⣙⥾⤖

䞉ᗇෆ䜽䝷䜴䝗タィ䠄䡚䠕᭶୰᪪䠅

䞉ᶵჾ䛾ㄪ㐩

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷ሗ䝅䝇䝔䝮䛻䛛䛛䜛䝝䞊䝗䜴䜵䜰㛵㐃⤒㈝䛾๐ῶ䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸୍䛴䛾䝃䞊䝞䛷」ᩘ䛾䝅䝇䝔䝮䜢✌ാ䛥䛫䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛௬ᢏ⾡䜢⏝䛔䛯㧗▱┴
ᗇෆ䜽䝷䜴䝗䜢䜢ᵓ⠏䛧䚸㈈ົィ䝅䝇䝔䝮䛺䛹䛾䠐䠓䛾ᗇෆ䝅䝇䝔䝮䜢䚸ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䛛䜙䠎䠔ᖺᗘ䜎䛷䛾䠑ᖺ㛫䛷⛣⾜䛩䜛䚹
䚷䛣䛾ᗇෆ䜽䝷䜴䝗ᩚഛᴗ䜢᥎㐍䛩䜛䛯䜑䚸බເᆺ䝥䝻䝫䞊䝄䝹᪉ᘧ䛻䜘䜚ೃ⿵⪅䜢㑅ᐃ䛧䚸༠㆟䛜ᩚ䛳䛯ᴗ⪅䛸㝶ពዎ⣙䛻䜘䜚ᴗົ䜢ጤク䛩䜛䚹
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※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 産業振興部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 計画推進課 産業振興計画推進費 経済 80,995

2 計画推進課 地域資源活用共有会議運営事業費 経済 1,400

3 計画推進課 ものづくりの地産地消総合相談窓口事業費 経済 17,363

4 計画推進課 地域産業人材育成事業費 経済 22,706

5 地産地消・外商課 県産品ＰＲ等推進事業費 経済 28,644

6 地産地消・外商課 地産外商商品ブラッシュアップ支援事業費 経済 25,000

7 地産地消・外商課 食品加工推進事業費 経済 49,399

8 地産地消・外商課 海外経済活動拠点事業費（輸出促進支援事業費） 経済 52,727

9 地域づくり支援課 移住促進事業費 横断的 65,767

10 運輸政策課 地域の物流等支援事業 横断的 6,217

11 公共交通課 中央地域バス路線再編事業費補助金 インフラ 12,000

12 公共交通課 ＩＣカード普及促進事業費補助金 インフラ 10,200

13 公共交通課 公共交通活性化総合支援事業費補助金 － 30,000

平成２３年度　事業別執行計画一覧



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 澤田（昌）、平井 （ 9049、9334 ）

種別 経済  当初予算額 80,995千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月28日
産業振興推進部

産業振興計画推進費 計画推進課

　

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　実行２年間で蓄積した仕組みやノウハウなどを生かして、産業振興計画を効果的に実行していくため、計画の普及啓発やＰＤＣＡサイクルにより計画を
点検し、フォローアップ・見直しを行うことで、県民の所得の向上及び雇用の創出を目指す。

執行計画・目標 備考（課題及び成果等）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

産業振興

推進本部
関係部・地域

(PDCA)

第１四半期

実施状況確

認

次期ステー

ジの方向性

協議

庁内情報

共有会議

本部立上げ
進捗

管理

ｼｰﾄ

作成

第１

四半期

実施状況

作成

第２回ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会

第１回専門部会・地域ＡＰ

ﾌ・ｫﾛｰｱｯﾌﾟ会議

上半期

実施状況

作成

修正・追加

24年度予算編成

に向け提案

第１回

第３回

第４回

第４回フォローアップ委員会

第３四半期

実施状況

確認

第３

四半期

実施状況

作成

年間実施状況

整理・分析

24年度計画の改定の内容の確認

次のステージの確認

第６回

第７回

【２4年度地域AP進捗

管理シート着手】

地産外商推進協議会

第２回専門部会・連携ﾃｰﾏ部会

地産外商推進協議会

第３回ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会

第３回専門部会・連携ﾃｰﾏ部会

第２回地域ＡＰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会議

地産外商推進協議会

第８回

○実行３ヶ年の取り組みの総括を踏まえた次期計画の策

定

○計画の次なるステージに向けた地域住民等との意見交

換会の開催と更なる県民参画の促進

第２回
東日本大震

災による影響

第１回ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会

東日本大震災

による影響

第５回

取組み状況

確認

次期ステー

ジの方向性

協議

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝ

ﾄの実施

市
町
村
・
住
民
と
の
意
見
交
換

（
予
備
）
（
10
月
～
11
月
）

市
町
村
・
住
民
・
地
域
団
体
と
の
意
見
交
換
（
5
月
～
8
月
）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 明神 （ 2206 ）

種別 経済  当初予算額 1,400千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月27日
産業推進振興部

地域資源活用共有会議運営事業費 計画推進課

　

　地域の資源や地場産品に関する情報を共有し、商品化につなげるため、地域で実践的な活動をされている商工業者や生産者等を中心にした地域資源活
用共有会議（７ブロックに設置）を活用。
　商品化(加工品の原材料となる）を目指す地域資源の特定や、生産者と加工業者とのマッチングをはじめ、外部アドバイザーも入れながら、商品開発から
販売を見通した戦略の検討などを行う。ビジネスプランについては、産業振興推進地域本部を通じて、新たな取り組みとして、地域アクションプランへ位置付
ける。

実施状況・変更計画　執行計画・目標 備考（課題及び成果等）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

広域的な地域の取り組みの掘り起こしや、生
産と加工・販売のマッチング等の成功事例を
つくり、新たな地域アクションプランへの位置
付けを目指す。

昨年度取り組んだ商品の試作・開発をもとに、
具体的なアウトプットにつなげる。

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

共有会議開催（随時）

第１回地域アクションプラン

フォローアップ会議

第２回地域アクションプラン

フォローアップ会議

外部アドバイザー導入（随時）

平成23年度の組織体制の構築

・補助金交付申請受理および決定（随時）

・補助金実績報告受理および補助金の交付

（随時）

個別案件に対する分科会の開催（随時）

追加メンバーの登録（随時）

（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 矢野 （ 2212 ）

種別 経済  当初予算額 17,363千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　「高知県産業振興計画」の改定の柱のうち、最も重要な「ものづくりの地産地消」を推進し、より多くの付加価値を県内で享受できる仕組みを構築するた
め、総合相談窓口として「ものづくり地産地消センター」を開設し、支援制度の紹介やマッチング等のサポートを行う。

執行計画・目標 備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月27日
産業振興推進部

ものづくりの地産地消相談窓口事業費 計画推進課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

○総合窓口の定着と関係機関の連携体制の確立により、

相談対応（課題解決）の件数が増加すること

○マッチング支援により、「ものづくりの地産地消」の事例

があがること

ものづくり地産地消推進

プロジェクトチーム

開設

ものづくり地産地

消センター

関係機関相互

に情報共有・連携

第１回

開催

開催

立上げ

ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄの作成

ものづくり技術展示会

食の大商談会



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 片岡（千） （ 9742 ）

種別 経済  当初予算額 22,706千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・【①商人塾】第５回

・【①商人塾】第４回

・【①商人塾】中間報告会＆交流会

・【①商人塾】第６回

・【①商人塾】成果報告会

・【①商人塾】第３回

（求める具体的な成果）
・【①商人塾】ゴールのイメージ：自ら考え行動
できる事業者（＝自らで商品企画を行い、そ
の商品を売れる事業者）
・【②土佐経営塾】年度内に起業化プラン作成
等
・【③異業種交流研修会】産業振興計画への
参画意識の醸成、計画への提言、参加者の
ネットワーク化　等
・【④人材育成塾】地域コーディネーターの育
成

　

・【①商人塾】第２回

事業概要・目的

（１）地域産業人材育成事業（①目指せ！弥太郎　商人塾）
　地域の素材を生かした新商品の開発を検討している事業者、県外へと販路を拡大したい事業者、異業種の方と連携して、新しいビジネスを立ち上げた
いと考えている事業者等を対象に、スキルアップのための集合研修及びそれぞれの課題に応じた実践力を身につける個別実践研修を、段階を追って実
施することにより、自ら考え行動できる地域産業の担い手を育成する。
（２）地域産業リーダー育成事業（②地域起業家養成事業（土佐経営塾）③県内若手人材による異業種交流研修④地域産業振興人材の育成（こうち地域
産業振興人材育成塾））
　特徴のある地域資源を活用した産業づくりを各地域で内部誘発していくため、各地域において新たな付加価値を生み出す技術（知識）と産地から市場ま
で結び付けることのできる経営力（マネジメント能力）を持った人材を育成し、地域での産業づくりに結び付ける。

執行計画・目標

・【④人材育成塾】開講（～２月）
・【③異業種交流研会】受講者募集開始
・【②土佐経営塾】開講（～１１月）

・【①商人塾】開講式、第１回
・【③異業種交流研修会】実施

実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・【①商人塾】説明会参加者募集開始
・【④人材育成塾】受講者募集開始

担当部局： 産業振興推進部
平成23年4月27日

地域産業人材育成事業費 計画推進課

・【①商人塾】昨年度成果報告会、今年度説
明会・個別相談会を実施。受講者募集開始。

（達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田村 （ 2529 ）

種別 経済  当初予算額 28,644千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）

商品発掘コンクール実施委託業務公募開始
関西地区地産外商戦略会議開催

商品発掘コンクール実施委託契約
中部地区地産外商計画策定委託

商品発掘コンクール
　・ コンクール形式による県内の優位性の
　　ある商品募集

　　商品発掘コンクール
　　　・ 発掘した商品のＰＲ
　　関西地区地産外商戦略
　　　1. 県産品試食商談会
　　　　（飲食・量販店等向け）開催
　　　2. 県産品試食商談会
　　　　（オーナーシェフ向け）開催
　　　3. 量販店等での高知フェアとの連携
　　　4. ＰＲ用素材作成
　　　5. 展示・商談会でのブース等の設置
　　中部地区地産外商戦略
　　　1. 中部地区地産外商計画策定
　　　2. 試食会開催（飲食店シェフ向け）
　　　3. 量販店等での高知フェアとの連携

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月27日
産業振興推進部

県産品ＰＲ等推進事業費 地産地消・外商課

　

・ホテル、飲食店等でのフェアの開催による消
費者への県産食材のＰＲ機会の増加
・ホテル、飲食店等での県産食材を使ったメ
ニューの定番化
・商談会等での商談成約数の増加

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

大消費地のホテル、飲食店または量販店等での高知フェアの開催を促進することにより、県産品のＰＲを行い、販路開拓・販売拡大につなげていく。併せ
て、高知フェアの評価を事業者等にフィードバックすることにより、県産品の磨き上げにつなげる。
また、県内の新商品などをコンクール形式で掘起しすることにより、県内外にＰＲするとともに、地産外商につなげる。
（大阪事務所）関西地区地産外商戦略推進事業委託料　　　（名古屋事務所）中部地区地産外商戦略推進事業委託料
（地産地消・外商課）商品発掘コンクール実施委託料

執行計画・目標

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

大阪事務所

名古屋事務所

を拠点として、

・展示商談会

・高知フェア等

を展開する



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 大坪 （ ９７３８ ）

種別 経済  当初予算額 25,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

販売拡大等が見込まれる商品の磨き上げに
要する経費を補助することにより、県産品の
販売拡大を図るとともに、事業者の商品の磨
き上げに対する意欲を高める。

まるごと高知におけるテストマーケティング商
品
・実施商品数：10商品程度×実施月数
（商品は、１月毎に更新予定）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・補助金交付要綱策定

事業概要・目的

地産外商戦略を加速するため、県産品の販路拡大につながるよう商品の磨き上げを支援する。
アンテナショップ「まるごと高知」において実施されるテストマーケティング商品を対象に、フィードバックされる評価を基に事業者が商品の磨き上げを行う場
合に、経費の一部を補助する。
　補助率：１／２
　補助金額上限：1,000千円

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 産業振興推進部
平成23年4月27日

地産外商商品ブラッシュアップ支援事業費 地産地消・外商課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

【随時】

・テストマーケティング実施（地産外商公

社）

期間：１ヶ月

商品数：月10商品程度

・１ヶ月サイクルで商品更新

・テストマーケティング後の評価を事業者

へフィードバック（地産外商公社）

↓

・テストマーケティングを受け、商品の磨き

上げを実施する事業者に補助金を交付

（昨年度実施商品も対象）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田畑 （ ９７０４ ）

種別 経済  当初予算額 49,399千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

①・高度化研修（延べ20日）

②ac・企業支援（50商品）
　 d・大学との研究（4品目）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　　②acd・成果等とりまとめ

　　②a・新商品開発等支援の継続（30商品）
　　②b・食品表示支援の継続
　　②c・マーケットイン型商品開発支援協議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20商品）

①・関係機関と生産管理高度化に関する協議

　　②d・工科大学との連携協議

①・自主衛生管理マニュアル作成説明会

　　②d・工科大学と契約

　　②c・マーケットイン商品開発支援開始

①・生産管理高度化研修開始
　　（全10メニュー）

　　②d・工科大学との共同研究開始
　　　　　　（４品目ビジネスモデル）

事業概要・目的

①食品生産管理高度化支援事業：外商を行うにあたって、消費地から求められる食品加工施設の生産管理の高度化対応への支援を行う。

②地産地消ものづくり推進事業：高知県の強みを生かした食品加工を推進するため、“ものづくりプロデューサー”などによる商品開発から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　販売までの一貫した支援を行うほか、県内大学と連携して、県内の主要な品目について、一次産業の活性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化に結びつく加工食品づくりを進める

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 産業振興推進部
平成23年4月19日

食品加工推進事業費 地産地消・外商課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山本 （ 9752 ）

種別 経済  当初予算額 52,727千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・各種フェア等による高知県の認知度向上と
県産品の販路開拓を目指す。
・各種商談会での商談成約。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・食の大商談会
・上海食品輸出商談会（四国4県連携）

・高知県貿易協会新春講演会の開催

・シンガポールレストラン食材フェアの開催

・香港そごう高知フェアの開催

・年間を通じて、貿易促進コーディネーターに
よる企業支援活動により貿易の促進を図る。

・海外販路開拓委託業務
　　　　　(柚子：契約期間4月中旬～3/31）
・台湾食品販路開拓オリエンテーション

・伊勢丹シンガポール四国フェア（四国4県連
携）

・フランス柚子賞味会の開催

・貿易記念日講演会の開催

・INAPスリランカ経済ミッション

・香港食品ステップアップ商談会の開催

事業概要・目的

県産品の海外販路を拡大し、輸出を促進するための総合的な支援を行う。
取引拡大のための国内商談会などのマッチング事業やシンガポール・香港・上海等で商談会や物産展を実施することによりアジア市場への県産品の認
知度向上と販路拡大を図る。
さらに、高知県貿易協会に貿易促進コーディネーターを配置して、県内企業の海外展開を支援推進する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 産業振興推進部
平成23年4月27日

海外経済活動拠点事業費（輸出促進支援事業） 地産地消・外商課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 竹崎 （ 2281 ）

種別 当初予算額 65,767 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担い手確保関連部署や市町村との連携を強
化し、情報発信や基盤整備等を効果的に行う
ことにより、高知県への移住者数を増加させ
る。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　本県の豊かな自然や温暖な気候、新鮮な食材等を活かし、県外からの移住や２地域居住、長期滞在等を促進し、地域の活性化につなげる。
（対象事業）
・ふるさと雇用再生移住ビジネス創出事業委託料
・移住促進事業費補助金
・移住プロモーション実施委託料

執行計画・目標

担当部局：産業振興推進部

事業概要・目的

平成23年 4月27日
移住促進事業費 地域づくり支援課

　横断的

・移住相談会（東京）
・セミナーの実施（大阪）
・移住ビジネス協議会の実施

・セミナーの実施（東京）

・セミナーの実施（大阪）
・移住体験ツアーの実施
・移住ビジネス協議会の実施

備考（課題及び成果等）

・補助金募集開始

・移住ビジネス協議会の実施
・移住プロモーション契約締結
・補助金ヒアリング、交付決定（随時）
・セミナーの実施（大阪）

・移住体験ツアーの実施

・移住ビジネス協議会の実施
・移住相談会（大阪）

・スーパーよさこいでのＰＲ（東京）
・補助金執行状況確認

・移住相談会（東京、大阪）４回程度
・移住ビジネス協議会の実施

・H24補助金要望調査
・移住相談会（大阪、名古屋）３回程度
・セミナーの実施（東京）

・移住相談会（東京）３回程度
・移住ビジネス協議会の実施

・セミナーの実施（大阪）
・移住体験ツアーの実施
・補助金執行状況確認

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 竹島 （２２２３ ）

種別 経済  当初予算額 ６,２１７千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・農産物の集荷業務と生活関連サービスを複
合的に提供する先行事例をつくる。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　
　地域の物流等を支えるため、市町村や農協が行う集出荷等の物資の運搬並びに生活関連サービスの調査、仕組みづくり及び実施等に要する経費を支
援する。

執行計画・目標

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月28日
産業振興推進部

地域の物流等支援事業費補助金 運輸政策課

　

○補助事業者との勉強会

○補助金実績報告

備考（課題及び成果等）

○補助金交付要綱の市町村等への通知

○補助金交付決定(随時)

○補助事業者との勉強会

○補助事業者との勉強会

　　　　○物流懇話会と中山間地域集落調査

○補助事業者との勉強会

　

　　　　　○２４年度当初予算検討

○補助事業者等との勉強会

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

事業の見

直し検討



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 宗光 （ ９３４１ ）

種別 インフラ  当初予算額 12,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・利用者ニーズに合った分かりやすく利用しや
すいバス路線再編案の作成

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

事業概要・目的

＜目的＞　高知県公共交通経営対策検討委員会の協議結果を踏まえ、高知市近郊のバス路線を利用者ニーズに合った分かりやすく利用しやすい
　　　　　　路線に再編し、将来にわたって維持できるバス路線網を構築すること
＜目標＞　今年度は、上記の目的のために設立された「高知県中央地域バス路線再編協議会」においてバス路線再編案を作成し、可能な路線から
　　　　　　運行準備に取り掛かる。
＜概要＞　バス路線等に関する既存データの整理及び分析
　　　　　　　バス路線再編案の作成及び利用動向の推定

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 理事（交通運輸政策担当）所管

平成23年4月28日
高知県中央地域バス路線再編事業 公共交通課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

交付申請

補助金交付要綱制定協議会設立

（委託業務）
既存データの整

理・分析による問

題点の把握

交付決定

（委託業務）

バス路線再編案

の作成・検証

検査・支払１

検査・支払２

（協議会）

運行準備等

協議会・ワーキン

ググループによ

る作業（随時）

協議会・ワーキ

ンググループに

よる作業（随時）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 宗光 （ ９３４１ ）

種別 インフラ  当初予算額 10,200千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・ICカードシステムの運用
・中央地域と同レベルのカード利用率
・乗継割引制度の実現

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

事業概要・目的

＜目的＞　高知東部地域の路線バスへのICカード導入による複数事業者の相互利用や乗継割引、運行の定時性確保による利用者の利便性向上

＜目標＞　バス利用者の減少に歯止めをかけ、地域の重要なインフラであるバス路線を維持確保すること

＜事業概要＞　バス車載器やICカード運用端末等の機器購入費及びシステム改修費への補助（補助先：高知東部交通株式会社）

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 理事（交通運輸政策担当）所管

平成23年4月28日
高知県ICカード導入促進事業 公共交通課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

交付申請

交付決定

ICカードシステムの改修

（データ作成等）

車載器取り付け

運用テスト

乗務員研修

利用促進広報・カード

発売(補助対象外)

運用開始

（H23.10.1～）

検査・支払

補助金交付要綱制定



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 谷岡 （ ９３４１ ）

種別 横断的  当初予算額 30,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末 ・地域住民の公共交通に対する意識の高まり
・交通事業者の収支改善
・実証運行から本格運行への移行

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　　　　　　　　(実施事業の検証、見直し）

　
　　　　　　　　　　　　○協議会総会（中間報告）

　　　　　　　　(実施事業の検証、見直し）

　

　　　　　　　　　　　○協議会総会（事業検証）

H22継続事業実施・H23新規事業検討、実施
　　　　　　　　　※広報、地域等での意見交換
　
　　　　　　　　　　　　　　○幹事会（適宜開催）

　　　　　　　　　　　　　　○協議会総会

　　　　　　　　(実施事業の検証、見直し）

事業概要・目的

＜目的＞
　 ○県民の生活等を支える地域公共交通の確保・維持と利便性の向上
　　　　 公共交通は、県民の日常生活だけでなく、観光・ビジネス等の社会・経済をも支える重要な基盤。併せてCO２削減により地球環境の維持にも寄与
＜目標＞
　 ○総合的な交通体系の仕組みづくりと、地域で安心して暮らせるための公共交通の維持・確保
＜取り組み＞
　 ○総合交通の視点で、多様な実証運行と広報活動をセットで展開（実証運行については、期間を定め検証を実施。継続の可否を含め、見直しを図る）

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 理事（交通運輸政策担当）所管

平成23年4月27日
公共交通対策推進費（公共交通活性化総合支援事業費補助金 公共交通課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 商工労働部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 商工政策課 建設業新分野進出支援事業費 経済 20,756

2 商工政策課 産業技術人材育成事業費 経済 19,294

3 工業振興課
商工振興対策費
（成長分野育成支援事業費）

経済 78,918

4 工業振興課
商工振興対策費
（中核企業等育成支援事業費）

経済 40,986

5 工業振興課
商工振興対策費
（ものづくり地産地消推進事業費）

経済 50,548

6 新産業推進課
新産業推進事業費
（成長分野育成支援事業費）

経済 12,380

7 新産業推進課
産学官連携新産業創出事業費
（産学官連携推進事業費）

経済 61,812

8 経営支援課
商業振興事業費
（中心商店街活性化モデル事業費補助金）

経済 12,181

9 経営支援課
商業振興事業費
（ふるさと雇用再生チャレンジショップ事業委託料）

経済 25,305

10 雇用労働政策課 地域産業担い手人材育成事業費 経済 26,184

11 雇用労働政策課 高卒未就職者対策事業費 経済 36,104

12 雇用労働政策課 緊急雇用創出臨時特例基金事業費 経済 2,838,129

13 雇用労働政策課 ふるさと雇用再生特別基金事業費 経済 2,122,485



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 川谷・林 （ 9789 ）

種別 経済  当初予算額 20,756千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　これまで、地域を支えてきた建設業者は近年の公共事業費の急激な減少で厳しい経営環境が続き、就業者数も減少している。
一方で、本県を支える重要な産業である農林業や介護・福祉などを担う人材が不足している。
　このため建設業の持つ能力を活かして、農林業や介護・福祉など、これから本県の成長を支える新たな分野へ進出し、地域で働く場を確保するため、新
分野進出を行おうとする建設業者を支援する体制を総合的に整備する。

執行計画・目標

建設業新分野進出企業数が増加すること
（H23：１７４社（目標））

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月1日
商工労働部

建設業新分野進出支援事業費 商工政策課

　

・補助金精算

備考（課題及び成果等）

  ① 新分野進出希望企業（６０社）への訪問と
　　個別支援（通年）

  ②建設業新分野進出支援事業費補助金の
　　周知及び募集

　　・事前周知　４月～５月
　　・公募　　　　６月中
　
　③建設業支援協議会運営事業費補助金の
    募集

　④建設業新分野進出説明会・セミナーの
　　開催

　⑤建設業新分野進出支援事業費補助金の
　　審査及び交付決定

　　・審査会　７月
　　・交付決定　８月

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 川谷、林 （ ９７８９ ）

種別 経済  当初予算額 19,294千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　高知県においては、製造業の基本となる製造技術や品質管理のノウハウを有した人材が不足しているため、食品加工、機械･金属加工分野等の担い手と
なる技術者の養成により、企業力強化を図る。また、企業等の技術開発力、商品開発力を高め、企業等が抱える製品開発等の課題解決及び地域における
1.5次産品の開発支援を加速し、産業振興計画の推進強化を図る。
　①各種技術研修の実施　②食品加工指導体制強化事業（食品加工特別技術支援員の配置による県内企業への技術指導）　③機械金属加工指導体制強
化事業（機械金属加工特別技術支援員の配置による県内企業への技術指導）　④技術指導アドバイザーによる企業活動支援事業（機械金属加工、食品加
工等）

執行計画・目標

◆技術研修受講者数
　14コース 400人(年間)
◆ＪＩＳ溶接技能者評価試験合格率の向上

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月1日
商工労働部

産業技術人材育成事業費 商工政策課

　

備考（課題及び成果等）

①各種技術研修の開催
　・テーマごとに開催

　②食品加工指導体制強化事業
　　・企業を巡回し食品加工の技術支援、
　　　新商品開発支援、講習会等の実施。

　　③機械金属加工指導体制強化事業
　　　・企業を巡回し機械金属加工の技術支
　　　　援、製品開発支援、講習会等の実施。

　　　④技術指導アドバイザーによる企業活
　　　　動支援事業
　　　　・ニーズに応じ、機械金属加工、食品
　　　　　加工の技術支援、講習会等の実施

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 深瀬 （ ９６９１ ）

種別 当初予算額 78,918千円 補正後予算額 　　　　　千円   

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○研究会参加企業間のネットワーク構築による事業
化の促進
○事業化プランの認定数　３０件（４テーマ合計）
　　※食品・天然素材：１５件
○本県の特性を活かした新たな産業の育成と活発
な事業展開

（中旬）第６回研究会
　　　　　・機能性成分、食品
　　　　　　加工技術セミナー

（中旬）第７回研究会
　　　　　・研究会活動成果発表会

（下旬）補助金実績報告・完了検査

（中旬）第５回研究会
　　　　　・デザイナーとの
　　　　　　マッチング

（中旬）第３回研究会
　　　　　・素材生産者と
　　　　　　のマッチング

（中旬）第４回研究会
　　　　　・成功事例
　　　　　　セミナー等

（上旬）研究会設置、研究
　　　　会参画企業等公募

（下旬）第１回研究会開催
　　　（H22成果発表等）

（下旬）第２回研究会
　　　　　・会員相互の交流

事業概要・目的

　成長が期待され潜在力のある分野や企業への重点的な支援を実施するため、食品や天然素材などテーマごとに企業や専門家等で構成する研究会を設置し
て、事業化への取り組みを促進する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

経済 　

担当部局： 商工労働部
平成23年4月1日

商工振興対策費
（成長分野育成支援事業費）

工業振興課

補
助
事
業
執
行

事業化プラン
審査会

事業化プラン
審査会

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

事業化プラン
審査会

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

企
業
等
に
よ
る
事
業
化
プ
ラ
ン
の
策
定

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山崎 （ ２５１４ ）

種別 当初予算額 40,986千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 商工労働部
平成23年4月1日

商工振興対策費
（中核企業等育成支援事業費）

工業振興課

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

経済 　

事業概要・目的

県に定期的な企業訪問を行う専任チームを配置するとともに、県内の全ての産業支援機関が連携した企業支援を検討する会議を設置し、協調して企業支援を行
う。

○ベンチャーラボ契約締結
○ベンチャーラボマッチング活動（通年）
△生産性向上補助事業　第１次募集→締切→審査会

△生産性向上補助事業　第２次募集
・県の専任チームによる企業の定期訪問（通年）
◇第１回支援会議
　　支援対象企業の報告
　　生産性向上補助審査会

○現地企業ヒアリング（ベンチャーラボ）
△生産性向上補助事業第２次募集締切→審査会
△生産性向上補助事業第３次募集
◇第２回支援会議
　　生産性向上補助審査会

○第１回マッチング戦略会議（ベンチャーラボ）
△生産性向上補助事業第３次募集締切→審査会
◇第３回支援会議
　　生産性向上補助審査会

△生産性向上補助事業第４次募集→締切

○現地企業ヒアリング（再）（ベンチャーラボ）
△生産性向上第４次募集審査会
△生産性向上第５次募集→締切
◇第４回支援会議
　　生産性向上補助審査会

○第２回マッチング戦略会議（ベンチャーラボ）
△第５次募集審査会
◇第５回支援会議
　　生産性向上補助審査会
　　中間とりまとめ

△生産性向上補助事業の現地確認、進捗管理

○第３回マッチング戦略会議（ベンチャーラボ）

◇第６回支援会議
　　とりまとめ

○ベンチャーラボ
ビジネスマッチング活動による「商談の場」の設定
３０件、３件程度の成約
△生産性向上対策補助事業を６社程度補助。
◇地域経済をリードする中核企業の育成と小規模企
業の連携を行う。

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

△生産性向上補助事業の現地確認、進捗管理

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 永倉 （ 9724 ）

種別 当初予算額 50,548千円 補正後予算額  　経済 　

月

　県内に需
もに、複数

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・機械化ニーズの現場視察＆情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月中旬）

・第3次ものづくり補助金の公募開始（11月中
旬）

・第3次ものづくり補助金の審査会（12月下旬）

・機械化について現場との情報交換（1月中旬）

・機械化ニーズの現場視察＆情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2月中旬）

・平成24年度公募事業説明会（3月下旬）

・ものづくりの地産地消から地産外商に結びつ
　けるモデルケースの創出（3事例）
・ものづくり補助金を活用して製造した機械装
　置の県内生産現場への導入（5事例）
・ものづくり補助金への申請件数の拡大（30件）

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

・ものづくり技術展示会への出展要請（4月）

要のある機械や設備を県内企業が開発していく取り
年にわたる事業への柔軟な対応を行い、ものづくり

執行計画・目標

・農業分野の機械化ニーズの現場視察＆
　情報交換会（4月中旬）

・第1次ものづくり補助金の公募開始(5月上旬）

・林業分野の機械化ニーズの現場視察＆
　情報交換会（5月中旬）

・第1次ものづくり補助金の審査会（5月下旬）

・ものづくり技術展示会（6月）

・機械化ニーズの現場視察＆情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月中旬）

・第2次ものづくり補助金の公募開始（8月上旬）

・機械化ニーズの現場視察＆情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月下旬）

・第2次ものづくり補助金の審査会（9月上旬）

・ものづくり補助金の制度の見直し

事業概要・目的

組みを推進するため、試作機の設計・開発、
企業の技術力や製品開発力の向上を図る。

実施状況・変更計画　

製品の改良に要する経費の一部を助成するとと

備考（課題及び成果等）

担当部局： 商工労働部
平成23年4月1日

商工振興対策費
（ものづくり地産地消推進事業費）

工業振興課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

このほかに債務負担
(H23～H24)　25,000千円



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名

種別

所管課

12,380千円

担当者（内線）

 

小味

 

（ 9750

　

）

当初予算額

新産業推進事業費
（成長分野育成支援事業費）

経済 補正後予算額 　　　　　千円

新産業推進課

月

て、事業化への取り組みを促進する。

執行計画 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

４月

　　

（下
　　
　　

５月

（個別相談会）

６月 （中旬）第２回研究会

７月

８月

（個

９月 （中旬）第３回研究会

１０月

（個別相談会）

１１月 （中

１２月

（個別相談会）

１月 （中旬）第５回研究会

（個別相談会）

２月

３月 （中旬）第６回研究会
　　　　　・研究会活動成果発表会

年度末

○
　　
○
な

 

 

 

（下旬）補助金実績報告・完了検査

○研究会参加企業間のネットワーク構築による事業
化の促進

　

事業化プランの認定数　３０件（４テーマ合計）
※環境・健康福祉：15件

本県の特性を活かした新たな産業の育成と活発
事業展開

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

 

旬）第４回研究会

別相談会）
 

 

 

担当部局： 商工労働部

事業概要・目的

平成23年4月1日

 

 

 

　成長が期待され潜在力のある分野や企業への重点的な支援を実施するため、環境や健康福祉などテーマごとに企業や専門家等で構成する研究会を設置し

（上旬）研究会設置、研究
　　会参画企業等公募

旬）第１回研究会
・H22成果発表
・会員間での意見交換

補
助
事
業
執
行

事業化プラン
審査会

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

事業化プラン
審査会

事業化プラン
審査会

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

補助金審査受付
補助金審査
補助金交付決定

　
企
業

　
企
業

等
に
よ
る
事
業
化
プ
ラ
ン
の
策
定

訪
問
に
よ
る
課
題
の
抽
出
と
支
援
方
法
の
検
討

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

事業化プラン
審査会



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 青木 （ ９７５０ ）

種別 当初予算額 61,812千円 補正後予算額 　　　　　千円   経済 　

月 執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

事業概要・目的

　県内の産学官の連携を強化し、相互の情報共有や交流を促進するとともに、本県に付加価値の高い新しい産業を創出するため、これまでに産学官が
連携して実施してきた研究成果等を活用し、県内での事業化を支援する。

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 商工労働部
平成23年4月1日

産学官連携新産業創出事業費
（産学官連携推進事業費）

新産業推進課

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

（中旬）運営委員会開催

（下旬）実施要綱等諸規定の整備

（上旬）第１回産学官連携会議開催

（中旬）運営委員会開催

（下旬）第２回産学官連携会議開催

（ 運営委員会開催上旬）

（ 運営委員会開催下旬）

（ 第４回産学官連携会議開催下旬）

（ 運営委員会開催中旬）

（下旬）運営委員会開催

（ 第５回産学官連携中旬）
会議開催

（下旬）実施要綱等諸
規定の整備

（下旬）委託研究テー
マ公募締切

（下旬）委託研究テー
マ審査会開催（採択）

（上旬）委託研究テーマ審査
会開催（継続分）

（下旬）委託研究成果報告書
報告

（ 運営委員会開催

（ 第３回産学官連携

中旬）

上旬）
会議開催

○委託研究を含む本県の取り組むべき共同研究
の方向が取りまとめられる。

○３件程度の委託研究が実施され、研究成果が
得られる。

（上旬）委託研究開始

（下旬）「産学官連携産
業創出研究推進事業」
委託研究テーマ公募
開始

（中旬）委託契約締結



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 音地 （ ９６７９ ）

種別 経済  当初予算額 12,181千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）

・魅力ある県産品の販売（県内産品の掘り起こ
し）
・テストマーケティングを希望する生産者の掘
り起こし
・住民参加のコミュニティ事業やイベントの実
施
・事業内容等について補助事業者との協議
・事業の進捗状況の把握及び事業の検証
・志国高知　龍馬ふるさと博との連携

（随時）補助事業者に対する経営指導

実施状況・変更計画　

担当部局：商工労働部

事業概要・目的

平成23年4月19日
商業振興事業費

（中心市街地活性化モデル事業費補助金）
経営支援課

　

・関係機関と連携した観光客の呼び込み
・魅力的な地域産品の掘り起こし
・テストマーケティングを希望する生産者の掘
り起こし

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

新京橋プラザに開設したアンテナショップ「てんこす」において、県内各地域の特産品の販売、新商品のテストマーケティング等を行う事業を支援することで、
地産・地消、地産・外商の促進を図る　また、商店街活性化事業やコミュニティ事業を支援することで、中心商店街の活性化を図ることを目的とする。

執行計画・目標

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 音地 （ ９６７９ ）

種別 経済  当初予算額 25,305千円 補正後予算額  　 　

月

事業概要・目的

商店街の空き店舗を活用したチャレンジショップを開設し、商店街での創業や現在の業種・業態の転換を図ろうとするチャレンジャーを募集・育成を行い、商店
街への独立開業に向けた経営支援を行うことで、商店街の空き店舗の解消を図るとともに商店街の賑わいを創出し、併せて雇用の創出を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

４月

５月

６月

７月

８月 　運営会議への参加
　チャレンジャーの募集

９月

１０月

１１月

・商店街振興組合等への支援
　運営会議への参加
　チャレンジャーの募集
　チャレンジショップ開店の準備

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局：商工労働部
平成23年4月19日

商業振興事業費
(ふるさと雇用再生チャレンジショップ事業委託料)

経営支援課

・チャレンジショップ事業説明会の開催
・チャレンジショップ事業の委託先となる商店街振
興組合、事業協同組合の選定
・委託契約
・商店街振興組合等への支援
　運営計画策定
　運営会議への参加
　雇用の創出

・商店街振興組合等への支援

・チャレンジショップの開設（県内３店舗）
・ふるさと雇用基金を活用した雇用の創出（６名）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・商店街振興組合等への支援
　運営会議への参加
　チャレンジャーの募集
　チャレンジショップ開店の準備
　チャンレジショップ開設の広告

・チャレンジショップの開設
　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 徳弘 （ ９７６６ ）

種別 経済  当初予算額 26,184千円 補正後予算額 　

月

践事例集の

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　将来の地域産業を支える担い手の育成と、若年労働力の確保を目的に、専門高校及び専門科や専門科目を置く普通高校と産業界、行政による連携体
制を構築し、産業人材の育成に取り組む。
　具体的には、産業界（関係団体、企業）、高等学校、行政機関、有識者等で構成する「人材育成連携推進委員会」を設置して、地域・学校（学科）の特
色、企業等のニーズに沿った高校と産業界の連携方策を検討し、デュアルシステム、企業技術者による技術指導、企業での教員研修、企業と学校との共
同研究などの取組を行う。
　また、県内高校、大学と企業の連携強化のため実施する事業を円滑に進めるため、協力企業の開拓と協力企業紹介ホームページの管理、運営及び実

作成を、ふるさと雇用再生特別基金を活用し事

執行計画・目標
専任コーディネーターの委嘱
ふるさと雇用再生キャリア教育推進事業委託

業を委託する。

実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 商工労働部

事業概要・目的

平成23年4月1日
地域産業担い手人材育成事業費 雇用労働政策課

　

校内事例発表会の開催を支援開始

第１回人材育成連携推進委員会の開催

各高校での事業開始（フォローアップ）

（2校程度支援）

第２回人材育成連携推進委員会幹事会の開
催
第２回人材育成連携推進委員会の開催

（中旬～下旬）高等学校訪問
（下旬）各学校から連携事業実施計画書の提
出

計画承認後、連携事業の実施開始
（コーディネーターによる学校と企業のマッチ
ング開始）

第１回人材育成連携推進委員会幹事会の開
催

・取組み実施校の拡大　20校
・受け入れ企業との意見交換会の継続開催
・事業効果の把握調査
・協力企業の開拓及び情報の集約（ＨＰの充
実、事例集の作成）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 徳弘 （ ９７６６ ）

種別 経済  当初予算額 36,104千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

高卒未就職者対策事業費 雇用労働政策課

　

事業概要・目的

備考（課題及び成果等）

新規学卒の未就職者が長期に就業できない状況は、将来のニート・フリーターの増加に繋がる恐れがあり、早期の就職支援が重要となる。
このため、新規高卒者を対象として、基金訓練を活用した６か月の職業訓練から引き続いた就業体験（しごと体験、ジョブチャレンジ）や、民間雇用による
OJTの実施などによる一貫した支援メニューを用意して、未就職者の就職につなげる。
また、就職コーディネーターを２名配置し、未就職者の状況把握や就職指導など職業訓練から就業体験まで継続的に支援する。
当該事業は、22年度より実施しており、23年度は卒後3年以内の未就職者も対象とし、実施する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　

担当部局： 商工労働部
平成23年4月1日

・新規高卒者訓練生の就職活動の活発化
・新規高卒者訓練生の６割以上の就職

(上旬)　修了式の開催
(中旬)　就業体験の実施

就職活動支援、民間雇用開始

　　〃

　　〃

　　〃

(下旬）民間雇用・県直接雇用終了

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

(上旬)就職コーディネーター　２名配置
～　職業訓練校　開講式　２校
（訓練開始・訓練期間６か月）訓練校との打ち
合わせ

(上旬) 就職コーディネーターによる
　～　訓練生の状況把握（以後随時）
　　　進路指導、相談、就職活動支援（以後随
時）

(上旬) 就職コーディネーターによる
　～　就職希望調査
(中旬）求人情報の収集・提供

(上旬) 求人情報の提供
 直接雇用先の開拓

(上旬) 就職コーディネーターによる
　～　就業体験のコーディネート

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 岡本 （ 9764 ）

種別 経済  当初予算額 4,587,882千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　高知県緊急雇用創出臨時特例基金を活用して、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用まで
の短期の雇用・就業機会を創出・提供を創出する事業を実施する。
　県実施事業：（事業計画：202事業、事業費1,760,757千円、新規雇用1,018人）
　市町村等補助事業：（事業計画：506事業、事業費2,577,673千円、新規雇用1,851人　　補助率１０／１０以内）

・追加事業の補助金交付決定

・H24年度実施事業に係る国の確認
・H24年度事業計画の承認

備考（課題及び成果等）

・６月補正に向けた追加事業計画の募集

・追加事業の補助金交付決定
・９月補正に向けた追加事業計画の募集

・上半期実績報告
・補助金の概算払
・１２月補正に向けた追加事業計画の募集

・H２３事業の執行状況の把握

・H24年実施事業に係るヒアリング

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月1日
商工労働部

緊急雇用創出臨時特例基金事業費 雇用労働政策課

　

◇つなぎの雇用・就業機会の創出
◇基金事業の適切な執行管理
◇重点分野雇用創造事業計画の掘り起こし

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

執行計画・目標

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）

事

業

実

施

うち自課計上事業費　2,838,129千円



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 福井 （ ２５７３ ）

種別 経済  当初予算額 2,122,485千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

執行計画・目標

◇事業の進捗管理
◇事業計画の掘り起こし（6月最終）
◇事業終了後（Ｈ２４年度以降）の事業継続に
向けて、事業課及び市町村の取組み確認

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月1日
商工労働部

ふるさと雇用再生特別基金事業費 雇用労働政策課

　

　高知県ふるさと雇用再生特別基金を活用して、雇用失業情勢が厳しい地域において、地域の実情に応じて、その創意工夫に基づき、地域の雇用再生
のために地域求職者等を雇い入れて継続的な雇用機会を創出する事業を実施する。
　県実施事業：（事業計画：64事業、事業費873,944千円、新規雇用159人）
　市町村等補助事業：（事業計画：234事業、事業費2,430,076千円、新規雇用545人、補助率１０／１０以内）

備考（課題及び成果等）

・６月補正に向けた追加事業計画の募集
(市町村事業）

・正規雇用補助金交付決定及び支出

・追加事業の補助金交付決定

・上半期実績報告
・補助金の概算払

実施状況・変更計画　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）

事
業
実
施



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 観光振興部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 龍馬ふるさと博推進課 志国高知 龍馬ふるさと博推進事業費 経済 963,106

2 観光政策課、おもてなし課 国際観光推進事業費 経済 67,403

3 観光政策課 体験型広域観光推進事業費補助金 経済 12,000



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） （ 9708 ）

種別 当初予算額 963,106千円  

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・高知県入込客数目標　３１６万人以上。
・観光コンシェルジュの活用による観光客の県
内周遊の促進。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

◎公式ガイドブック
（第5版）

◎四国観光商談会

◎公式ガイドブック
（第4版）

◎新パビリオン
オープニングセレモ
ニー

◎新パビリオン
幕末志士社中完成
◎公式ガイドブック
（第3版）

6月中旬
　観光コンシェルジュス
キルアップ研修（専門
研修、実地研修等）

◎ＪＲ四国商品説明会
◎イベント広場完成

重点分野雇用創造観光
コンシェルジュ育成事業

◎交付決定 4月11～15日
　観光コンシェルジュ基
礎研修（接遇研修、業
務研修等）

「志国高知龍馬ふるさと博」の開催により、観光客の来県を促し、高知県の観光の底上げと経済の活性化を図る。
また、公式ガイドブックの作成やパブリシティ活動、観光コンシェルジュの育成・活用により、県内各地への観光客の周遊を図る。

月

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

志国高知龍馬ふるさと
博推進事業費補助金

重点分野雇用創造観
光コンシェルジュ育成

事業

志国高知龍馬ふるさと
博推進事業費補助金

重点分野雇用創造観
光コンシェルジュ育成

事業

志国高知龍馬ふるさと
博推進事業費補助金

経済 補正後予算額 　 　

事業概要・目的

担当部局： 観光振興部
平成２３年　４月２８日

志国高知龍馬ふるさと博推進事業費 龍馬ふるさと博推進課 武内

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

地域の観光

案内所等で

現場研修

旅行代理店向

けセールスキャ

ラバン実施

旅行代理店向

けセールスキャ

ラバン実施



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 小西　繁雄 （ ２２７２ ）

種別 補助事業  当初予算額 67,403千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

実施状況・変更計画　執行計画・目標

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月15日
観光振興部

国際観光の推進 観光政策課、おもてなし課

　

備考（課題及び成果等）

  2011年を「国際観光推進元年」と位置付け、まずは東アジアをターゲットとした戦略的な誘致活動を推進するとともに、市町村等が行う観光パンフレット
や観光案内板、ホームページなどの多言語化にかかる経費の助成を行い、受入態勢の強化を図る。
　また、高知県コンベンション協会に対して、海外からのチャーター便への助成、外国人エージェント向けて、モニターツアーを実施するための経費等を助
成し、外国人観光客誘致に積極的に取り組む。

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

チャーター便誘致補助金（ＣＶ協会）

国際旅行商品造成助成金（ＣＶ協

会）

インバウンド促進事業（観光政策

課）

多言語パンフレット作成（観光政策

広域観光案内板等設置（おもてなし

課）

国際観光受入促進事業（おもてなし

課）

「四国インバウンドフェア」（9/5～9）

韓国・台湾・中国・香港・シンガポールの旅行

関係者来高（国事業）

・海外での高知県の認知度アップ

・外国人観光客の増加）

・国際観光の受入態勢の向上

（研修受講者の増加）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 竹﨑 （ ２２８４ ）

種別 補助事業  当初予算額 12,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○地域コーディネート組織機能のステップアッ
プを図る。
・観光資源の磨き上げ、発掘を行いながら、
広域ブロックごとに１泊以上滞在できる着地
型の旅を企画立案、受け入れ側との調整が
できる。
・旅行商品の効果的な情報発信とプロモー
ションを行い、県外の巨大市場をターゲットに
したセールス活動ができる。
・広域観光の総合案内ができるﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口
機能をもたせる。
・ボランティアガイドや民泊受入者などの地域
協力者に対し研修などを行い、人材を育て
る。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○東京でのプロモーション活動（1/24～26）

・事業実績報告書の提出、清算
・翌年度の補助申請の新規受付け、とりまと
め
・継続事業者から翌年度の事業計画の提出

○第１回地域コーディネート組織ネットワーク
会議（4/20）

・補助金要綱の制定
・補助申請受付け（１次募集）

・地域コーディネート組織からの補助申請のと
りまとめ
・交付決定

※○印の項目は、県の観光アドバイザーを招
致し、指導・助言等の支援を行う。

○第２回地域コーディネート組織ネットワーク
会議（7/11or12）

・補助申請受付け（２次募集）

・地域コーディネート組織からの補助申請のと
りまとめ
・交付決定
○第３回地域コーディネート組織ネットワーク
会議（9/27or28）

※２次募集は、１次募集の状況を見ながら、実
施するかしないかの検討を行う。（場合によって
は３次以降の募集も視野に入れる）

事業概要・目的

広域ブロックごとに１泊以上滞在できる観光地づくりを実現するため、広域的な観光振興の中心的な役割を担う地域コーディネート組織※が取り組む、地
域の観光資源の磨き上げ、広域的な情報発信や旅行商品の造成等に要する経費に助成する。

※地域コーディネート組織
複数の市町村を対象とした広域的な観光振興に取組む一部事務組合、広域連合又は複数の市町村及び団体で組織する協議会等

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 観光振興部
平成23年4月15日

体験型広域観光推進事業費補助金 観光政策課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 農業振興部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額
（千円）

1 農地・担い手対策課 新規就農総合対策事業費 経済、雇用 110,620

2 農地・担い手対策課 ＪＡ出資型法人設立促進事業費 経済 1,859

3 農地・担い手対策課 耕作放棄地解消推進事業費 経済 35,689

4
協同組合指導課
環境農業推進課

農業経営改善支援事業・農業経営改善支援営農資金利子補給金 経済 3,574

5 環境農業推進課 都会で学ぶこうち農業技術研修事業費 経済 5,005

6 環境農業推進課 こうち農業創造人材育成事業費 経済 9,871

7 環境農業推進課 先進的技術を導入した「こうち新施設園芸システム」開発事業 経済 34,444

8 産地・流通支援課 レンタルハウス整備事業費 経済 399,570

9 産地・流通支援課 ゆず振興対策事業費 経済 11,957

10 産地・流通支援課 農産物輸出促進事業費 経済 4,785

11 産地・流通支援課 新需要開拓マーケティング事業費 経済 39,423

12 地域農業推進課 集落営農・拠点ビジネス支援事業費 経済 124,978

13 地域農業推進課 土佐茶振興対策事業費 経済 34,497

14 地域農業推進課 集落営農普及促進事業費 経済 5,566

15 畜産振興課 特産畜産物生産流通拡大支援事業費 経済 20,750



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 原野 （ ３０３４ ）

種別 当初予算額 110,620千円 補正後予算額

４月

５月

６月

７月

８月

補助金交付申請（市町
村）
補助金交付決定（県）
事業（研修）開始

９月補正（市町村）
実施計画提出（市町村）

農大研修課と指導農業
士との意見交換会

県外就農相談会（大阪）

新規就農に関する意見
交換会（振興センター等
担当者）

県内就農相談会

関係機関と研修生との
意見交換（新規就農者
支援ネットワーク）

就農支援に協力できる
指導農業士の認定

【新規就農研修支援事
業】
補助金交付申請（市町
村）
補助金交付決定（県）
事業（研修）開始

　

６月補正（市町村）
実施計画提出（市町村）

【新規就農全体】
補助金交付申請（農業
公社、農業会議）
補助金交付決定（県）
事業開始

県外就農相談会（東京）

関係機関打合せ会議
（新規就農者支援ネット
ワーク）

　近年、高齢化や後継者不足が進んでおり、将来の農業の担い手となる新規就農者の確保・育成が重要な課題となっている。
　県段階の就農相談窓口である高知県新規就農相談センター（農業公社、農業会議）による就農相談や就農支援資金貸付等の就農支援業務を支援することにより、県内就農者の
増加や就農支援措置の活用につなげていく。
　また、就農にあたっては、就農前に農業技術や経営管理能力を身につけておくことが重要で、過去に県事業を活用して実践研修を受けて就農した方は、全員が現在も営農を続け
ている。
　こうしたことから、就農前の実践研修による就農定着効果が高く、就農前の実践研修への要望も多いと考えられるため、引き続き研修生や研修受入農家に対して助成する市町村
への支援を行い、新規就農者の確保・育成を推進する。（H22年度は、22市町村で50名が研修を受けた。）
　併せて、研修支援事業の実施主体にJAを追加することや、研修生の受け入れ先となる指導農業士の認定を促進することにより、就農希望者の研修機会の拡大を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

新規就農総合対策事業費 農地・担い手対策課

担当部局：

経済・雇用

事業概要・目的

平成23年4月1日
農業振興部

事業の実施状況

確認（市町村か

らの聞き取りや

個別訪問）

新規就農者の動向や事業内容等の周知

（市町村等説明会）

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（要因分析、課題等）(求める具体的な成果）
・新規就農者年間１７０人の確保（Ｈ22　197人）
・就農希望者への研修機会の拡大

事業実績の確認
次年度実施計画提出
（市町村）

県外就農相談会(東京)

県外就農相談会(大阪)
県内就農相談会

（達成状況）

実施計画提出（市町村）指導農業士の認定

県外就農相談会(東京)

補助金交付申請（市町
村）
補助金交付決定（県）
事業（研修）開始

次年度の事業需要調査
研修卒業生の状況調査

事業効果の周知（市町
村担い手育成担当者研
修会）

事業遂行状況の確認

県内外の指導農業士同
士や関係機関との意見
交換（中国四国地域農
業士研究会）

県内就農相談会

新たな支援措置等についての概要説明

（市町村担い手育成担当者研修会）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田村 （ ３０３４ ）

種別 当初予算額 1,859千円 補正後予算額       千円 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

ＪＡ出資型法人設立促進事業費 農地・担い手対策課

経済 　

事業概要・目的

　農業者の高齢化や後継者不足など農家の経営環境の悪化によって農業構造の脆弱化が進んでおり、今後の地域農業を支えていく、新たな担い手の確保が
課題となっている。この対応策の1つとして、ＪＡ出資型法人の設立を支援する。
　ＪＡ出資型法人は、地域農業に精通したＪＡが運営の主導権をもって、機動性を有する法人を設立することによって、
　　①農家に代わって遊休農地等を有効活用し自ら営農　②農作業受託により個人・集落営農組織の営農活動を補完　③研修生を受入れて技術指導や就
　　農支援を行い新規就農者を育成　　といった効果が期待できる。
　本事業では、法人設立を検討するＪＡの所在する市町村の地域担い手育成総合支援協議会が実施する組合員等関係者の合意形成のための取り組みへの
補助を行い、ＪＡ出資型法人の設立を支援することとしており、平成21年度は土佐町担い手育成支援協議会、22年度は南国市担い手協議会において補助事
業を実施した。
　本年度は、新たに３ＪＡでの検討を支援することを目標に、取り組みを進める。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・ＪＡ中央会との活動計画等協議（県）
・法人設立検討への支援事業紹介（県）

・法人設立検討意向のあるＪＡ及び地域担い
手協議会へのＪＡ出資型法人設立促進事業の
説明（県、個別訪問）

・法人設立検討についてＪＡ理事会での承認
（ＪＡ）

・新たに検討を開始するＪＡの掘り起こし
　（９月末までに特定）
・法人設立検討ＰＴ立ち上げ(ＪＡ、中央会等）、
以後５回程度開催

・先進事例の調査、事例研修会の実施
　（地域担い手育成総合支援協議会）

・事業未実施ＪＡへの事例紹介、
　県の支援事業等情報提供（県）

・Ｈ24 設立法人への支援要望調査（県）
・事業実績の提出(地域担い手育成支援総合
協議会)
・法人設立検討ＰＴ立ち上げ(ＪＡ、中央会等）、

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・法人設立検討PT設置JAの増加
　（１JＡ→４JＡ）

　　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・法人設立検討ＰＴ立ち上げ(ＪＡ、中央会等）、
以後５回程度開催

・先進事例の調査、事例研修会の実施
　（地域担い手育成総合支援協議会）

・事業実績の提出(地域担い手育成総合支援
協議会)

・ＰＴの最終報告書をＪＡ理事会へ提出

・新たな支援措置等（国、県)概要説明（県）

・事業実績の提出(地域担い手育成総合支援
協議会)

（先行取り組みJA）

・法人化事務手続き

・組合員等への広報 など

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 廣地 （ ４５１２ ）

種別 経済  当初予算額 35,689千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

　

事業概要・目的

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

耕作放棄地解消推進事業 農地・担い手対策課

　食料自給率向上の観点などから、農業生産の基盤である農地を確保するため、耕作放棄地を解消し、営農を再開することが課題となっている。
　そのため、市町村が耕作放棄地の解消に向けた実行計画を策定する取り組みを支援するとともに、耕作放棄地を再生し活用することを目的に、新たな担
い手や一定の条件を満たす土地所有者が耕作放棄地の再生利用を行う場合に、県農業公社を通じて荒廃農地を再生利用する取り組みについて国庫補助
への上乗せなどを行い、耕作放棄地の解消を促進する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

○補助金交付申請(高知県農業公社）
 　補助金交付決定(県)
　 事業開始
○臨時的任用職員の雇用

○耕作放棄地解消に向けた実行計画の作成
　・モデル的に取り組む市町村の選定
　・計画策定への参画
　・モデル以外の市町村への周知

○説明会による事業周知
○各種会合等における耕作放棄地対策
の普及・啓発(随時)

○モデル市町村の実施状況の確認
　　(検討会)

○集落営農組織への周知
○認定農業者フォローアップ時への周知
○Ｈ２４事業要望調査

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○解消実行計画の実施状況の確認

○事業執行状況調査

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

〇２３年度の耕作放棄地全体調査結果の報告
(市町村)

〇地域担い手協ヒアリングにおいて取組状況
を把握(県)

○モデル市町村の取り組み実績のとりまとめ

○実績報告(高知県農業公社）

・耕作放棄地解消面積　１５０ha
・事業活用面積　２８ha

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線）
片木

小笠原
（

４８０２
４５３５

）

種別 経済  当初予算額 3,574千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

農業経営改善支援営農資金利子補給金
農業経営改善支援事業

協同組合指導課
環境農業推進課

　

事業概要・目的

　農産物単価の低迷や生産資材の高騰などにより、経営不振に陥る農家が増えてきた。そこで、経営不振農家対策に取り組むＪＡに対し、体制構築や指
導力向上に向けた支援を行う。また、支援対象農家に対して、負債利子を補給するなどの直接支援も実施する。さらに、 農家を経営不振に陥らせないた
めの活動として、ＪＡグループに新たに導入されたオンラインの経営診断システム「ＪＡ総合事業提案型システム」の運用について、ＪＡグループと協力して
支援を強化する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
、
Ｊ
Ａ
・
普
及
へ
の
支
援
（
支
援
体
制
の
強
化
、
手
法
の
検
証
と
見
直

H22年度 実績・評価の取りまとめ

H23年度 ＪＡ別計画の確認

担当者会

（振興センター、関係課、関係機関）

ＪＡ高知中央会との指導方針検討

県＆ＪＡ合同研修会

（県内外の優良事例発表）

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

利子補給制度のＰＲおよび新規誘導

ＪＡオンライン「経営分析・診断システ

ム」に関する検討会

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会①）

利子補給制度の実績確認

全国事例収集（ＪＡ全中（東京都））

県農業経営者組織連絡会議役員会・

総会（県内の経営指導方針の確認）

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
、
Ｊ
Ａ
・
普
及
へ
の
支
援
（
支
援
体
制
の
強
化
、
手
法
の
検
証
と
見
直

H22年度 実績・評価の取りまとめ

H23年度 ＪＡ別計画の確認

担当者会

（振興センター、関係課、関係機関）

ＪＡ高知中央会との指導方針検討

県＆ＪＡ合同研修会

（県内外の優良事例発表）

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

利子補給制度のＰＲおよび新規誘導

ＪＡオンライン「経営分析・診断システ

ム」に関する検討会

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会①）

利子補給制度の実績確認

全国事例収集（ＪＡ全中（東京都））

県農業経営者組織連絡会議役員会・

総会（県内の経営指導方針の確認）

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果）
○経営改善農家割合
　　H19：10%　→　H23：20%以上

○ＪＡオンライン「経営分析・診断システム」
　　活用事例：２ＪＡ

（達成状況） （要因分析、課題等）

の
強
化
、
手
法
の
検
証
と
見
直
し
、
職
員
の
資
質
向
上
等
）、
進
捗
管
理

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

重点支援農家に係る利子補給金の

支払い

Ｈ23年度 実績とりまとめ

Ｈ24年度 活動方針・内容の整理

県＆ＪＡ合同研修会

担当者会

（振興センター、関係課、関係機関）

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会①）

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会②）

利子補給制度の実績確認

利子補給制度の実績確認

全国事例収集（ＪＡ全中（東京都））

全国事例収集（ＪＡ全中）

県農業経営者組織連絡会議役員会

（経営指導方針の検討）

経営再建を支援する農家のうち、経済

余剰が生まれる農家の割合

（達成状況） （要因分析、課題等）

の
強
化
、
手
法
の
検
証
と
見
直
し
、
職
員
の
資
質
向
上
等
）、
進
捗
管
理

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

進捗状況の取りまとめ（３ヶ月実績）

重点支援農家に係る利子補給金の

支払い

Ｈ23年度 実績とりまとめ

Ｈ24年度 活動方針・内容の整理

県＆ＪＡ合同研修会

担当者会

（振興センター、関係課、関係機関）

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会①）

県＆ＪＡ合同研修会

（農業経営分析基礎研修会②）

利子補給制度の実績確認

利子補給制度の実績確認

全国事例収集（ＪＡ全中（東京都））

全国事例収集（ＪＡ全中）

県農業経営者組織連絡会議役員会

（経営指導方針の検討）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 金澤 （ 3053 ）

種別 経済  当初予算額 5,005千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

　

事業概要・目的

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

都会で学ぶこうち農業技術研修事業費 環境農業推進課

　都会を中心に農業が見直されている中、本県の新規就農者を確保するため、本県出身者や本県での就農を目指す方々を対象に東京・大阪で園芸農業の
技術研修を実施する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

○事業説明会の開催（4月中旬）
・市町村及び関係団体
・都会で学ぶこうち農業技術研修事業の市町
村、JA等広報誌への掲載依頼（4月下旬）

・都会で学ぶこうち農業技術研修事業の研修
生募集（5～8月）→大阪・東京会場の研修生を
募集
（ネットを活用した研修生募集含む）

・6/11新・農業人フェア2011（東京）にてPR

　

　

・大阪会場研修生へのアンケート実施

・東京会場研修生へのアンケート実施
　

大阪会場での研修開催7～10月

（10回）

東京会場での研修開催9～11月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・東京会場研修生へのアンケート実施
　

・大阪・東京会場研究生スクーリング
　（四万十町 12/9～11、終了後アンケート実施）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・1/21新・農業人フェア2011（東京）にてPR

・2/18新・農業人フェア2011（大阪）にてPR

・新規就農者目標：H23　20名

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

東京会場での研修開催9～11月

研修生への個別就農相談対応



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 矢野 （ ３０５６ ）

種別 経済  当初予算額 9,871千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

こうち農業創造人材育成事業費 環境農業推進課

　

事業概要・目的

　農業や農村の振興を図るためには、産地や農村地域の内発型振興策が求められ、そのためには農業に携わる者、農村地域住民の人材育成が求めら
れている。
　そこで、県内各地域の食や環境などの地域資源を活かした農村地域の活性化や本県の強みである農業の振興などに、意欲的、挑戦的なグループや
団体の代表者を対象に、県内外の先進事例とワークショップを組み合わせた研修を実施し、各グループの取組テーマを実現するための企画書や行動計
画書を作成することで、自ら主体的に企画立案し、自ら行動する人材を育成する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

○事業説明会の実施（４月中旬）
・市町村及び関係団体等

○研修開催及び運営委託業務
　 ＝業者との契約（５月中旬）
○パンフレット作成
○研修生募集（５月～６月）
・県広報や市町村広報等を活用
・関係機関等へパンフレット配布

○講演会・パネルディスカッションの開催
   （７月上旬）
○研修グループの決定(7月中旬）
○フォローアップ研修①【22研修グループ対
象】
○第2，3回　県内先進事例調査＋ワーク
ショップ研修（馬路村農協）

○フォローアップ研修②【22研修グループ対
象】
○第4,5回　県内先進事例調査＋ワークショッ
プ研修（道の駅　とおわ）

○第6,7回　県外先進地事例調査＋ワーク
ショップ研修（長崎県大村市　シュシュ）

事

業

の

周

知 研

修

生

募

集

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○フォローアップ研修③【22研修グループ対
象】
○活性化計画作成研修）
・参加者を２つのグループに分けて２回実施

○成果発表会の開催

○実績集の作成

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　　○フォローアップ研修①
　　　　　　　　　【23年研修グループ対象】
　
○実績集の印刷
・各市町村等への配布
○フォローアップ研修②
　　　　　　　【23年研修グループ対象】

○地域アクションプラン等の実現
○新たな地域活動の開始

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 亀島雅史　　　　　　　　（４８６１ ）

種別 経済  当初予算額 ３４，４４４千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

担当部局： 農業振興部
平成２３年　４月　１日

先進的技術を導入した「こうち新施設園芸システム」開発事業費 環境農業推進課

　

事業概要・目的

　本県の施設園芸は、高い生産技術を持ちながら、コストの上昇、販売価格の低迷、後継者不足などの問題を抱えている。一方、環境問題への関心が高ま
る中、農業においても温室効果ガスの発生量削減や生物多様性の維持に配慮した生産が求められている。こうした現状を打開し、農家経営の安定化を図る
ためには、オランダなどの農業大国が取り入れている先進的な生産システムを導入することが有効と考えられる。しかし、気候や経営形態などの諸条件が本
県とは全く異なるオランダの生産システムをそのまま導入することは困難である。そこで、先進的な生産技術を本県に適合するよう改良し、強い競争力を持っ
た園芸産品を生産できる本県独自の生産システムを構築する必要がある。　そのため、農業技術センターにおいて、化石エネルギーの使用量削減とそれに
代わる新エネルギーの利用方法や、施設内環境制御など、高収益につながる新施設園芸システムを構築するための研究を推進する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

●試験研究課題検討会
　・試験研究推進計画書の作成・
　・外部資金導入の検討
　・新規課題検討会の開催

●Ｈ２３試験
　・高軒高ハウス建設開始（～８月）
　・トルコギキョウのLED照明試験開始（～３
月）

●こうち新施設園芸システム研究会
　・新施設園芸システム所内プロジェクト会議
　・こうち新園芸システム研究会の設立

●Ｈ２３試験
　・ユリのヒートポンプ利用による冷房試験開
始　　　（～１月）
　・自然冷媒ヒートポンプによる低コスト・脱化
石燃料試験の局所暖房の検討を開始（～１
月）
　・炭酸ガス施用効果試験開始（～６月）
　・高軒高ハウスに適したパプリカ栽培技術の
予備試験開始（～４月）

●こうち新施設園芸システム研究会
　・新施設園芸システム所内プロジェクト会議
　・こうち新施設園芸システム研究会の開催

●Ｈ２３試験
　・ミョウガの日射比例給液管理と増収試験開

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　・ミョウガの日射比例給液管理と増収試験開
始（～７月）

●こうち新施設園芸システム研究会
　・新施設園芸システム所内プロジェクト会議

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

●試験研究課題検討会
　・近畿中国四国地域研究推進会議の出席
　・試験成績のとりまとめ、実績報告書（中間）
を作成
●Ｈ２３試験
　・ユリのヒートポンプ利用による冷房試験の
採花調査終了
　・自然冷媒ヒートポンプによる低コスト・脱化
石燃料試験の局所暖房の検討終了
　・自然冷媒ヒートポンプによる低コスト・脱化
石燃料試験の基礎データ収集開始（～３月）
　・トルコギキョウのLED照明試験の採花調査
終了

●こうち新施設園芸システム研究会
・こうち新施設園芸システム研究会の開催
・試験成績のとりまとめ、実績報告書（中間）を
作成

(求められる具体的な成果）
○自然冷媒ヒートポンプの基礎データの収集
と局所暖房方法の確立
○ミョウガの日射比例給液制御での設定値と
炭酸ガス施用効果の解明
○ピーマン、シシトウでの炭酸ガス施用効果の
解明
○ユリの有効な夜冷時間帯、有効な作型、コ
ストの解明
○トルコギキョウのLED照明による有効な光
質、電照方法、電照期間の解明

（達成状況） （要因分析、課題等）（達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 福原 （ 3074 ）

種別 経済  当初予算額 399,570千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

・市町村予算措置状況調査の実施（２回目）
　結果を受け効率的な予算執行を行うため、
市町村への予算配分を調整
　

・H24年度要望調査

・H24の事業予算確保に向けて内容・予算要望
額等の検討
・H24年度要望事業ヒヤリング（市町村及びＪ

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・市町村の予算措置の状況調査（１回目）

・事業説明会の実施（県→市町村、ＪＡ等）
　
・事業採択委員会実施（４月～１２月まで毎月
開催予定）
・計画承認及び補助金交付決定（４月～１２月
まで毎月実施予定）

　

事業概要・目的

　県内の園芸用ハウス面積を確保し施設園芸の維持・強化を目指すために、レンタルハウス整備事業ではハード面での支援を行う。
　当事業は、事業実施主体（市町村、ＪＡ）が、農業者にレンタルするため建設する園芸用ハウスの建設にかかる経費に対して、県と市町村が補助を行い、事
業実施主体が補助金を差し引いた金額で農業者にレンタルを行う制度である。

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

レンタルハウス整備事業費 産地･流通支援課

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・次年度に向けての事業説明会（県→市町
村、ＪＡ等）

・H23年度の全事業の事業確定

・補助金交付要綱及び実施要領の改正

H23年度の計画である12.78haのレンタルハウ
スの整備。（Ｈ22実績　10.92ha）

額等の検討
・H24年度要望事業ヒヤリング（市町村及びＪ
Ａ）
・H24年度以降の要綱見直しへの取り組み

・事業の実績報告等を受け、現地・書類検査
の実施（１１月頃～３月末にかけて）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 野町 （ 3082 ）

種別 経済  当初予算額 11,957千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

●販売促進資材の作成
●ユズ加工品（飲料等）キャンペーン
●スーパーよさこい祭（東京）・需要拡大イベ
ント
●商談会への参加（東京）
●青玉ユズの県外販売促進活動（東京）
●ユズ振興基金の造成（生産者、ＪＡ、市町
村）
●県版ＨＡＣＣＰ、品質規格基準に関する研修
会

●協議会ＨＰの立ちあげ

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

●ゆず振興対策協議会（事業計画調整）

●ゆず振興対策協議会総会（事業計画承認）
□補助金交付申請（協議会→県）
□補助金交付決定（県→協議会）
●販売促進資材の作成
●外部アドバイザー等との協議
●海外販路開拓、消費動向調査（フランス）

　

事業概要・目的

  ゆずの生産は、本県が世界一であり、ゆず販売価格の下落は、中山間地域の所得を左右する重要な課題。そこで、豊作時のゆず果汁の過剰供給による
価格暴落に備え、県・市町村・ＪＡ・生産者が基金を積み立て、ゆず振興への各種取り組みや冷凍貯蔵などによる需給調整を図り、ゆず生産農家の支援や
実需者への安定供給体制を構築する。また、平成２１年から、高知県ゆず振興対策協議会が県域で取り組んでいる需要開拓への取り組みを加速化する。
１．ゆず振興対策協議会負担金
　　高知県ゆず振興対策協議会が実施するユズ果汁及び青果のPR活動等に必要な経費　　　　１／３以内　１，３３３千円
　　○ユズ果汁の需要拡大　　○青果ユズの需要拡大　○海外向けの販路開拓  等
２．ゆず需給調整対策事業費補助金
　　高知県ゆず振興対策協議会が実施する豊作時の需給調整のためにゆず振興対策協議会に積み立てる経費（５年間分）　　定額　１０，０００千円
　

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

ゆず振興対策事業費 産地･流通支援課

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　ゆず振興対策協議会への支援を通じたユズ
果汁等の需要拡大が図られ、ＪＡの在庫量が
減少すると共に、ゆず振興基金が造成され
る。
　また、ユズ搾汁施設で新たに県版ＨＡＣＣＰ
が認証され、県域でのユズ果汁品質規格基
準が策定される。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

●ユズ果汁受込量調査（基金負担割合算出）
●ゆず振興対策協議会役員会（合意形成）

●海外販路開拓、消費動向調査（シンガポー
ル）
●商談会への参加（大阪）

●ユズ交流会の開催
□実績報告（協議会→県）
●ゆず振興対策協議会役員会（活動の総括）

●ユズ果汁等の県外販売促進活動
●ユズ販売会議
●商談会への参加（東京）
●黄玉ユズの県外販売促進活動（東京）

●ユズ加工品（飲料等）キャンペーン
●冬至用ユズの県外販売促進活動（東京）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 西村 （ ４８０６ ）

種別 当初予算額 4,785千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 農業振興部
平成23年 4月1日

農産物輸出促進事業費 産地・流通支援課

経済 　

事業概要・目的

　 海外の日本食ブーム、在留邦人の増加、アジア諸国等を中心とする高所得者層の増加に伴い、各都道府県の特産品の市場・販路拡大の一環として、海外市場への日本産農
産物の輸出が拡大している。そこで、輸出に関する情報収集を行うとともに、海外での展示会等への出展を支援することにより、輸出の可能性を探る。
　補助金　　　　対象事業：農産物の輸出拡大のための国内外の展示・商談会・テスト輸出等
　　　　　　　　　  補助先：市町村等　　　　　　　事業主体：生産者組織等
　　　　　　　　　　補助率：１／２以内（１組織１００万円を上限とする。ただし、広域的な事業を行う事業実施主体は200万円）
　事務費　　　　輸出に関する情報交換、勉強会の開催、国内外における農産物輸出に関する調査等

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

○通年　輸出情報収集、提供（先進地視察、
卸売市場調査、産地訪問）

○高知県農産物輸出促進事業費補助金交付
要綱の改正

○高知県農産物輸出促進事業費補助金の交
付決定（各団体からの申請により随時）

○農林水産物等輸出促進全国協議会出席

○国外調査及び販促活動支援
　（フランス）（グロリオサ）

○中国四国農産物輸出促進担当者会議出席

○生産販売力向上ＰＴ輸出促進部会開催

○先進地視察（福岡）

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・支援団体数：５団体（H22実績　５団体）
・ｸﾞﾛﾘｵｻ輸出：25，000本（Ｈ22実績　約70,000本）
・重点品目と重点国の明確化

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○生産販売力向上ＰＴ輸出促進部会開催

○高知県農産物輸出推進協議会勉強会

○中国四国農産物輸出促進担当者会議出席

○国外調査及び販促活動支援
　（香港、シンガポール）（品目は未定）

○高知県農産物輸出促進事業費補助金検査
（各団体からの実績報告により随時）

○生産販売力向上ＰＴ輸出促進部会開催

○高知県農産物輸出推進協議会開催

○調査結果まとめ

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 久永 （ 3071 ）

種別 経済  当初予算額 39,423千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

販：24園芸年度の展開に向けたパートナー量販店との検討
販：業務需要の顧客開拓

ブ：園芸戦略推進会議顧客拡大促進部会開催
　　（補助事業での取組み状況の共有）

コ：ＪＡ・市町村等への取組誘導
コ：産地のフェア開催支援

花：モニタリングの調査の実施及び結果の検討
花：アンケート結果をもとにした産地との調整

果：特産果樹の販売実態把握
果：アンテナショップでの販売活動（水晶文旦）

販：新需要開拓マーケティング協議会開催
　　（戦略展開スケジュールの合意）
販：パートナー等の産地招へい
販：高知フェアの販売促進活動の実施
販：業務需要の顧客開拓

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

販：新需要開拓マーケティング協議会開催
販：各卸、パートナー量販店との方向性の共有
　　　（前年度の取組総括、方針の共有）
販：パートナー等の産地招へい　（高知県の取り組み理解へ）
販：高知フェアの販売促進活動の実施
販：業務需要の顧客開拓

ブ：補助金交付申請、交付決定、ブランディングのための委託
等事業着手

コ：前年度の検証と今期事業要望調査
コ：事業実施に向けた産地との検討・打ち合わせ（２地区）

花：前年のモニタリング調査結果の検証
花：今年度の実施計画の検討
花：アンテナショップの活用

果：土佐文旦振興対策協議会開催
　　（前年度総括と今後の活動方針の協議）
果：販売戦略の検討
　　（需要拡大につながるターゲットの絞り込み）

　

事業概要・目的

　 青果物等の流通、販売、消費行動の変化等に的確に対応し、本県産園芸品を有利販売するため、生産から流通・販売までの一元的な支援体制を構築し、農業団体等と生産流通販売戦
略を展開し、農家の所得向上につなげる。
　１　こうち野菜果実販路開拓事業
　　　新需要開拓マーケティング協議会（県、園芸連）による新たな販路開拓と有利販売への支援
　　　①量販店等とのパートナーシップ強化　②業務需要の販路開拓　③特産果樹の販路開拓　④産地交流
　２　新園芸ブランド確立事業（新園芸ブランド確立事業費補助金）
　　　環境保全型農業により生産された農産物の訴求力を高め、ブランド化を図るための取組に対する補助（補助先：園芸連）
　３　特産野菜等コラボレーション事業 （特産野菜等コラボレーション事業費補助金）
      地域野菜等の品目別の販売戦略として、地域の一次産品や観光資源等をツールとして活用しながらストーリー性を持たせ、
     　飲食店での効果的なフェア等を展開し、販売拡大や生産拡大につなげる地域の活動に対する補助（補助先：市町村等）
　４　高知の花き総合ＰＲ事業
　　　高知県の花きの振興を図るため、消費地での総合的な県産花きのＰＲ活動
　５　特産果樹販売促進事業
　　　土佐文旦振興対策協議会による県内外でのPR、消費宣伝活動への支援
　
　※執行計画欄の「販」はこうち野菜果実販路開拓事業、「ブ」は新園芸ブランド確立事業、「コ」は特産野菜等コラボレーション事業、「花」は高知の花き総合ＰＲ事業、「果」は特産果樹販売促
進事業

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

新需要開拓マーケティング事業費 産地･流通支援課

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

販：新需要開拓マーケティング協議会開催
　　（23年度成果の検証等）
販：高知フェアの販売促進活動の実施
販：パートナー等の産地招へい
販：業務需要の顧客開拓

ブ：新ブランドでの販売展開、「見える化」産品ラインナップの
充実への取組
ブ：園芸戦略推進会議顧客拡大促進部会開催
　　（取組みの検証、次年度の活動に向けた協議）

コ：産地のフェア開催支援
コ：新規地区のフェア実施
コ：成果の検証

花：総合的な販売戦略の検討及び構築
花：モニタリングの調査の実施及び結果の検討
花：アンケート結果をもとにした産地との調整

果：アンテナショップでの販売活動実施
果：土佐ぶんたん祭開催

１　こうち野菜果実販路開拓事業
　・パートナーシップ量販店の拠点店舗での高知県野菜販売
額２０％UP（対20年度比）
　・パートナーシップ量販店での高知県の取組認知度１５％Ｕ
Ｐ（同）
　・業務加工需要開拓数　10件
２　新園芸ブランド確立事業
　・補助金活用による新ブランドの創出
　・「見える化」産品の拡大によるラインナップの充実
３　特産野菜等コラボレーション事業
　・事業実施地区２地区→３地区
４　高知の花き総合ＰＲ事業
　・関東関西を中心に各４市場計8市場でモニタリング調査及
び
　　販促ＰＲの実施
５　特産果樹販売促進事業
　・県域での文旦振興方針の合意形成、「第3回 土佐ぶんた
ん祭」開催

ブ：新ブランドでの販売展開、「見える化」産品ラインナップの
充実への取組
コ：産地のフェア開催支援
コ：新規地区（1地区）の事業実施

花：モニタリングの調査の実施及び結果の検討
花：アンケート結果をもとにした産地との調整
花：産地交流事業の実施
花：アンテナショップの活用
花：高知フェア等との連携・販売ＰＲ

果：アンテナショップでの販売活動（施設文旦）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 和田 （ ３０７９ ）

種別 当初予算額 124,978千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

集落営農・拠点ビジネス支援事業費 地域農業推進課

経済 　

・集落営農組織等シート・カルテ様式の見直検討
（～10月）

・二次募集分交付決定

・24年度事業要望調査

事業概要・目的

　過疎化・高齢化が進行し担い手が減少するなか、多様な農家が力を合わせ集落ぐるみで地域農業を支えあう「集落営農」を一層推進していく事が必要と
なる。
　こうしたことから、県内全域で、所得の向上につながる農業生産の共同活動に向けた集落営農の組織化や、園芸品目等の導入、農産加工・グリーン
ツーリズムなど経営の多角化を行う集落営農の拠点ビジネスへの発展を図り、地域農業の維持・活性化を進める。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・市町村等への事業説明・集落座談会への参加
（事業ＰＲ）（～3月）

・市町村、直接支払制度集落協定の代表者などへ
の事業ＰＲパンフレット等の配布（～5月）

・前年度事業のフォローアップ（～8月）
・一次募集分市町村ヒアリング
・各農業振興センターの集落営農担当者との意見
交換（取組体制の確認）

・集落営農ＰＲに向けた市町村広報誌への掲載依
頼
・一次募集分交付決定

・二次募集分市町村ヒアリング

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・24年度早期実施希望市町村ヒアリング

・各農業振興センターの集落営農担当者との意見
交換（一年間の振り返り）

集落営農組織数を平成25年度までに250組織とす
るために、平成23年度は30組織程度の設立を目指
す。
（H22年度：160組織）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・三次募集分市町村ヒアリング
・各農業振興センターの集落営農担当者との意見
交換（進捗状況の確認）

・三次募集分交付決定

・四次募集分市町村ヒアリング

・集落営農組織整理シートの取りまとめ

・四次募集交付決定

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 杉本 篤史 （ ３０８４ ）

種別 当初予算額 34,497千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

●協議会総会の開催
　・H23年度活動検討
●消費・販売拡大活動
　・新茶まつり、土佐茶カフェ新茶フェア
　・研修会（土佐茶カフェ） 等
●売れる商品づくり
　・アドバイザーの選定
　・土佐茶のブランドイメージづくり　等
●茶改植等支援事業の申請支援
●高知の特産物ジュニア博士育成事業（出前
授業）の参加小学校の募集

●出前授業
●消費・販売拡大活動
　・展示商談会（アグリフードEXPO東京）
  ・研修会（土佐茶販売協議会）等
●売れる商品づくり
　・土佐茶のブランドイメージづくり
　・各産地の既存商品の磨き上げ
　・新商品の企画・開発 等
●消費拡大活動
　・クールティー試飲イベント（まるごと高知）

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

経済 　

事業概要・目的

担当部局：農業振興部
平成23年4月1日

土佐茶振興対策事業費 地域農業推進課

　本県中山間地域の基幹的な品目である土佐茶は、①近年の荒茶価格の低迷②原油高騰等に伴う生産資材の高騰③生産者の高齢化の進展④栽培条件
の不利性などの理由から①生産者の栽培意識が低下②産地の維持が困難③栽培管理の粗放化や放棄茶園の拡大が懸念される状況となっている。
　また、嗜好や消費スタイルの変化に伴いペットボトルなどの緑茶飲料の消費が増加している一方で、急須で飲む茶葉の消費量は減少している。
　そのため、生産者と関係団体が一体となって、安全・安心でおいしい土佐茶の販売戦略を確立していくとともに、消費と販路の拡大等に取り組みながら、茶
生産農家が生産を維持できる所得の確保を目指して、①土佐茶の消費拡大・販売拡大活動の展開（土佐茶販売対策協議会）　②生産を維持できる仕組み
づくり　③ふるさと雇用再生特別基金を活用した販路等の拡大事業に取り組む。

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

①県内での土佐茶比率の向上
　　４８％（Ｈ２０）→６０％（Ｈ２３）
②土佐茶のブランドイメージの確立
③既存商品の磨き上げ、新商品の企画・開
発、販路開拓

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

●出前授業
●消費・販売拡大活動
　・土佐茶まつり
　・TVコマーシャル等
●売れる商品づくり
　・各産地の既存商品の磨き上げ
　・新商品の企画・開発 等

●出前授業
●消費・販売拡大の活動
　・展示商談会（アグリフードEXPO大阪）
　・研修会（販売対策協議会） 等
●売れる商品づくり
　・販売チャネルの開拓 等
●協議会幹事会

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 松岡 （ ４８０７ ）

種別 当初予算額 5,566千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

担当部局： 農業振興部
平成23年4月1日

集落営農普及促進事業費 地域農業推進課

経済 　

事業概要・目的

振興センター段階

　県内に集落営農を広めるため「こうち型集落営農」のノウハウをいかして、市町村の体制づくりや人材育成、集落での合意形成をもとにした組織化、有望な園芸
品目等の導入・拡大や農産加工、グリーンツーリズムなどの経営の多角化を進める集落営農の拠点ビジネス化を図る。
（１）県段階：集落営農を進めるための研修会、各種情報提供や活動事例集の作成など
（２）地域段階：市町村の体制づくり、座談会・研修会の開催、集落ビジョン・営農計画の策定、集落営農組織の設立、農作業受委託の仕組みづくりと拡大、営農
計画の策定支援及び園芸品目の導入・拡大、農産加工やグリーンツーリズムなどの集落の拠点ビジネスの展開、展示圃の設置、農地の利用調整など

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

県段階 振興センター段階 県段階

・県内市町村・集落の巡回
と取組課題の確認・整理
（～２月）
・第1回集落営農担当者会
・集落営農研修Ⅰ（市町
村、JAなど対象）

　

・普及計画による年間活動計画
の作成・担当者会での情報交換

・第2回集落営農担当者会

　

・集落営農専門研修Ⅰ（県
職員）
・集落営農研修Ⅱ（市町
村・ＪＡなど対象） 　

・県内集落営農ネットワー
ク会議設立（集落代表者に
よる県域の集落営農推進
に向けた連絡会を設立）

園

芸

作
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実
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・
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落
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・
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業
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託

目標 自立して活動できる集落(H21選定集落6集落）

集落営農組織 H22 160組織⇒H25 250組織

こうち型・拠点ﾋﾞｼﾞﾈｽ化 H22 16組織⇒H25 32組織
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託

・

農

地

＜集落営農の推進＞

・市町村体制づくり
・集落営農を進めるためのコー

ディネーターの育成

・組織の運営管理に必要な技

術や知識等を身につけたリー

ダーの育成

・効果的な先進地視察先の選

定

・農地利用調整や経営、労務管

理研修での講師選定

・事業実施後の計画的な営農

実践

・園芸品目等の面積拡大や農

産物加工・グリーツーリズムを

加えた経営の多角化による集

落営農の拠点ビジネス化

・法人化に向けた課題整理

市

町

村

で

の

集

落

営

農

の

体

制

づ

く

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

に向けた連絡会を設立）
　 　 　

・第3回集落営農担当者会

　

　

　

　 　 　

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

○モデル集落の育成
○集落営農の推進
・市町村体制と集落営農組織の育成　               30組織
・こうち型集落営農・拠点ビジネスへの取り組み　4組織

・集落営農マニュアル作成

・事業の進捗状況の総括と評価
及び次年度普及計画作成
・事業実績書提出 　

・第4回集落営農担当者会

（要因分析、課題等）
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（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）
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（求める具体的な成果） （達成状況）
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平成23年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 濵田 泰祐 （ 3094 ）

種別 　経済 当初予算額 20,750千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・官民協働によるまとまりのある流通・販売の展開
による新規取扱店（飲食販売店等）の拡大：土佐
あかうし20店舗、土佐ジロー20店舗、土佐はちき
ん地鶏20店舗
・商品の磨き上げの取組：農家への技術研修や
巡回指導参加農家150戸、土佐和牛子牛30頭の
哺育育成実証展示

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

○特産畜産物連絡会議（第３回）
・各団体との連携計画協議、四半期ごとの検証
　来年度予算協議
②食べ歩きマップ・広告宣伝等販売促進検討会
（第３回）
・食べ歩きマップ改訂版、グッズ作成・配布、広告
宣伝
③産地交流会・食材セミナー開催（随時）
⑤技術研修会・巡回指導実施や⑥土佐和牛哺育
育成センターの実証展示会開催（随時）
④物産イベント、商談会、試食販売会開催・参加
（随時）
・高知フェア、龍馬伝、アンテナショップ等イベント

○特産畜産物連絡会議（第４回）
・各団体との連携計画協議、四半期ごとの検証
①畜産物合同商談会（県内）開催（第２回）
②食べ歩きマップ・広告宣伝等販売促進検討会
（第４回）
・食べ歩きマップ改訂版・グッズ配布、広告宣伝実
績等検討
③産地交流会・食材セミナー開催（随時）
④物産イベント、商談会、試食販売会開催・参加
（随時）
・高知フェア、龍馬ふるさと博、アンテナショップ等
イベント
⑤技術研修会・巡回指導実施や⑥土佐和牛哺育
育成センターの実証展示会開催（随時）
○特産畜産物連絡会議（第５回）
・年間実施内容検証、次年度計画協議
・事業実績報告

○特産畜産物連絡会議（第１回）
・各団体との連携、イベント等計画協議
②食べ歩きマップ・広告宣伝等販売促進検討会
（第１回）
・食べ歩きマップ作成、販売促進計画等検討
⑥土佐和牛哺育育成センターの整備・実証展示
検討会
・整備・実証展示計画の検討
⑤技術研修会開催や巡回指導実施（随時）
・各団体通常総会での研修会や巡回指導計画策
定
③産地交流会・食材セミナー開催（随時）
④物産イベント、商談会、試食販売会開催・参加
（随時）
・高知フェア、龍馬ふるさと博、アンテナショップ等
イベント

○特産畜産物連絡会議（第２回）
・各団体との連携計画協議、四半期ごとの検証
①畜産物合同商談会（県内）開催（第１回）
②食べ歩きマップ・広告宣伝等販売促進検討会
（第２回）
・食べ歩きマップ改訂、広告宣伝、グッズ作成、販
売促進スケジュール等検討
③産地交流会・食材セミナー開催（随時）
⑤技術研修会・巡回指導実施や⑥土佐和牛哺育
育成センターの実証展示会開催（随時）
④物産イベント、商談会、試食販売会開催・参加
（随時）
・高知フェア、龍馬ふるさと博、アンテナショップ等
イベント

事業概要・目的

○事業目的
　特産畜産物の一体的な売り込みやＰＲ活動を展開するために、各団体との連携を強化して、県内外への販路拡大や商品の磨き上げの取組を推進していくことで、生産に
見合う販売拡大や生産性・品質向上による販売価格の底上げや生産農家の増産意欲向上を図る。
○事業内容
　①合同商談会開催②食べ歩きマップ作成や広告宣伝③産地交流会・食材セミナー開催④物産イベント、商談会、試食販売会開催・参加⑤農家への技術研修、巡回指導
の実施⑥土佐和牛哺育育成センターの整備・実証展示
○補助先及び補助率
　　補助先：（社）高知県畜産会、土佐ジロー協会、土佐はちきん地鶏振興協議会、全農こうち県本部
　　補助率：1/2以内、土佐和牛哺育育成センターへの子牛導入経費1/3以内
○目標
・官民協働によるまとまりのある流通・販売の展開による新規取扱店（飲食販売店等）の拡大：土佐あかうし20店舗、土佐ジロー20店舗、土佐はちきん地鶏20店舗
・商品の磨き上げの取組：農家への技術研修や巡回指導参加農家150戸、土佐和牛子牛30頭の哺育育成実証展示

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 農業振興部
平成23年　4月1日

特産畜産物生産流通拡大事業 畜産振興課

　

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 林業振興・環境部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 森づくり推進課 森林整備公社助成事業費 － 832,498

2 森づくり推進課 森林整備地域活動支援事業費 経済 300,723

3 林業改革課 自伐林家等支援事業費 経済 27,480

4 林業改革課 みどりの環境整備支援事業費 経済 65,000

5 林業改革課 森の工場活性化対策事業費 経済 474,362

6 木材産業課 県産材加工流通システム整備推進事業費 経済 12,374

7 木材産業課 土佐の木販売促進事業費 経済 9,470

8 木材産業課 販売拡大拠点設置事業費補助金 経済 8,024

9 木材産業課 こうちの木の住まいづくり助成事業 経済 214,408

10 木材産業課 木の香るまちづくり推進事業費補助金 経済 50,000

11 木材産業課 木質バイオマスエネルギー利用促進事業費補助金 経済 107,273

12 環境共生課 協働の森づくり事業費 － 4,314

13 環境共生課 オフセットクレジット推進事業費 横断的 47,735
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䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䚷ᖹᡂ䠎䠌ᖺ䠏᭶䛻බ♫䛜సᡂ䛧䛯䛂➨䠎ᮇ⤒Ⴀᨵၿᐇ⾜ィ⏬䠄䠤䠎䠌ᖺᗘ䡚䠤䠎䠐ᖺᗘ䠅䛃䛻ᇶ䛵䛝ᐇ䛥䜜䜛බ♫ᴗ䛻䛴䛔䛶䚸ᴗ䛾㐍ᤖ⟶⌮ཬ䜃㌶
㐨ಟṇ䛾ᚲせᛶ➼䛾ⓗ☜䛺ᢕᥱ䛻ດ䜑䚸ィ⏬┠ᶆ䛾㐩ᡂ䜢ᨭ䛩䜛䚹
䚷䜎䛯䚸ᘚㆤኈ䚸බㄆィኈ➼᭷㆑⪅䚸᳃ᯘ⤌ྜ㐃ྜ㛗➼ᯘᴗ㛵ಀ⪅䛷ᵓᡂ䛩䜛䛂㧗▱┴᳃ᯘᩚഛබ♫⤒Ⴀ᳨ウጤဨ䛃䛻䛚䛔䛶䚸Ꮡ⥆䚸ẸႠ
䚸┴Ⴀᯘ䚸ᴗᗫṆ䜢ྵ䜑䚸බ♫䛾ᢤᮏⓗ䛺ᨵ㠉䛻䛴䛔䛶᳨ウ䜢⾜䛔䚸ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘᮎ䜢┠ฎ䛻䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃䜢⟇ᐃ䛩䜛䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ㻞㻟ᖺ4᭶㻞㻡᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

᳃ᯘᩚഛබ♫ຓᡂᴗ㈝ ᳃䛵䛟䜚᥎㐍ㄢ

䚷䚷䠉

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

䕻➨䠎ᮇ⤒Ⴀᨵၿᐇ⾜ィ⏬䛻ᇶ䛵䛔䛯

ᴗᐇ䠄㏻ᖺ䠅
○㧗▱┴᳃ᯘᩚഛබ♫⤒Ⴀ᳨ウጤဨ

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

○➨䠍䠎ᅇጤဨ

䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃䛻㛵䛩䜛

ྛጤဨ䛾ពぢㄪᩚ

○➨䠍䠏ᅇጤဨ

䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃⣲䛾ㄝ᫂

○➨䠍䠐ᅇጤဨ

㆟ㄝ᫂䜢㋃䜎䛘䛯 䛂ᨵ㠉䝥䝷

䞁䛃⣲䛾ෆᐜ᳨ウ

○➨䠍䠑ᅇጤဨ

䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃⣲䛾ෆᐜ᳨ウ䠄᭱

● 䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃᳨ウ⤒㐣䞉ᴫせ

䛾㆟ሗ࿌

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉ᢤᮏⓗ䛺බ♫ᨵ㠉䛾᳨ウ䜢⾜䛔䚸ᚋ䛾බ
♫䛾䛒䜚᪉䛻䛴䛔䛶䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃䜢⟇ᐃ䛩
䜛䚹
䞉➨㻞ᮇ⤒Ⴀᨵၿᐇ⾜ィ⏬䛻ᇶ䛵䛟ᖺᗘィ⏬
䜢㐩ᡂ䛩䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䕻➨䠎ᮇ⤒Ⴀᨵၿᐇ⾜ィ⏬ᐇ

≧ἣ䛾ሗ࿌

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䞉㐍ᤖ

⟶⌮

䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃⣲䛾ෆᐜ᳨ウ䠄᭱

⤊䛾⟇ᐃ䠅

●䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃᭱⤊䛾㆟ሗ࿌

○➨䠍䠒ᅇጤဨ

䛂ᨵ㠉䝥䝷䞁䛃⟇ᐃ

○බ♫䛸ᮇ⤒Ⴀィ⏬⟇

ᐃ䛻ྥ䛡䛶ㄪᩚ䞉༠㆟



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 Ụཱྀ䚷 䠄 䠐䠑䠓䠐 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻟㻜㻜㻘㻣㻞㻟༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䞉᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭ㔠せ⥘䚸ྠせ㡿
䛾ᨵṇ

䚷䚷䚷䚷䚷䠄᥎㐍ᴗ䠅
䞉ᴗィ⏬ཷ
䞉ᴗィ⏬ᢎㄆ
䞉㔠ෆ♧
䞉⏦ㄳ
䞉Ỵᐃ
䞉᥎㐍ᴗᐇ

䚷䚷䚷䚷䚷䠄ᮏయᴗ䠅
䞉ᴗィ⏬ཷ
䞉ᴗィ⏬ᢎㄆ
䞉㔠ᴗᐇ

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䠄ᴫせ䠅䛣䛾ᴗ䛷䛿㧗▱┴᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭ᥎㐍㔠䛸㧗▱┴᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭ㔠䛾䛴䛾㔠䜢⏝䛔䛶䛔䜛䚹
䚷䐟᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭ㔠䛾ᴫせ
䚷䚷䞉䛂᳃ᯘ⤒Ⴀィ⏬䛾సᡂಁ㐍䛃䠄༢౯䠖㻤㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䠅
䚷䚷䞉䛂ᴗ㞟⣙䛾ಁ㐍䛃䠄༢౯䠖㛫ఆ䠄ቃ⏺᫂░䠅㻠㻤㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䚸㛫ఆ䠄ቃ⏺᫂░䠅㻟㻞㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䠅㝖ఆ䠄ቃ⏺᫂░䠅㻟㻞㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䚸㝖ఆ䠄ቃ⏺᫂░䠅㻝㻢㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䠅
䚷䚷䞉䛂సᴗ㊰⥙䛾ᨵⰋάື䛃䠄༢౯䠖㻡㻘㻜㻜㻜㻛㼔㼍䠅
䚷䐠᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭ᥎㐍㔠䛾ᴫせ
䚷䚷䞉ᨭ㔠䛾ไᗘ䛾㐺ṇ䛛䛴䛺㐠⏝䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸ᕷ⏫ᮧ䛜⾜䛖ᴗ䛻せ䛩䜛⤒㈝䛻ᑐ䛧䛶䛩䜛䚹

䠄┠ⓗ䠅㐺ษ䛺᳃ᯘᩚഛ䛾᥎㐍䜢㏻䛨䛶᳃ᯘ䛾᭷䛩䜛ከ㠃ⓗᶵ⬟䜢༑ศ䛻Ⓨ䛥䛫䜛䛯䜑䚸᳃ᯘᡤ᭷⪅➼䛻䜘䜛ィ⏬ⓗ䛛䛴୍యⓗ䛺᳃ᯘᴗ䛾ᐇ䛻ྍḞ䛺䚸ᆅᇦ䛻䛚䛡
䜛άື䜢☜ಖ䛩䜛䛯䜑䛾ᨭ䜢⾜䛖䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊
ᖹᡂ䠎䠏ᖺ䚷䠐᭶䠎䠒᪥

᳃ᯘᩚഛᆅᇦάືᨭᴗ㈝ ᳃䛵䛟䜚᥎㐍ㄢ

䚷⤒῭

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉䠎䠉ᅄ༙ᮇศ
⏦ㄳཷ
䞉Ỵᐃ
䞉ᨭᡶ䛔

䞉㐙⾜≧ἣሗ࿌

䞉ᐇ⦼ሗ࿌
䞉ᨭᡶ䛔

䠏䠉ᅄ༙ᮇศ
⏦ㄳཷ
䞉Ỵᐃ
䞉ᨭᡶ䛔

䞉䠐䠉ᅄ༙ᮇศ
⏦ㄳཷ
䞉Ỵᐃ
䞉ᨭᡶ䛔

䞉㔠ᴗ䛾ᬑཬၨⓎάື䛻䜘䜛ᴗᐇ⦼䛾ቑ
䛻䜘䜚䚸㛫ఆ➼᳃ᯘᴗ䛾᥎㐍䜢ᅗ䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ྜྷᕝ 䠄 䠐䠒䠌䠎 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻞㻣㻘㻠㻤㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  Ỵ⟬ぢ㎸㢠 䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷

䚷୰ᒣ㛫ᆅᇦ䛻⏕ά䛩䜛⮬ఆᯘᐙ➼䛜᪥䚻䛾ᒣ䛷㞟䜑䛯㛫ఆᮦ䜢ᑠཱྀ䛷䜒䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛䝅䝇䝔䝮䜢☜❧䛧䚸᳃ᯘᡤ᭷⪅䛾ᡤᚓྥୖ䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䚸
ពḧ䜢䜒䛳䛶⏕⏘άື䜢⥆䛡䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䚹

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊
ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻠᭶㻝㻞᪥

⮬ఆᯘᐙ➼ᨭᴗ㈝ ᯘᴗᨵ㠉ㄢ

⤒῭

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

䚷

䐟ᢸᙜ⪅
䐠ᴗ䠬䠮ཬ䜃せᮃ
䐡ྛົᡤ䛾せᮃྲྀ䜚䜎䛸䜑䚸ົᡤ㓄ศ䛸
ண⟬௧㐩

䐢ᕷ⏫ᮧᗈሗㄅᥖ㍕౫㢗

䐟䠍䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛⿵ຓ㔠ᴗົ
䠄ᯘᴗົᡤ䠅

䐠䠍䠉ᅄ༙ᮇᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑

䐡ᯘᴗ㛵ಀᶵ㛵䜈䛾䠬䠮ᥖ㍕

䐢せᮃㄪᰝ

䐟䠎䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛⿵ຓ㔠ᴗົ
䠄ᯘᴗົᡤ䠅
䐠䠎䠉ᅄ༙ᮇᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐡ᖹᡂ䠎䠏ண⟬ㄪᩚ
䐢ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘせᮃㄪᰝ
䐣ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘண⟬⦅ᡂ

䐤䠏䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛⿵ຓ㔠ᴗົ
䠄ᯘᴗົᡤ䠅
䐥䠏䠉ᅄ༙ᮇᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ᢸᙜㄢᐊ䛻䛶グධ䛩䜛䛣䛸䠄ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䠅

䐟䠐䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛⿵ຓ㔠ᴗົ
䠄ᯘᴗົᡤ䠅
䐠䠐䠉ᅄ༙ᮇᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐡ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘせ⥘䚸せ㡿➼䛾ᨵṇ‽ഛ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅
䞉ᑠཱྀ⣲ᮦᦙධᨭᴗ䚷ྲྀᢅ㔞䚷䠐䠈䠌䠌䠌ੑ
䞉᳃ᯘᩚഛᨭᴗ
䚷ᦙฟ㛫ఆ䚷䠍䠌䡄䠽
䚷ಖ⫱㛫ఆ䚷䠏䠌䡄䠽
䚷సᴗ㐨䚷䚷 䚷䠑㼗㼙

䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ྜྷᕝ 䠄 䠐䠒䠌䠎 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻢㻡㻘㻜㻜㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  Ỵ⟬ぢ㎸㢠 䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷

䚷㻯㻻㻞྾ຠᯝ䛾㧗䛔ேᕤᯘ䛾㛫ఆ䜢ಁ㐍䛩䜛䛣䛸䛷䚸Ⲩᗫ᳃ᯘ䛾Ⓨ⏕䜢㜵Ṇ䛧䚸᳃ᯘ䛾ᣢ䛴බ┈ⓗᶵ⬟䛜ຠᯝⓗ䛻Ⓨ䛥䜜䜛䜘䛖᳃ᯘ䛾ᩚഛ䜢ᅗ䜛䚹

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊
ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻠᭶㻝㻞᪥

䜏䛹䜚䛾⎔ቃᩚഛᨭᴗ㈝ ᯘᴗᨵ㠉ㄢ

⤒῭

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

䚷
䐟ᢸᙜ⪅

䐡ᕷ⏫ᮧᗈሗㄅᥖ㍕౫㢗

䐟䠍䠉ᅄ༙ᮇ䛾ᐇ⦼䛾ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐠䠍䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛⿵ຓ㔠䞉ᨭᡶ
ᴗົ

䐡ᯘᴗ㛵ಀᶵ㛵䜈䛾䠬䠮ᥖ㍕

䐟䠎䠉ᅄ༙ᮇ䛾ᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐠䠎䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛㔠䞉ᨭᡶ
ᴗົ
䐡ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘせᮃㄪᰝ
䐢ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘண⟬⦅ᡂ

䐣䠏䠉ᅄ༙ᮇ䛾ᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐤䠏䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛㔠䞉ᨭᡶ
ᴗົ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ᢸᙜㄢᐊ䛻䛶グධ䛩䜛䛣䛸䠄ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䠅

䐟䠐䠉ᅄ༙ᮇ䛾ᐇ⦼ྲྀ䜚䜎䛸䜑
䐠䠐䠉ᅄ༙ᮇ⏦ㄳ䛻䛚䛡䜛㔠䞉ᨭᡶ
ᴗົ
䐡ᖹᡂ䠎䠐ᖺᗘせ⥘䚸せ㡿➼䛾ᨵṇ‽ഛ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅
䞉㛫ఆ㠃✚䚷䠍䠈䠓䠑䠌䡄䠽
䞉㝖ఆ㠃✚䚷䚷䚷䠎䠔䠑㼔㼍

䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ๓⏣䞉Ἑ㔝 䠄 4876 䠅

✀ู ⤒῭ 䚷 ᙜึண⟬㢠 474㻘㻟6㻞༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠 䚷 Ỵ⟬ぢ㎸㢠

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

䚷ᡂ⇍䛧䛴䛴䛒䜛ேᕤᯘ㈨※䛾ά⏝䜢⾜䛔䚸᳃ᯘᡤ᭷⪅➼䛾┈ᛶ䛾ྥୖཬ䜃ᯘᴗᑵᴗ⪅䛾㞠⏝䛸ᡤᚓ䜢Ᏻᐃⓗ䛻☜ಖ䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻䚸᳃
ᯘ䜢㞟⣙䛧ຠ⋡ⓗ䛺ᮌᮦ⏕⏘䝅䝇䝔䝮䜢⾜䛖ᴗయ➼䜢ᨭ䛩䜛䚹
䚷䐟᳃䛾ᕤሙ䛵䛟䜚ᨭᴗ
䚷䐠ᯘᴗᑵᴗ⪅ᢏ⾡ྥୖᨭᴗ䠄㛫ఆᮦᦙฟᨭᴗ䚸సᴗ㐨ᩚഛᴗ䠅
䚷䐡ᯫ⥺㞟ᮦ䝅䝇䝔䝮ᨭᴗ
䚷䐢㧗ᛶ⬟ᯘᴗᶵᲔ➼ᩚഛᴗ

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊
ᖹᡂ㻞㻟ᖺ4᭶㻝㻞᪥

᳃䛾ᕤሙάᛶᑐ⟇ᴗ㈝ ᯘᴗᨵ㠉ㄢ

ᇳ⾜ィ⏬ ᐇ䚷䚷≧䚷ἣ䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

䞉せ⥘䚸せ㡿➼䛾ไᐃ
䞉㻴㻞4௨㝆䛾᳃䛾ᕤሙᩚഛ᪉㔪䛾᳨ウ䠄䡚䠕
᭶䠅

䞉᳃ᯘ⤌ྜ➼䛾ᯘᴗᴗయཬ䜃ᕷ⏫ᮧ䜈䛾
ᴗㄝ᫂
䞉᳃䛾ᕤሙ䛾ㄆᐃ䠄㏻ᖺ䠅
䞉ᴗ㔞せᮃㄪᰝ䠄㐍ᤖ⟶⌮ཬ䜃ண⟬ㄪᩚ䠅
䞉ᅜ䜈䛾⿵ຓ⏦ㄳ䠄ᶵᲔ㛵ಀ䠅

䞉ᯘᴗᶵ㛵ㄅ䛻䜘䜛ᗈሗ䠬䠮
䞉ᴗయ䜈䛾ಶู䝠䜰䝸䞁䜾䠄䡚䠓᭶䠅
䞉ᕷ⏫ᮧ➼䜈䛾ෆ♧䚸Ỵᐃ➼䠄ᶵᲔ㛵
ಀ䠅
䞉ᢏ⾡䚸⤒Ⴀ䚸ᶵᲔᑟධ➼䛾ᣦᑟ䠄䡚䠏᭶䠅
䞉ᴗ᥀䜚㉳䛣䛧䠄䡚䠏᭶䠅

䞉᳃䛾ᕤሙ䛵䛟䜚ㄢ㢟ᢳฟ䛸ᑐ⟇䛾᳨ウ
䞉䠍䠉ᅄ༙ᮇ⿵ຓ⏦ㄳົ

䞉ᴗ㔞せᮃㄪᰝ䠄㐍ᤖ⟶⌮ཬ䜃ண⟬ㄪᩚ䠅
䞉᳃䛾ᕤሙ䛵䛟䜚ㄢ㢟䛾ᢳฟ䛸ᑐᛂ⟇䛾᳨ウ

䞉䠎䠉ᅄ༙ᮇ⿵ຓ⏦ㄳົ
䞉㻴㻞4ண⟬せᮃㄪᰝ

䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䞉⿵ຓ㔠ᨭฟົ

䞉ᴗయ䜈䛾ಶู䝠䜰䝸䞁䜾
䞉ᴗ㔞せᮃㄪᰝ䠄㐍ᤖ⟶⌮ཬ䜃ண⟬ㄪᩚ䠅

䞉䛸䜚䜎䛸䜑
䞉せ⥘䚸せ㡿➼䛾ᨵṇ
䞉⿵ຓ㔠ᨭฟົ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ᢸᙜㄢᐊ䛻䛶グධ䛩䜛䛣䛸䠄ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䠅

䞉䠏䠉ᅄ༙ᮇ⿵ຓ⏦ㄳົ

䞉ᴗ㔞せᮃㄪᰝ䠄㐍ᤖ⟶⌮ཬ䜃ண⟬ㄪᩚ䠅
䞉䠐䠉ᅄ༙ᮇ⿵ຓ⏦ㄳົ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅
䞉᳃䛾ᕤሙᅋᆅ䠑䠈䠕䠌䠌䡄䠽䛾ㄆᐃ䜘䜛᳃ᯘ
ᴗ䛾㞟⣙

䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 すᒸ䚸㔝 䠄 䠐䠑䠕䠍 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻝㻞㻘㻟㻣㻠༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻠᭶㻞㻝᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

┴⏘ᮦຍᕤὶ㏻䝅䝇䝔䝮ᩚഛ᥎㐍ᴗ㈝ ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

䚷⤒῭

①ᆺ〇ᮦᕤሙㄏ⮴᥎㐍ᴗ
䚷㖭ᘓᕤᴗ䠄ᰴ䠅䛾ㄏ⮴䛾䛯䜑䚸┴䛜⾜䛖ᵝ䚻䛺᮲௳ᩚഛ䛾䝃䝫䞊䝖䜢ጤク䛧䚸〇ᮦရ䛾㟂せືྥㄪᰝ䚸〇ᮦᕤሙ䝡䝆䝛䝇䝰䝕䝹䛾䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁ᐇ䚸
䚷ཎᮌㄪ㐩䝅䝇䝔䝮䛾ㄪᰝ䚸᳨ウ䚸ᴗᐇయ䛾❧䛱ୖ䛢ᨭ䜢ᐇ䛩䜛䚹ጤクඛ䛿୕⳻㼁㻲㻶䝸䝃䞊䝏䠃䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾䚹
②ᆺ〇ᮦᕤሙタ⨨ಁ㐍ᴗ
䚷┴ෆᴗ⪅䛻䜘䜛ᆺ〇ᮦ䛾㉳ᴗ䛾䛯䜑䚸┴䛜⾜䛖ᨭ䛾䝃䝫䞊䝖䜢ጤク䛧䚸䝰䝕䝹䝥䝷䞁䛾సᡂ䚸㉳ᴗ⪅䛾᥀㉳䛧䚸ಶูィ⏬䛾సᡂᨭ䚸ཎᮌᏳᐃ
䚷౪⤥యไྍ⬟ᛶㄪᰝ䚸ཎᮌㄪ㐩⟇䛾᳨ウ䜢ᐇ䛩䜛䚹ጤクඛ䛿䝥䝻䝫䞊䝄䝹䛷Ỵᐃ䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

①ጤクዎ⣙⥾⤖

②ᥦເ㞟

②㉳ᴗ䡴䢚䢕䡬䢈䢛ពྥ

☜ㄆ

②ᑂᰝ

䠄ጤク⪅Ỵᐃ䠅

②ጤクዎ⣙

䞉䝰䝕䝹䝥䝷䞁సᡂ

䞉㉳ᴗ⪅᥀㉳

䞉ྛ✀ሗ㞟

䞉ඛ㐍ᆅㄪᰝ

②ᴗィ⏬⢭ᰝ㛤ጞ

䞉ඛ㐍ᆅㄪᰝ

②ཎᮌᏳᐃ౪⤥

䝅䝇䝔䝮

ㄪᰝ䚸ᨭ

①ᕤ⛬☜ㄆ

䞉㟂せືྥㄪᰝ

䞉ᕤሙ䝥䝷䞁᳨ウ

①ᨻ⟇ᥦゝ

①ཎᮌ౪⤥ㄪᰝ

①⏘ィ⏬

㔜Ⅼᴗ

䜶䞁䝖䝸

①䡸䢌䡩䢖䡬䡸䡪䢙ᩚ⌮

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

②ྜពᙧᡂ

①㐍ฟពᛮỴᐃ

①ᴗィ⏬

సᡂ

①ᴗ༠ྠ

⤌ྜタ❧

①ᴗ༠ྠ⤌ྜ䛾タ❧

ᆺᕤሙᴗィ⏬䛾సᡂ

②┴ෆᴗ⪅䛾ྜពᙧᡂ

䞉ᆺ〇ᮦ㉳ᴗ䝥䝷䞁సᡂ㛤ጞ

䞉ཎᮌᏳᐃ౪⤥䝅䝇䝔䝮☜❧

①ᴗ༠ྠ⤌

ྜタ❧⏦ㄳ



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 䚷୍䚸ㄶゼ 䠄 3154 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻥㻘4㻣㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ23ᖺ4᭶22᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

ᅵబ䛾ᮌ㈍ಁ㐍ᴗ㈝ ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

䚷⤒῭

䚷ᅵబᮦ䛻㛵䛩䜛䝉䝭䝘䞊ཬ䜃ᒎ♧䛾㛤ദ୪䜃䛻䝉䝭䝘䞊⏝䝟䞁䝣䝺䝑䝖䜢సᡂ䛧䚸䛂ᅵబ䛾ᮌ䛃䛾▱ྡᗘྥୖ䛸㟂せᣑ䜢ᅗ䜛䚹
䚷䚷⿵ຓඛ䠖ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟
䚷䚷⿵ຓ⋡䠖1㻛2௨ෆ

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

䕿ᅵబᮦఫᏯᵓ㐀య䛾ᒎ♧(ᮾிOZONE)

䛻ྥ䛡䛯᳨ウ䞉௨㝆䚸㝶༠㆟

䕿ཧຍᴗ䜈䛾ಶูゼၥ

䕿せ⥘䛾ไᐃ䚹
䕿ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟㒊䛾㛤ദ

䠄H23ᖺᗘ䛾ᴗィ⏬➼䛾ᡴྜ䛫䠅

䕿⏘ᆅ䝉䝭䝘䞊➼䛾㛤ദ

䕿ᅵబᮦ䝟䞊䝖䝘䞊ᴗ

䕿ᾘ㈝ᆅ䛷ᅵబᮦఫᏯ䛾╔ᕤ

䖂ᒎ♧㛤ദ䛾‽ഛ

䕿⿵ຓ㔠䛾Ỵᐃ

ᴗྥ䛡䝉䝭䝘䞊㛤ദ(㛵す➼)

ᒎ♧䛾㛤ദ(㧗▱)

ᴗྥ䛡䝉䝭䝘䞊㛤ദ(㛵す䚸ᮾᾏ➼)
䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䕿ᴗ䚸ᐇ⦼ሗ࿌᳨ᰝ䚸⿵ຓ㔠ᨭᡶ

䞉ᒎ♧䜢⏝䛧䛯Ⴀᴗάື䛾άᛶ

䞉䝉䝭䝘䞊䜢ά⏝䛧䛯ᅵబᮦ㢳ᐈ䛾ᣑ

䕿ཧຍᴗ䜈䛾ಶูゼၥ

䕿⏘ᆅ䝉䝭䝘䞊➼䛾㛤ദ

䕿ᅵబᮦ䝟䞊䝖䝘䞊ᴗ

䕿ᾘ㈝ᆅ䛷ᅵబᮦఫᏯ䛾╔ᕤ

䖂ᒎ♧㛤ദ䛾‽ഛ

䖂ᒎ♧㛤ദ䛾‽ഛ

ᒎ♧䛾㛤ദ(㛵ᮾ)

ᴗྥ䛡䝉䝭䝘䞊㛤ദ(㛵す䚸ᮾᾏ➼)

ᒎ♧䛾㛤ദ(㧗▱)

ᅵబᮦ䝰䝕䝹ఫᏯᵓ㐀య䛾ᒎ♧

ᴗྥ䛡䝉䝭䝘䞊䛾㛤ദ

䠄ᮾி䠖OZONE䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ୍䚸ㄶゼ 䠄 3154 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻤㻘㻜24༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

䚷ᅵబᮦ䛾ᾘ㈝ᆅ䜈䛾㍺㏦䛾ຠ⋡ཬ䜃ᅵబᮦఫᏯ䛾ᘓ⠏ᕤ⛬➼䛻ᛂ䛨䛯㓄㏦➼䛻䜘䜛ᅵబᮦ䛾㈍㊰ᣑ䜢ᅗ䜛䛯䜑䚸ᾘ㈝ᆅ䛻ὶ㏻ᣐⅬ䜢タ⨨䛩䜛䚹
䚷䚷⿵ຓඛ䚷䠖䚷ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟
䚷䚷⿵ຓᑐ㇟⤒㈝䚷䠖䚷㈍ᣑᣐⅬ䛾㈤ᩱ䚸ᅵబᮦ䛾ಖ⟶䚸⟶⌮䚸Ⲵ㝆䜝䛧䚸Ⲵᤍ䛝ཬ䜃㓄㏦䛻ಀ䜛⤒㈝䚸ᣐⅬ䛸䛾㐃⤡ㄪᩚ➼䛻せ䛩䜛⤒㈝
䚷䚷⿵ຓ⋡䚷䠖䚷ᐃ㢠

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ23ᖺ4᭶22᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

㈍ᣑᣐⅬタ⨨ᴗ㈝ ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

䚷⤒῭

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

䕿᪂つ䛾ೃ⿵ᴗ䜈ゼၥ

䠄㛵す䛾䝥䝺䜹䝑䝖ᕤሙ䚸ၥᒇ➼䠅

䕿᪂つὶ㏻ᣐⅬ䛸䛾ዎ⣙

䕿᪂つὶ㏻ᣐⅬ䛾㐠⏝㛤ጞ

䕿せ⥘䛾ไᐃ䚹

䕿ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟㒊䛾㛤ദ

䠄H23ᖺᗘ䛾ᴗィ⏬➼䛾ᡴྜ䛫䠅

䕿᪤Ꮡ䛾ὶ㏻ᣐⅬ䛾㐠⏝䛾㛤ጞ

䠄㛵ᮾ䠏䚸ᮾᾏ䠍䚸㛵す䠐䠅

䕿ೃ⿵ᴗ䜈ゼၥ

䠄ᅵబᮦ䜢ᢅ䛳䛶䜒䜙䛖䛯䜑䛾ᥦ䚸

⿵ຓᴗ䛾ά⏝➼䠅

䕿᪂つ䛾ೃ⿵ᴗ䜈ゼၥ

䠄ᮾᾏ➼䛾䝥䝺䜹䝑䝖ᕤሙ䚸ၥᒇ➼䠅

䕿ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟㒊䛾㛤ദ

䠄ᴗ䛾㐍ᤖ䛾☜ㄆ䚸᳨ド䠅

䕿⿵ຓ㔠䛾Ỵᐃ

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅

䕿ᴗ䚸ᐇ⦼ሗ࿌᳨ᰝ

⿵ຓ㔠ᨭᡶ

┴ෆᴗ䛛䜙ὶ㏻ᣐⅬ䜢㏻䛨䛯

ᮌᮦ䛾㈍㔞䛾ᣑ

䕿ᴗ㐍ᤖ⟶⌮

䕿ᴗ㐍ᤖ⟶⌮

䕿ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟㒊䛾㛤ദ

䠄H23⥲ᣓ䛸H24ィ⏬䠅

䕿ᅵబᮦὶ㏻ಁ㐍༠㆟㒊䛾㛤ദ

䠄ᴗ䛾㐍ᤖ☜ㄆ➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ᖹᒸ 䠄 3155 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻞1㻠㻘㻠㻜㻤㻘༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠 䚷

䠘᮲௳䠚

䠘⿵ຓ㢠䠚

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

㻔㻝㻕᪂⠏䚸ቑ⠏䛾ሙྜ䛿䚸ᇶᮏ㒊䛾䠓䠌䠂௨ୖ䛻㧗▱┴ෆ⏘⇱ᮌᮦ䜢⏝䛩䜛䛣䛸䚹
㻔㻞㻕䢔䢈䡧䡬䢍䛾ሙྜ䛿䚸䢔䢈䡧䡬䢍ᕤ㒊ศ䛻㧗▱┴ෆ⏘⇱ᮌᮦ䜢⏝䛩䜛䛣䛸䚹
㻔㻟䛂⍗⑅ᢸಖ㈐௵ಖ㝤ຍධఫᏯ䛃䛷䛒䜛䛣䛸䚹
㻔㻠㻕ఫᏯ䛾ᘬΏ๓䚸䜎䛯䛿䢔䢈䡧䡬䢍ᕤ๓䛻⏦㎸䜢⾜䛖䛣䛸䚹

⤒῭ 䚷

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

㻔㻝㻕ᇶᮏ㒊䚸䛭䛾䛾㒊䠖㧗▱┴ෆ⏘⇱ᮌᮦ䛾⏝㔞䠍㼙㻟ᙜ䛯䜚䠍䠏䠈䠑䠌䠌䈜
㻔㻞㻕ෆ⢝ୖᮦ䠄ᢲධཬ䜃⣡㒊ศ䜢㝖䛟䠅䠖㧗▱┴ෆ⏘⇱ᮌᮦ䛾⏝㠃✚䠍㼙㻞ᙜ䛯䜚䠎䠈䠌䠌䠌䠄㻔㻝㻕䛸㻔㻞㻕䛾ྜィ䛾ୖ㝈䛿䠍䠌䠌䠅
㻔㻟㻕Ᏻᚰ䛾ᮌ䛾ఫ䜎䛔ᅋᆅ䛻ᘓタ䛩䜛ሙྜ䛿䚸䠍Ჷᙜ䛯䜚䠎䠌䜢ຍ⟬
㻔㻠㻕㛗ᮇඃⰋㄆᐃఫᏯ䛾ሙྜ䛿䚸䠍Ჷ䛒䛯䜚䠏䠌䜢ຍ⟬

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷 ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖 ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊
ᖹᡂ㻞3ᖺ㻠᭶1᪥

䛣䛖䛱䛾ᮌ䛾ఫ䜎䛔䛵䛟䜚ຓᡂᴗ ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

㧗▱┴ෆ䛻ᮌ㐀ఫᏯ䜢ᘓ⠏䞉ྲྀᚓ䛥䜜䜛ಶே䠄㈤㈚䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䜒䛾䜢㝖䛟䚹䠅ཪ䛿䚸㧗▱┴ෆ䛻ᮌ㐀ఫᏯ䜢ᡤ᭷䛧䢔䢈䡧䡬䢍ᕤ䜢䛩䜛ಶே䠄㈤㈚䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䜒䛾
䜢㝖䛟䚹䠅䛻┴ෆ⏘⇱ᮌᮦ䛾㉎ධ䛻せ䛩䜛⤒㈝➼䛻ᑐ䛧ண⟬䛾⠊ᅖෆ䛷⿵ຓ㔠䜢䛩䜛䚹⿵ຓᮇ㛫䠖㻴㻞㻟䡚㻴㻞㻢

ᘓ⠏ኈ⥲䛷䛾

ᴗㄝ᫂

䛥䜣䛥䜣㧗▱➼䛻䜘䜛

ᴗ䛾ᗈሗ

ᴗ䝟䞁䝣䝺䝑䝖➼

సᡂጤク

䞉⿵ຓ㔠⏦ㄳཷ⌮

䞉ᑂᰝ→Ỵᐃ

䞉᳨ᰝ

䞉⿵ຓ㔠

䞉ᴗᐇ⏦㎸᭩ཷ⌮

䞉ᑂᰝ→⤖ᯝ㏻▱

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

ᴗ䛾╔ᐇ䛺ᇳ⾜䛸ᮌᮦ㟂せ䛾ᣑ
䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

ᴗ䝟䞁䝣䝺䝑䝖➼

㓄ᕸ

ᘓ⠏ኈሗ➼䛻䜘䜛

ᴗ䛾ᗈሗ

సᡂጤク



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 㐲ᒣ䚷 䠄 䠐䠑䠕䠎 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 㻡㻜㻘㻜㻜㻜༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

䚷

䛂ᮌ䛾ᩥ┴ᵓ䛃䛻ᇶ䛵䛟䛂ᮌ䛻ぶ䛧䜐䛃䞉䛂ᮌ䜢ά䛛䛩䛃άື䛾୍⎔䛸䛧䛶䚸┴⏘ᮦ䜢✚ᴟⓗ䛻⏝䛧䛯බඹⓗタ➼䛾ᩚഛ䛻ᑐ䛧䛶ᨭ䜢⾜䛔䚸┴Ẹ䜔
┴እ䛛䜙䛾ほගᐈ➼䛻ᮌ䛾㤶䜛⎔ቃ䜢ᥦ౪䛧䛶䚸ᮌ䛾Ⰻ䛥䛾ᬑཬ䜢ᅗ䜚䚸┴⏘ᮦ䛾㟂せᣑ䜢ᅗ䜛䚹䛆᳃ᯘ⎔ቃ⛯ά⏝ᴗ䚷⿵ຓᮇ㛫䠖㻴㻞㻞䡚㻞㻠䛇

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

䚷䐟බඹⓗ✵㛫ᩚഛ
䚷䞉⿵ຓෆᐜ䠖ᮌ㉁ෆእᩚഛ➼
䚷䞉⿵ຓඛ䠖ᕷ⏫ᮧ䚸♫⚟♴ἲே䚸་⒪ἲே➼
䚷䞉⿵ຓ⋡䠖㻝㻛㻞௨ෆ䠄㝈ᗘ㢠 㻡㻘㻜㻜㻜༓䠅

䞉Ỵᐃ
䚷䚷䚷䚷䚷䞉ᴗᐇ

䞉䠄ண⟬≧ἣ䛻䜘䜚䠎ᅇ┠䛾ເ㞟㛤ጞ䠅

䚷

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉᳨ᰝ䚸☜ᐃ䚸ᨭᡶ䛔

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻠᭶㻞㻞᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

ᮌ䛾㤶䜛䜎䛱䛵䛟䜚᥎㐍ᴗ㈝

ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

⤒῭

䐠Ꮫᰯ㛵㐃⎔ቃᩚഛ
䞉⿵ຓෆᐜ䠖
Ꮫᰯ➼䛻ᮌ〇䛾ᮘ䚸᳔Ꮚ䚸㐟ල䛺䛹䜢ᑟධ
䞉⿵ຓඛ䠖ᕷ⏫ᮧ䚸♫⚟♴ἲே䚸Ꮫᰯἲே
➼
䞉⿵ຓ⋡䠖㻝㻛㻞䠄⿵ຓ㔠㢠㻞㻡༓௨ୖ䠅

䐡ほග㛵㐃タ➼ᩚഛ
䞉⿵ຓෆᐜ䠖ᮌ〇䛾䝞䝇ᚅྜᡤ䚸ఇ᠁ᡤ䚸ほග
ෆᯈ䚸ほගᆅ➼䜈䛾ᮌ〇㜵ㆤᰙ䛾ᩚഛ
䞉⿵ຓඛ䠖ᕷ⏫ᮧ䚸ᅋయ➼
䞉⿵ຓ⋡䠖㻝㻛㻞䠄⿵ຓ㔠㢠㻡㻜༓௨ୖ䠅
䚷䚷䚷䚷䢆䢚䡹ᚅྜᡤ䠖ᐃ㢠䠄㝈ᗘ㢠㻝㻘㻜㻜㻜༓䠅

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅
䞉ເ㞟㛤ጞ䠄䠐䠋䠍䠏㒑㏦䚸䠤䠬ᥖ㍕䠅

䞉ᯘᴗົᡤᢸᙜ⪅䛷࿘▱

䞉ເ㞟⥾䜑ษ䜚䠄䠑䠋䠏䠍䠅

䚷䚷䚷䚷᭩㢮ᑂᰝ

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉බඹⓗタ䛾ෆ䜔ᐙල䚸እᵓタ➼䛻✚
ᴟⓗ䛻ᮌᮦ䛜䜟䜜䛶䛔䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉᳨ᰝ䚸☜ᐃ䚸ᨭᡶ䛔

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䞉ᴗᡂᯝ䛾䠬䠮

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ᑠ㔝⏣ 䠄 䠐䠑䠕䠎 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 1㻜㻣,2㻣㻟༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

 䚷䜹䞊䝪䞁䝙䝳䞊䝖䝷䝹䛾≉ᛶ䜢ᣢ䛱䚸㔜Ἔ䛾௦᭰䛸䛺䜛ᮌ㉁䝞䜲䜸䝬䝇⇞ᩱ䛾⏝䜢㏻䛨䛶䚸ᆅᇦ䛾㓟Ⅳ⣲ฟ㔞๐ῶ䜢ಁ㐍䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸྾※
䛸䛺䜛᳃ᯘᩚഛ䛾᥎㐍䜢䜑䛦䛩䚹
䚷䕔⿵ຓෆᐜ䠖ᮌ㉁䝨䝺䝑䝖䝪䜲䝷䞊䜢㎰⏘≀ฟⲴሙ༢䛾ᅬⱁタ䛻ᗈ䛟ᩚഛ䛧䚸ᕷ⏫ᮧ䜔㎰ᴗ༠ྠ⤌ྜ➼ᆅᇦ䛜୍య䛸䛺䛳䛶䚸䝨䝺䝑䝖⇞ᩱ䜢⏝
䚷  䚷䚷䚷䚷 䚷䚷䚷䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸౪⤥䜔⏝䛻ᚲせ䛺⤌䜏䛵䛟䜚䜢⾜䛖䚹
䚷䕔⿵ຓඛ䠖ᮌ㉁䝨䝺䝑䝖䝪䜲䝷䞊䝅䝇䝔䝮ᑟධ⤒㈝䠖༡ᅜᕷ1㻜ྎ䠄㻴22⧞㻡ྎ 㻴2㻟⌧㻡ྎ䠄ෆ1ྎ䛿മົ㈇ᢸ⾜Ⅽ䛷Ỵᐃ῭䜏䠅䠅䞉㤶༡ᕷ2ྎ䠄㻴22⧞䠅
䚷  䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷 䚷䚷䚷䚷㤶⨾ᕷ4ྎ䠄㻴22⧞䠅
              䚷  䝅䝇䝔䝮⟶⌮䞉㐠Ⴀጤク㈝䠖ᅄ༑⏫䠄㻴21ᑟධ῭䠅䞉༡ᅜᕷ1㻜ྎ䠄㻴22⧞㻡ྎ 㻴2㻟⌧㻡ྎ䠅䞉㤶༡ᕷ2ྎ䠄㻴22⧞䠅
䚷䚷䚷  䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷 䚷䚷䚷䚷䚷 㤶⨾ᕷ4ྎ䠄㻴22⧞䠅䞉Ᏻⱁᕷ9ྎ䠄㻴22ᑟධ῭䠅
䚷䕔⿵ຓ⋡䠖ᕷ⏫ᮧ1㻜/1㻜௨ෆ
䚷䕔⿵ຓᑐ㇟⤒㈝䠖ᮌ㉁䝨䝺䝑䝖䝪䜲䝷䞊䝅䝇䝔䝮ᑟධ⤒㈝䚸䝅䝇䝔䝮⟶⌮䞉㐠Ⴀጤク㈝䚷➼
䚷䕔⿵ຓᮇ㛫䠖㻴21䡚㻴2㻟

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

ᮌᮦ⏘ᴗㄢ

䚷⤒῭

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ䠎䠏ᖺ䚷䠐᭶䠎䠎᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

ᮌ㉁䝞䜲䜸䝬䝇䜶䝛䝹䜼䞊⏝ಁ㐍ᴗ㈝

䞉㛵ಀᶵ㛵䜈䛾ᴗෆᐜ䛾࿘▱

䞉ィ⏬ᢎㄆ䠖

༡ᅜᕷ4ྎ

䞉⏦ㄳ

䞉Ỵᐃ

⟶⌮䞉㐠Ⴀጤク㈝Ỵᐃ4/1

䠄ᅄ༑⏫䞉Ᏻⱁᕷᴗົ㈝䠅

䞉ᴗᐇ

䠄䝪䜲䝷䞊タ⨨䠅

⟶⌮䞉㐠Ⴀጤク㈝

ணᐃ䠄༡ᅜᕷ䞉㤶༡ᕷ䞉

㤶⨾ᕷᴗົ㈝䠅

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䚷

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䞉᳨ᰝ

䞉☜ᐃ

䞉ᨭᡶ

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

䞉ᴗᐇ

䠄䝪䜲䝷䞊✌ື䠅

ᮍ⏝ᮌ㉁㈨※䛾᭷ຠά⏝

㓟Ⅳ⣲ฟ๐ῶ䠄┠ᶆ䠅 1,419䡐co2

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸



ᖹᡂ䠎䠏ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 ᮾ㇂ 䠄 4863 䠅

✀ู ᙜึண⟬㢠 4㻘3㻝4༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䞉⎔ቃಖ䛻㛵ᚰ䛾㧗䛔ᴗ䛻䛂᳃ᯘ䛾⏕䛃䛸䛂ὶ䛾ಁ㐍䛃䜢ᰕ䛸䛧䛯᳃䛵䛟䜚䛻༠ຊ䛧䛶䜒䜙䛖䛯䜑䛾యไ䛵䛟䜚䠄ᆅᇦ䛾ཷ䛡─䛵䛟䜚䠅ཬ䜃ᴗ䛻ᑐ
䛩䜛ㄏ⮴άື䜢⾜䛖䚹
䞉㻯㻻㻞྾ド᭩䜒䛧䛟䛿䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖䠄J-VER䠅䛻䜘䜚䚸᳃ᯘ䛾䠟䠫䠎྾㔞䜢ㄆド䞉ᩘ್䛧䚸ᴗ䛾♫㈉⊩䛾ᐈほⓗ䛺ホ౯ᣦᶆ䜔䜹䞊䝪䞁䞉䜸
䝣䝉䝑䝖䛾ྲྀ⤌䜏䛸䛧䛶ά⏝䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸᳃ᯘ䛾䠟䠫䠎྾ᶵ⬟䜢㧗䜑䜛ྲྀ䜚⤌䜏䜈䛾ᴗ➼䛾ཧຍ䜢ಁ䛩䚹
䞉༠ᐃ䜢⥾⤖䛧䛯ᴗ䛸ᆅᇦ䛸䛾༠ാ䛻䜘䜛᳃ᯘᩚഛ䜢㏻䛨䛶䚸䠟䠫䠎྾ᶵ⬟䜢୰ᚰ䛸䛧䛯᳃ᯘᶵ⬟䛾⏕䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᴗ䛸ᆅᇦ䛸䛾ὶάື䜢
ಁ㐍䛩䜛䛣䛸䛷ᆅᇦ䛾άᛶ䛻䜒⧅䛢䜛䚹

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ㻞3ᖺ4᭶㻞㻣᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

༠ാ䛾᳃䛵䛟䜚ᴗ㈝ ⎔ቃඹ⏕ㄢ

䚷䠉

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

䠟䠫䠎྾㔞⌧ᆅㄪᰝ/㈨ᩱ⢭ᰝ

䠟䠫䠎྾ᑓ㛛ጤဨ

䠤䠎䠎ᖺᗘ྾ド᭩Ⓨ⾜

༠ാ䛾᳃䚸┴J-VERไᗘᕷ⏫ᮧㄝ᫂

䞉ᴗ䜈䛾ᥦάື䞉ᑐ㇟᳃ᯘ䛾Ⓨ᥀

䞉༠ᐃᴗ䞉ᕷ⏫ᮧᨭ

䞉᪂つ䞉᭦᪂༠ᐃ⥾⤖

䠑࿘ᖺグᛕ䝣䜷䞊䝷䝮㛤ദ

䠕᭶

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉᪂つ༠ᐃ㻡௳䜢┠ᶆ䛸䛩䜛䚹䜎䛯䚸༠ᐃᮇ㛫
䛜‶䜢㏄䛘䜛ᴗ䛻᭦᪂䜢౫㢗䛩䜛䚹
䞉༠ാ䛾᳃䛜䛺䛔┴ෆᕷ⏫ᮧ㻔㻝㻞ᕷ⏫ᮧ䠅䛸䛾
༠ᐃ⥾⤖䜢ಁ㐍䛩䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

༠ാ䛾᳃䝣䜷䞊䝷䝮㛤ദ

䠟䠫䠎྾ド᭩䛾䛯䜑䛾᳃ᯘ㈨※ㄪᰝ

ᆅᇦ䛸ᴗ䛸䛾ὶᴗ

ᨭ䠄㞟୰ᮇ䠅



ᖹᡂ23ᖺᗘ䚷䚷ᴗᇳ⾜ィ⏬᭩
సᡂ᪥䠖

ᴗྡ ᡤ⟶ㄢ ᢸᙜ⪅䠄ෆ⥺䠅 Ⲩᑿṇ๛ 䠄 4554 䠅
✀ู ᙜึண⟬㢠 47㻘735༓ ⿵ṇᚋண⟬㢠  䚷

᭶

䠐᭶

䠑᭶

䠒᭶

䠓᭶

䠔᭶

䠕᭶

ᇳ⾜ィ⏬䞉┠ᶆ ᐇ≧ἣ䞉ኚ᭦ィ⏬䚷

ᢸᙜ㒊ᒁ䠖

ᴗᴫせ䞉┠ⓗ

ᖹᡂ23ᖺ4᭶1᪥
ᯘᴗ⯆䞉⎔ቃ㒊

䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖᥎㐍ᴗ㈝ ⎔ቃඹ⏕ㄢ
䚷

䞉㇏䛛䛺᳃ᯘ㈨※䜢 ᬮᑐ⟇䛻ά⏝䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖➼䛾㔠㖹䜢⾜䛔㞠⏝ฟ䜔᳃ᯘᩚഛ䛻䛴䛺䛢䛶䛔䛟䚹
䞉ᮌ㉁䝞䜲䜸䝬䝇䛾ΰ↝Ⓨ㟁ᴗ⪅䜈䛾ጤク䛻䜘䜚䚸䠟䠫䠎ฟ๐ῶ㔞䜢᳨ド䞉ㄆド䛧䚸䜽䝺䝆䝑䝖䛩䜛䚹䜎䛯䚸䝥䝻䜾䝷䝮ㄆド䛻䜘䜛┴ෆ᳃ᯘ྾䝥䝻
䝆䜵䜽䝖䛾┴ㄆド䛻ಀ䜛ணഛᑂᰝཬ䜃┴䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖ㄆド䝉䞁䝍䞊䛾㐠Ⴀጤク䚸┴ෆ䛾᳃ᯘ㈨※䜢ά⏝䛧䛯᳃ᯘ⟶⌮䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜔䠟䠫䠎ฟ๐ῶ
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾᳨ドᴗົ䛜䛷䛝䜛ᆅ᪉᳨ドே䜢㣴ᡂ䛧䚸䠟䠫䠎ฟ๐ῶ䞉྾䜽䝺䝆䝑䝖➼䛾ฟ䚸ไᗘ䛾ᬑཬ䜢ᅗ䜛䚹

ᶓ᩿ⓗ

ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅

★䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖䛾㈍

䕦ᆅ᪉᳨ドே⫱ᡂጤク

■䠤22ୖ༙ᮇศ
ฟ๐ῶ䜽䝺䝆䝑䝖Ⓨ⾜

䕿➨䠒ᅇ┴䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖
ㄆド㐠Ⴀጤဨ䠄Ⓩ㘓䞉ㄆド䠅

䕿䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖ㄆド䝉䞁䝍䞊㐠Ⴀጤク

䕿➨䠓ᅇ┴䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖
ㄆド㐠Ⴀጤဨ䠄Ⓩ㘓䞉ㄆド䠅

■➨䠕ᅇCO2๐ῶᑓ㛛ጤဨ

■ᮌ㉁㈨※䜶䝛䝹䜼ά⏝ᴗጤク

★Co-Net㆟⥲

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

䕿➨16ᅇCO2྾ᑓ㛛ጤဨ

䕿➨9ᅇᮌ䛵䛛䛔ᅛᐃㄆドጤဨ

䠍䠌᭶

䠍䠍᭶

䠍䠎᭶

䠍᭶

䠎᭶

䠏᭶

ᖺᗘᮎ

䞉ฟ๐ῶ䜽䝺䝆䝑䝖䞉᳃ᯘ྾䜽䝺䝆䝑䝖䛾㈍
䜢✚ᴟⓗ䛻⾜䛖䚹
䞉┴J-VERไᗘ䛻䜘䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖ฟ䜢✚ᴟ
ⓗ䛻ᐇ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᴗ⪅䛾
䝃䝫䞊䝖యไ䜢ᐇ䛥䛫䜛䚹

䚷䈜ഛ⪃䠄ㄢ㢟ཬ䜃ᡂᯝ➼䠅䛿䚸ㄢ㢟䛿ィ⏬䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡂᯝ䛿ᐇ⦼䛻ᑐ䛧䛶グධ䛩䜛䛣䛸

䠄ồ䜑䜛ලయⓗ䛺ᡂᯝ䠅 䠄㐩ᡂ≧ἣ䠅 䠄せᅉศᯒ䚸ㄢ㢟➼䠅

■䠤22ୗ༙ᮇ䚸H23ୖ༙ᮇ
ฟ๐ῶ䜽䝺䝆䝑䝖Ⓨ⾜

䕿➨䠔ᅇ┴䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖
ㄆド㐠Ⴀጤဨ䠄Ⓩ㘓䞉ㄆド䠅

䕿➨䠕ᅇ┴䜸䝣䝉䝑䝖䞉䜽䝺䝆䝑䝖
ㄆド㐠Ⴀጤဨ䠄Ⓩ㘓䞉ㄆド䠅

■䠤22ୗ༙ᮇ䚸H23ୖ༙ᮇ
➨୕⪅ᶵ㛵᳨ドཷ᳨

★J-VER⮬య㆟
IN KOCHI䠄௬⛠䠅㛤ദ

■➨10ᅇCO2๐ῶᑓ㛛ጤဨ

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

★䡲䡬䢊䢚䢙䡡䡱䢈䡺䡫䢀EXPO

䕿➨17ᅇCO2྾ᑓ㛛ጤဨ

䕿➨10ᅇᮌ䛵䛛䛔ᅛᐃㄆドጤဨ

䕿➨11ᅇᮌ䛵䛛䛔ᅛᐃㄆドጤဨ

䕿䝥䝻䜾䝷䝮ㄆド᭦᪂



平成２３年度　事業別執行計画一覧
※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 水産振興部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 漁業振興課 資源管理・漁業所得補償対策事業費 ― 13,626

2 漁業振興課 かつお一本釣漁業用活餌供給事業費補助金 経済 2,500

3 漁業振興課 漁業就業者確保対策事業費 経済 50,339

4 合併・流通支援課 水産物ブランド化推進事業 経済 19,174

5 合併・流通支援課 消費地市場・産地交流推進事業費等 経済 4,347



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 西山 （ 4606 ）

種別 -  当初予算額 13,626 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

担当部局： 水産振興部
平成23年　4月25日

資源管理・漁業所得補償対策事業費 漁業振興課

　

事業概要・目的

国の「資源管理・漁業所得補償対策」制度の利用促進を図るため、漁業者等への制度周知及び「漁業共済」、「積立ぷらす」及び「漁業経営セーフティー
ネット構築事業」の加入促進を行い、制度の要件である漁業者等の資源管理計画作成などの支援業務の一部を漁業実態に精通した漁業団体に委託す
る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

既共済加入地区・

漁業への制度参加

支援（資源管理・

漁場改善計画策定

支援）

協議会運営制度参加の裾

野を広げる取

組(共済加入・

制度参加促

進）

設立準備

設立総会

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

定例会

(履行確認)

窪津

すくも湾・野

見・大谷・手

結・上ノ加江・

藻津（養殖）

すくも湾・野

見・大谷・上ノ

加江・藻津

（養殖）

下ノ加江

船びき網

中型まき網

小型まき網

安芸・その他

の地区（船び

き網）

小型まき網

ぶり飼付

かつお･

まぐろ

大型定置網

大型定置網

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
共済加入率の向上と所得補償制度への参加
促進による漁業経営の安定

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

定例会

(履行確認)

小型定置網 小型定置網



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 土居 （ 4829 ）

種別 経済  当初予算額 2,500 補正後予算額

４月

５月

６月

７月

８月

　カツオ一本釣漁業の操業に不可欠な活餌について、黒潮町佐賀地区で開始した活餌供給事業に支援を行うことで、操業の効率化と水揚げの確保を図
る。
　　○蓄養中の活餌死亡リスク対策
　　　　事業を継続するための課題である、蓄養中の活餌死亡リスク対策について、黒潮町が設置する基金で行う事業のうちカツオ活餌補給事業に対し
補助する。
　　○冷蔵保管庫・魚函倉庫の整備
　　　　活餌供給の開始とともに増加傾向にあるカツオ水揚げ量の増加に対応するため、冷蔵保管庫と魚函倉庫を整備する。
　　○中長期的戦略の検討
　　　　事業の安定化とカツオ水揚げ量のさらなる増大に資するための中長期的戦略について、関係者との協議を経て翌年度事業への反映を図る。

執行計画・目標

平成23年4月15日
水産振興部

かつお一本釣漁業用活餌供給事業 漁業振興課

担当部局：

事業概要・目的

　

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

活
餌
供
給
（カ
ツ
オ
船
か
ら
の

リスクリスクリスクリスク対策対策対策対策

補助金

交付要綱

制定

黒潮町

中長期的中長期的中長期的中長期的

戦略戦略戦略戦略のののの検討検討検討検討

関係者間

協議

関係者間

協議

具体的課題具体的課題具体的課題具体的課題のののの

抽出抽出抽出抽出

・荷捌き場整備

・作業人員確保

・餌供給先確保

対応策対応策対応策対応策のののの検討検討検討検討

・緊急的対応

(支援事業等）

・長期的課題

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・かつお船延べ40隻／年以上への活餌供給
（H22年：57隻）
・活餌供給月の水揚げ額1億円以上を達成

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

活餌補給事業

の検証

か
ら
の
需
要
・活
餌
の
確
保
状
況
に
あ
わ
せ
て
適
宜
実
施
）

黒潮町

基金

創設

協議

次年度

計画作成

H24予算作成

蓄
養
活
餌
の
リ
ス
ク
管
理



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 土居 （ 4829 ）

種別 経済  当初予算額 50,339 補正後予算額

月

４月

５月

６月

７月

８月

　

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

平成23年4月15日
水産振興部

漁業就業者確保対策事業 漁業振興課

担当部局：

事業概要・目的

　高齢化が進み、今後急激な減少が予想される漁業後継者を確保し、本県の沿岸漁業を活性化するとともに、基幹産業としての維持・存続を図る。
　また、市町村及び各地域と将来の担い手不足に対する危機感を共有し、事業を円滑に進める。
    ○ふるさと雇用再生新規漁業就業者確保対策事業
        ・新規漁業就業者を獲得するため、県内の漁村等を巡回し勧誘活動を実施する。
　　○重点分野雇用創造新規漁業就業者定着促進事業
　　　　・新たにアドバイザー1名を幡多地域に設置し、研修を円滑に進めるための地元調整や指導者の掘り起こしを行う。
　　○新規漁業就業者支援事業
       ・地元後継者、UIターン者等が沿岸漁業者として自立するための研修に対する支援（長期研修事業）。
       ・新規漁業就業者や漁業の雇用労働者への漁船リースを目的に中古船を取得する漁協に対する支援（漁船リース事業）。
       ・UIターン者等が漁村に滞在し、漁業研修を行うために必要な経費に対する支援（短期研修事業）。

執行計画・目標

新アドバイ

ザーの設置

幡多地域
【【【【新
規
漁
業
就
業
者
支
援
事
業

新
規
漁
業
就
業
者
支
援
事
業

新
規
漁
業
就
業
者
支
援
事
業

新
規
漁
業
就
業
者
支
援
事
業
】】】】

長
期
研
修

【【【【ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
対
策
事
業

雇
用
再
生
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
対
策
事
業

雇
用
再
生
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
対
策
事
業

雇
用
再
生
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
対
策
事
業
】】】】

【【【【重
点
雇
用
創
出
新
規
漁
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業

重
点
雇
用
創
出
新
規
漁
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業

重
点
雇
用
創
出
新
規
漁
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業

重
点
雇
用
創
出
新
規
漁
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業
】】】】

全国漁業

就業者

支援

フェア

6/4福岡

6/25大阪

7/9東京

UIターン

就職

相談会

7/23大阪

8/12高知

委託

契約

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・研修修了者7名の新規漁業就業
・国の担い手事業研修生2名の確保

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

H23実績報告

（市→県）

H23実績報告

（県漁協→県)

取りまとめ

長
期
研
修
、
地
元
審
査
会(
随
時
）
、
漁
船
リ
ー
ス
、
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
発
信

H24

需要

調査

H24

予算

作成

H23年

新規

漁業者

参入

状況

調査

H21年

参入者

追跡

調査

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
勧
誘
活
動
、
県
内
外
就
職
相
談
会
へ
の
出
席
、
研
修
生
の
状
況
調
査
等

研
修
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
地
元
調
整
、
漁
協
等
の
巡
回
、
指
導
者
の
掘
り
起
こ
し
等

UIターン

就職

相談会

9/10東京

UIターン

就職

相談会

10/29

名古屋

10/30大阪

UIターン

就職

相談会

11/12東京



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 戸　田 （ 4611 ）

種別 当初予算額 19,174 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

【目的】
　県産水産物の地産外商の推進、マリン・エコラベルの普及及び宗田物加工業の振興を図る。
【事業概要】
　漁協等が行うカツオ、キンメダイ、ゴマサバの地産外商、マリンエコラベルの認証取得、宗田節加工業の振興に関する取組を支援する。

執行計画・目標

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月21日
水産振興部

水産物流通加工対策事業
（水産物ブランド化推進事業費補助金等）

合併・流通支援課

　経済

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

◆ｶﾂｵ、ｷﾝﾒﾀﾞｲ、ｺﾞﾏｻﾊﾞの事業概要

○認証取得のPR、首都圏でのフェア開催、

PR活動（共通項目）

○高級食材として販路開拓(ｶﾂｵ)、関西市

場での販売戦略の実践（ｷﾝﾒﾀﾞｲ）、活ｻﾊﾞ

と多様な加工品の販促(ｺﾞﾏｻﾊﾞ)

◆宗田節の事業概要

○テレビCM、新聞、食育活動等による県内で

の認知度向上

各推進組織が事業着手

○マリン・エコラベルの認証申請

・生産段階・流通加工段階＜県漁協＞

（カツオ、キンメダイ、清水サバ）

◆4つの品目毎に推進組織の立ち上げ

○カツオフェア（まるごと高知）

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
●カツオ、キンメダイ、ゴマサバの県外での
  認知度向上とマリン・エコラベルの認証取得
●宗田節の県内での認知度向上

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

○県内の流通加工業者を対象にマリ

ン・エコラベル制度の研修会を開催

○マリン・エコラベルの認証取得

（カツオ、キンメダイ、清水サバ）

(各推進組織が認証取得をＰＲ)

○各推進組織が築地でＰＲ

○各推進組織が大阪市中央卸売市

場80周年記念事業に参画し､3魚種

をPR

○清水サバフェア（まるごと高知）

○キンメダイフェア（まるごと高知）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること



平成２３年度　　事業執行計画書

作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 五藤

種別 経済  当初予算額 4,347 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

・産地買受人の交流会への参加促進

・6／4～5　大阪市場との交流会開催決定
　

・合同会議への消費地市場関係者の参加促進
・80周年記念事業への参加業者選定

　

事業概要・目的

　【目的】
　県産水産物の県外出荷の中核を担う産地買受人と県外消費地市場関係者との交流会等を実施し、産地と消費地の結びつきを強めることにより県産水産物の地産外商を推進
する。
　【概要】
　１．産地交流会
　　①大阪の市場関係者を高知県に招き、産地買受人等との意見交換会、試食会や産地市場の視察を通して交流を図り県産水産物の地産外商を推進する。
　　②築地市場を県内の市場関係者等が訪問し、消費地市場関係者との意見交換、市場視察を通して交流を図り県産水産物の地産外商を推進する。
　２．大阪市場が開催する「開設８０周年記念事業」と連携し、県産水産物を大阪府民に直接広くＰＲし県産水産物の消費の裾野を広げる。
　３．関西・中四国８市場の市場関係者を高知県に招き、産地買受人等との合同会議を開催し、県産水産物の認知度向上と人的ネットワークの強化による取引拡大を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 水産振興部

平成23年5月25日
水産物流通加工対策事業
　うち （消費地市場・産地交流推進事業）
　　　　（大阪市中央卸売市場との連携推進事業）
　　　　（市場合同会議開催事業）

合併・流通支援課 (3190)

１．消費地市場・

産地交流会事業

消費地関係者協議

産地交流会の開催

交流会事業の評

価・課題対応と支援

２．大阪市中

央卸売市場と

の連携事業

３．市場合同

会議開催事

業

①大阪市場交流会

開催概要の協議

開催概要の決定

産地関係者参加案内

②築地市場交流会開

大阪市場から

記念事業計画

事業概要

（案）決定

消費地関

係者協議

（大阪・京

都・神戸）

消費地関

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
・消費地市場関係者との人的ネットワークの構築

・産地買受人の市場合同会議への参加促進

大阪市場８０周年記念事業

の開催

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

消費地関係者協議

産地交流会の開催

(築地を訪問）

記念事業への

参加者募集

記念事業への

参加者決定

②築地市場交流会開

催概要の協議

開催概要の決定

産地関係者参加

案内

記念事業計画

案の提示

記念事業概

要の決定

交流会事業の評価・

課題対応と支援

消費地関

係者協議

（岡山・広

島）

消費地関

係者協議

（徳島・高

松・松山）

事業概要

決定

消費地関

係者・産

地関係者

参加案内

市場合同会議の開催

交流会事業の評価・課題

対応と支援

事業評価・課題対応

と支援

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 土木部

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 河川課 堤防耐震化基礎調査委託事業 安全・安心 20,000

2 住宅課 住宅耐震対策事業費 安全・安心 100,785

3 港湾振興課 高知新港コンテナ利用促進事業費補助金 経済 7,876



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 岩崎哲史 （ ９８３８ ）

種別 当初予算額 20,000千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成２３年　４月２８日
土木部

堤防耐震化基礎調査委託業務 河川課

　安全・安心

　近い将来発生が想定されている南海地震に対して、現在、浦戸湾流入河川の一部河川（国分川、江ノ口川、鏡川）において耐震対策を実施しているが、
その他の河川における耐震対策の必要性など、その実態把握や対応方針ができていない状況である。
　このため、河川堤防など河川管理施設等の基礎調査（堤防高、施設位置等）を実施し、地震発生時に被害が想定される箇所の把握を行い、県全体にお
ける対応方針等を定めた全体計画を策定するものである。（H23～H24）

執行計画・目標

・河川堤防や樋門等の諸元や堤内地の状
況、津波高などの基礎調査を行い、県全体に
おける被害想定等の把握を行う

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

見積

設計・積算

契約

報告書の作成

詳細検討が必要な箇所の抽出

一次点検

二次点検

津波による災害の恐れがある区間の
抽出と沈下量の照査

代表断面の選定と簡易式に
よる沈下量の判定

既存資料の収集

・人口、資産

・河川データ（計画、平面、縦断、横断）

・既存資料（堤防点検、対策工履歴）

・想定地震動、広域沈下量　等

既存資料の収集

・被災履歴

・微地形分類、土質構成

・耐震対策の有無　等



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 西原 （ ９８５６ ）

種別 当初予算額 100,785千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

事業概要・目的

　次期南海地震に備え、既存住宅の耐震診断の促進を図るとともに、きめ細かい相談体制の構築、実践的な耐震改修技術者の育成等を行うため、以下の事業を実施する。
　・住宅耐震対策推進事業
　・住宅耐震相談窓口整備事業
　・住宅耐震診断補助事業　（診断予定戸数：1,320戸）
　・住宅耐震設計費補助事業（設計予定戸数：440戸）
　・住宅耐震改修助成事業　（改修予定戸数：440戸）

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

安全・安心 　

（求める具体的な成果）

高知県内の昭和56年以前に建築された住宅
のうち、耐震性の低い住宅について４４０棟の
耐震化

（達成状況） （要因分析、課題等）

担当部局： 土木部
平成23年4月1日

住宅耐震対策事業 住宅課

相談窓口
等

委託契約

耐震対策事業啓発チラシの配布
（200,000枚）

市町村住宅耐震事務担当者研修
会で事業内容の説明を実施
( / )

木造住宅耐震診断士更新及び養
成講習会実施　（6月上旬予定）

通年

○出前講座の開催

○必要に応じ高知県既存
建築物耐震対策推進協議
会木造住宅関係部会を開
催

○その他住宅耐震化の促
進を図る事業

住宅耐震診断事業の実施

耐震改修設計助成事業の

耐震改修助成事業の実

登録事業者申請受付

住宅耐震
相談受付



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 藤岡 （ 9888 ）

種別 当初予算額 7,876千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

【目的】
高知新港利用へのインセンティブを設け、輸出入コンテナ貨物を増加させ、既存インフラの利活用を促進する。
【概要】
①高知新港コンテナ利用促進事業（拡充）：高知新港からコンテナ貨物を輸出入する際の経費について助成する。
②小口混載コンテナ利用促進事業（継続）：高知新港から小口混載貨物を輸出する際の経費について助成する。

執行計画・目標 備考（課題及び成果等）

・補助金交付決定
・助成制度を整理したチラシを作成し制度を
周知
・港湾振興課HPで助成制度を紹介し周知
・通関業者と連携して助成制度の周知及び集
荷活動（通年）
・新規企業重点訪問（各団体情報、過去訪問
記録等活用）（通年）

・完了検査

・実入りコンテナ貨物数　約7,000TEU（対Ｈ22
年度比　600ＴＥＵ増加）

・小口混載年間口数　520口

実施状況・変更計画　

・助成制度について通関業者との情報交換
→他港からのシフトの促進と円滑な申請

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月25日
土木部

高知新港コンテナ利用促進事業費補助金 港湾振興課

経済 　

・助成制度について通関業者との情報交換
→他港からのシフトの促進と円滑な申請

・高知新港利用促進荷主協議会総会で助成
制度を説明し周知

・助成制度について通関業者との情報交換
→他港からのシフトの促進と円滑な申請

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 教育委員会

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 教育政策課 教育版「地域アクションプラン」推進事業 教育・子育て 125,696

2 教育政策課 教育の日推進事業 教育・子育て 3,417

3 総務福利課 南海地震に備える施設整備費 安全・安心 2,205,714

4 幼保支援課 保育所・幼稚園耐震化促進事業費 安全・安心 3,923

5 幼保支援課 親育ち支援推進事業費 教育・子育て 5,312

6 小中学校課 外国語教育推進プラン 教育・子育て 9,388

7 小中学校課 新教育課程拠点校指定事業 教育・子育て 6,088

8 小中学校課 学習習慣確立のための緊急支援事業 教育・子育て 68,310

9 小中学校課 理科教育推進プロジェクト 教育・子育て 4,046

10 小中学校課 道徳教育推進費 教育・子育て 36,734

11 小中学校課 学校図書館活動推進事業 教育・子育て 3,622

12 高等学校課 高校生就職支援対策費 雇用 50,291

13 高等学校課 水産指導実習船建造事業費 教育・子育て 699,970

14 生涯学習課 子どもの読書活動推進総合事業 教育・子育て 26,067

15 生涯学習課 放課後子どもプラン推進事業 教育・子育て 399,968

16 新図書館整備課 新図書館等整備事業費 教育・子育て 132,777

17 スポーツ健康教育課 新弓道場整備事業費 教育・子育て 45,856

18 スポーツ健康教育課 体力・運動能力、運動習慣等調査事業 教育・子育て 3,623

19 スポーツ健康教育課 子どもの体力向上支援事業 - 3,376

20 人権教育課 不登校・いじめ等対策小中連携事業 - 20,470



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 田中　岳 （ ４９０２ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 125,696千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

１　県教育委員会、市町村教育委員会、学校現場
における目的や方向性の共有化
２　地域の実情に応じた教育施策の展開
３　１や２による本県全体の教育振興

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・地教連担当指導主事会
　（第4回地域AP連絡情報共有会）
・第２四半期地教連担当指導主事ヒアリング（中間
進捗等の確認）

・平成24年度事業の計画提出
    事業構想の提出と確認
・平成24年度事業計画市町村ヒアリング
　　市町村・事務局各課において次年度事業
　　計画の確認等

・平成24年度事業計画取りまとめ
・第３回高知県教育振興基本計画推進会議
　(中間進捗チェック)

2月補正額決定

・第３四半期地教連担当指導主事ヒアリング（進捗
状況等の確認）

・平成24年度事業交付申請書の提出

・地域教育振興支援事業費補助金の実績報告

・地域教育振興支援事業費補助金の交付決定
（4/1）
・地教連担当指導主事会
　（第１回地域AP連絡情報共有会）
・平成23年度事業追加募集
・市町村教育長会議（各ブロックから事業の紹介、
教育課題解決に向けての取組みの共有）
・平成22年度事業地教連担当指導主事最終ヒアリ
ング（事業成果等の確認）

・第１回高知県教育振興基本計画推進会議（5/19）
　（平成22年度事業の成果の報告、平成23年度事
業の認定状況の説明）

・地教連担当指導主事会
　（第２回地域AP連絡情報共有会）

・第１四半期地教連担当指導主事ヒアリング（進捗
状況等の確認）

・地教連担当指導主事会
　（第3回地域AP連絡情報共有会）

事業概要・目的

　高知県教育振興基本計画を効果的に推進するためには、県教育委員会と市町村教育委員会が連携・協力して教育施策を展開する必要があることから
地域の実情等に応じて各市町村が主体的に取り組む教育課題解決のための取り組みや、他の市町村の参考となる先進的な取り組みなどに対しての補
助制度（地域教育振興支援事業費補助金）を創設し、教育版「地域アクションプラン」として支援を行うことで、高知県全体の教育の振興と成果の共有を図
る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月20日

教育版「地域アクションプラン」推進事業費 教育政策課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 久米 （ ４９０２ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 3,417千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

■県教委事業の実施
・本県教育状況データの公表（高知新聞１面を予
定）
・記念式典（講演、各種表彰）
・ＨＰ、県庁横断幕による広報
・県民と県教育委員会との意見交換の場の設定
■各関係団体における関連行事の開催

実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月19日
教育委員会事務局

教育の日推進事業 教育政策課

　

県民の教育に対する意識の高揚及び学習活動
への参加の機運の醸成（各関連行事への参加
者数の増など）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

■全国生涯学習フォーラム高知大会の取組の意義を一年限りとせず、県民の教育に対する関心を高めるとともに、県民一人ひとりが現在の教育の在り方に
ついて見つめ直し、考える機会を設け、行動する日とするため、「志・とさ学びの日」が制定された（毎年１１月１日）。
■県民有志を委員とする「志・とさ学びの日」県民会議（仮）を設立して毎年開催し、「志・とさ学びの日」の趣旨を活かすことができるよう、県教委も含め、それ
ぞれの関係者はきっかけづくりとなる情報発信を行うほか、できることから関連の取組みを行う。
■「志・とさ学びの日」の趣旨に沿った活動を重点的に実施する期間として、１１月１日から７日までを「とさ学びの週間」とし、１１月における各種の関連する取
組みについては、「志・とさ学びの日」関連行事とする。
■教育政策課は県民会議事務局として、各関係団体に対し関連行事の実施依頼を行うとともに、各種行事を取りまとめて公表する。併せて、県民に各行事へ
の参加を促し、「志・とさ学びの日」の趣旨の浸透を図る。

執行計画・目標

■「志・とさ学びの日」推進県民会議（仮）の開催
・本年度の取組みを報告
・次年度テーマの決定（次年度学校行事への反
映）
・次年度テーマに沿った活動例の提案

備考（課題及び成果等）

■「志・とさ学びの日」県民会議（仮）委員候補へ
の事前説明

■「志・とさ学びの日」県民会議（仮）の設立
・本年度テーマの決定
・本年度テーマに沿った活動例の提案
■テーマ・活動例のチラシ配布
■関係団体等における取組み内容の取りまとめ
（公表用）

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

＜各関係団体の取組み(想定)＞

◎市町村広報誌での教育の状況の公表

◎地域レベルでの教育研究大会やフォーラム

等の開催

◎学校（授業）の公開

・公開授業や学校行事（懇談会、発表会、文化

祭等）の開催

・家庭や地域住民の参加（大人の学校、1日先

生等）

・企業へ「子どもの参観日」に積極的な参加協

力を要請

◎登下校時の見守り活動、あいさつ運動

◎市町村（地域）の文化祭やスポーツイベント

の開催

◎ＰＴＡ大会、親子の集い、子育て相談会

◎企業向け（経営者や従業員向け）セミナー

◎学校、地域が連携した自然・伝統文化の体

験活動や清掃などの社会貢献活動

◎テレビを見ない、新聞を読んで家族で話し合

うなど家庭での会話やふれあいを図る家族会

議の実施



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 柿内 （ ４９０３ ）

種別 安全・安心  当初予算額 2,205,714千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
年度内に工事を完了し、予定どおりの耐震化
率を達成する。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

・耐震診断、耐震補強設計委託完了

・耐震補強工事完了

・高知農業高校食堂棟他1棟の耐震診断を発
注
・中芸高校食堂・特別教室棟他32棟の耐震補
強実施設計を順次発注

・高知東高校本館他28棟の耐震補強工事を
順次発注

＜課題＞
本年3月に発生した東日本大震災においては、
学校施設の倒壊で亡くなった児童生徒はおら
ず、現在の耐震化の取組が揺れに対しては対
応出来ていることが確認できたが、巨大津波に
よる被害が甚大なものとなっており、南海地震
への備えにおいても、今後の再検証の過程の
中で、津波対策の見直しが必要と判断される場
合、設計や工事に影響が出る可能性がある。

また、東日本大震災による生産・流通機能の
低下や復興に伴う需要の増加によって建設資
材の不足・高騰が予測されており、工事の遅
れ、予算の不足が懸念される。

事業概要・目的

公立高等学校の耐震化率は、平成22年4月1日現在で57.7％、特別支援学校の耐震化率は86.7％であるが、発生が強く懸念されている南海大地震に備
え、「県有建築物の耐震化実施計画」に基づき、耐震化率100％をめざしている。平成23年度は下記の事業を実施する予定で、本年度末の耐震化率は公
立高等学校は66.8％、特別支援学校は93.3％に上昇する見込み。なお耐震診断は本年度で終了する予定である。
(事業内容）耐震診断＊高等学校2校2棟　耐震補強工事＊高等学校・特別支援学校15校29棟　　耐震補強実施設計＊高等学校・特別支援学校　合計16
校33棟

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月20日

南海地震に備える施設整備費 総務福利課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 坂本 （ ３２８０ ）

種別 安全・安心  当初予算額 3,923千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末
耐震診断実施率６０％以上、幼稚園の耐震化
率は８０％以上を目標とする。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

〔耐震診断〕【耐震化促進】
　事業を完了した実施主体から
　随時実績報告

　
　補助金精算払い

〔耐震診断〕交付申請受付

　
　　　　　　　交付決定

〔課題〕
  市町村、民間とも厳しい財務状況のなか園運
営を行っていることから、経費がかかる耐震化
への取り組みは簡単には進まないが、安全確
保は最優先の課題である。
  耐震診断補助の公立保育所への適用範囲等
拡大により、耐震化への取り組みは進捗してい
るが、診断が必要な施設の半分において未だ
実施されていない。
　耐震化工事が必要な施設も１００棟を超えて
いる。
　平成２２年度全国の状況と比較して耐震診断
実施率、耐震化率とも５ポイント以上低い。
　南海地震対策行動計画では平成２６年度末ま
でに、耐震診断１００％実施、耐震化率９０％を
目標に掲げており、目標達成まで一層の取り組
み強化が必要である。

【耐震化促進】
繰越事業完了予定

事業概要・目的
　南海地震に備え、市町村は避難場所指定施設を優先的に耐震化しているが、保育所等への耐震化対策が遅れているため、保育所・幼稚園に通う子ども
たちの安全を確保するため、保育所・幼稚園施設の耐震診断のための費用および幼稚園施設の耐震化整備のための費用を補助し、補強改修等必要な
措置を促す。
　補助先および補助率
　　保育所・幼稚園耐震診断事業費補助金：　私立保育所・幼稚園設置者（補助率２／３以内）　市町村（補助率１／３以内[国庫補助１／３への継足し]）
　　幼稚園耐震化促進事業費補助金：　市町村・私立幼稚園設置者（補助率１／６以内［国庫補助１／３への継足し］）

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月22日

保育所・幼稚園耐震化促進事業費 幼保支援課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 竹村 （ ４８８９ ）
種別 教育・子育て  当初予算額 5,312千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・保護者への直接支援　１００回
・保育者の研修　5０回
・親育ち支援保育者育成研修会（1年次）
　　　　　　　　　（３ブロック・３日間）実施
・親育ち支援保育者育成研修会（２年次）
　　　　　　　　　（３ブロック・２日間）実施
・保護者の一日保育者体験推進事業
　　　　　　　　　（２０園）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　・中間評価　親育ち支援啓発事業
　　　　　　　　　 保護者の一日保育者体験事業
　　　　　　　　　 親育ち支援保育者育成事業

　

・事業評価と次年度への取り組みの強化

・参観日等での保護者への講話や子育て相
談 （４～３月）
・保護者支援力向上のための保育者への研
修（４～３月）
・保育関係団体等の研修会での講話及び説
明（４～３月）
・保護者の一日保育者体験推進事業説明
                                       （市町村）
・「親育ち支援保育者育成研修会」の実施
  　(1年次)東部：３回  (2年次）東部：2回
　　　　　　 中部：３回　　　　　　中部：2回
　　          西部：３回　　　　　　西部：2回
　　　　　　（５月～１0月）　　（5月～11月)

・保護者の一日保育者体験推進事業実施
　　　　　　　　　　　２０園　　（６～３月）

事業概要・目的
　高知県には不登校・暴力行為等の教育課題が山積している。それらの原因の一つには乳幼児期からの成育事情があり、その主因が子育て能力の低下
（子どもを愛しいと思う愛情の希薄化）にあると考えられる。そこで親の子育て力を高め、よりよい親子関係を構築する必要がある。

＜親育ち支援啓発事業＞
・保育所・幼稚園等に、親育ちチームを派遣し、幼児教育の観点からの講話や子育て相談等の親育ち支援を行う。

・保育者の保護者支援力を向上するための研修を行う。

＜親育ち支援保育者育成事業＞保育所・幼稚園等で日常的に保護者への支援が行われる環境を整えるため、親育ち支援の中核となる保育者を育成する。

＜保護者の一日保育者体験推進事業＞保育所や幼稚園、認定こども園を利用する保護者の保育者体験を推進して、子どもの育ちや保育に関する理解を促進して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親の子育て力を高めるとともに、保育所や幼稚園等の保育・教育の質の向上を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

親育ち支援推進事業費 幼保支援課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 谷口 （ ３２９４ ）

種別 　教育・子育て  当初予算額 9,388千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

■「英語ライティングシート」を作成、配付し、
活用例を紹介し、県内の中学校に普及する。
◇中学校英語科における授業づくりのスタン
ダードとしての「高知県中学校外国語モデル
プラン」を作成し、配付する。
◆支援の重点となる県内の学校を年間２回以
上訪問する。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

◇第５回「高知県中学校外国語モデルプラン」
作成委員会

◇「高知県中学校外国語モデルプラン」各中
学校へ配付

◆重点支援校訪問（第２回訪問）１０月～３月
＜授業研究・モデルプランの普及＞

■「英語ライティングシート」作成委託業務＜
提案書作成＞
■「英語ライティングシート」作成委託業務＜
業者指名＞
◆重点支援校訪問（第１回訪問）４月～９月
＜授業研究＞
◇第１回「高知県中学校外国語モデルプラン」
作成委員会
◇第２回「高知県中学校外国語モデルプラン」
作成委員会
■「英語ライティングシート」プロポーザル実施
■「英語ライティングシート」委託業者決定

◇第３回「高知県中学校外国語モデルプラン」
作成委員会
■「英語ライティングシート」納入

■「英語ライティングシート」学校配付
◇第４回「高知県中学校外国語モデルプラン」
作成委員会

事業概要・目的
　平成２３年度から全面実施となる小学校外国語活動の円滑な導入に向けた支援、中学校外国語科の指導と評価の在り方の指針の提示及び生徒向け問
題の作成と活用を通して，県内小・中学校における外国語教育の一層の充実を図り、児童・生徒が質の高い外国語の授業を受けることができるようにす
る。
　◆事務局指導主事で構成される外国語推進チームによる学校訪問（重点支援校11校）
　◇「高知県中学校外国語モデルプラン」の作成・配付
　■「英語ライティングシート」の作成・配付

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

外国語教育推進プラン 小中学校課



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 今城 （ ３２９３ ）
種別 教育・子育て  当初予算額 6,088千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

●新学習指導要領を踏まえた学校経営や教
科等の経営の実施

●教員研修のための拠点校が構築され、教
員の授業力が向上する。

●全ての指定校で研究発表会により成果を普
及し、参観者からモデル校としての肯定的評
価を得る。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

◇指導主事による拠点校への指導助言
　・新教育課程を踏まえた各教科等の経営
　・言語活動を重視した授業
　・校内体制・校内研修の充実
　・取組成果の検証・普及

○先進校視察研修
（中学校部会は岐阜市立陽南中学校へ）

○拠点校における研究発表会の実施と周辺
校の参加

◇指導主事による拠点校への指導助言
　・新教育課程を踏まえた各教科等の経営
　・言語活動を重視した授業
　・校内体制・校内研修の充実
　・取組成果の検証・普及・取組の検証
　・研究計画・研究体制の見直し

◆第２回県連絡協議会
・指定校からの実践発表
・研究協議（本年度の総括と次年度の研究に
ついて）」

□研究報告書冊子の配付

□新教育課程拠点校指定事業完了報告

◇指導主事による拠点校への指導助言
　・新教育課程を踏まえた各教科等の経営
　・言語活動を重視した授業
　・校内体制・校内研修の充実

□担当者会の開催
　・「学校への支援体制」

□新教育課程拠点校指定事業委託

○先進校視察研修（小学校は各拠点校別）

◇指導主事による拠点校への指導助言
　・新教育課程を踏まえた各教科等の経営
　・言語活動を重視した授業
　・校内体制・校内研修の充実
　・取組成果の検証・普及

○先進校視察研修
（中学校部会は岐阜市立陽南中学校へ）

◆第１回連絡協議会
・全体会（県外の実践事例発表）
・分科会（実践交流）

○拠点校における研究発表会の実施と周辺
校の参加

事業概要・目的

教育課程の編成や実施、評価において、組織的にＯＪＴに取り組み、教員研修の拠点校としての役割を担う学校づくりを行い、その先進的な取組みを県内
に普及することにより、県内教員の指導力の向上を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月22日

新教育課程拠点校指定事業 小中学校課



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 森田 （ ３２９７ ）

種別 　教育・子育て  当初予算額 68,310千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

高知市の中学生の学習習慣を確立し、
学力を全国水準にまで引き上げる。学
校外での学習を「全くしない」と答えた
生徒の割合〔平成23年2月高知市教育
委員会調査〕〈中１(8.0%)・中２(8.7%)・中
３(4.2%)〉を平成22年度全国学力・学習
状況調査結果の全国平均7.1％により
近づける。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

　

　・家庭学習に関するアンケート実施③

　・確認テスト実施（中３）
　

　・家庭学習に関するアンケート実施④

　・確認テスト実施（中１・２）
　

　

　・家庭学習に関するアンケート実施⑤
　・高知市立学校学力向上推進委員会
　  による検証②
　

　・中学校学力向上補助員の配置終了
　・学力向上スーパーバイザーの配置
　　終了

◇翌４月補助金実
績報告（市→県）

◇補助金確定・支
払（県→市）

【学習習慣確立のための緊急支援事
業】
◆高知市への交付決定（４月１日）
◆高知市からの月例報告及び訪問等
により、状況把握（随時）
◆高知市における事業開始
　・学校の実施体制を確立するための
　　学力向上スーパーバイザーの配置
　　（高知市教育委員会に３名）
　・学習シート冊子を生徒に配布及び
　　実施
　・家庭学習に関するアンケート実施①
　
　・生徒への学習支援を行う
　　中学校学力向上補助員の配置
　　（１６中学校に１６名）

　・確認テスト実施（中３）
　・家庭学習に関するアンケート実施②
　・高知市立学校学力向上推進委員会
　  による検証①

【小学校放課後学
習支援事業員補
助金】
◇補助金要綱制
定

◇実施計画調整

◇補助金交付申
請（市→県）

◇補助金交付決
定（市→県）

　

　
　

◇現場訪問

事業概要・目的
　本県公立中学校の生徒数の37％を占める高知市立中学校では、家庭学習の未定着の状況は深刻である。従って、授業と予習・復習（宿題）のサイクルを一連のプログラム
に沿って行うことにより、学習習慣を確立するしくみを高知市で実践し、高知市の中学生の基礎学力の定着を促して、本県の中学生の学力を全国水準にする。
◆高知市の中学生の基礎学力の定着を図るため、中学校において予習・復習のためのプリント学習及び学習の定着状況を把握するための確認テスト・単元テストを行うこと
により、学習習慣の確立を図る。
◇中学校での基礎学力の定着を確かなものとするため、放課後学習室を小学校に設置して学習支援を行い、小学校段階から学習習慣を定着させる。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成　２３年　４月２０日

学習習慣確立のための緊急支援事業 小中学校課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 玉野井 （ ４６３８ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 4,046千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○ＣＳＴ４名育成
○ＣＳＴ養成プログラムの改善
△「理科思考力問題集」を作成、配付し、活用
例を紹介し、県内の小・中学校に普及する。
◇「理科思考力問題集」活用事例の共有

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

◇小・中学校理科担当教員連絡会
　東部会場：１０月１８日（火）
　中部会場（土長南国吾川）：１０月３１日（月）
　中部会場（高岡）：１０月２７日（木）
　西部会場：１０月２０日（木）
　・全体説明（理科教育の現状と課題、理科
　　教育の推進について）
　・グループ協議（理科思考力問題集の活用
　　について）

○ＣＳＴ拠点校連絡会

□理科支援員による支援活動終了
○ＣＳＴ第２回運営会議

□理科支援員等配置事業完了報告

○ＣＳＴ養成プログラムオリエンテーション
○ＣＳＴ養成プログラム開講
　・養成カリキュラムごとに受講
△「理科思考力問題集」作成委託業務
　・提案書作成
△「理科思考力問題集」作成委託業務
　・業者指名
△「理科思考力問題集」プロポーザル実施
△「理科思考力問題集」委託業者決定
□理科支援員第１回研修会
　・事業概要及び服務についての説明
　・理科実験における安全指導について
□理科支援員による支援活動開始
○ＣＳＴ第１回運営会議

△「理科思考力問題集」納入

△「理科思考力問題集」学校配付

□理科支援員第２回研修会
　・支援員活動の情報交換
　・実験・実習

事業概要・目的

本県の小・中学校教員の理科の指導力を向上させることにより、授業の充実を図り、児童生徒の理科に対する興味・関心を高め、科学的な思考力や表現力
を育成する。
○理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー：ＣＳＴ）養成拠点構築事業
△理科思考力問題集の作成と配付
◇小・中学校理科担当教員連絡会
□理科支援員等配置事業

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

理科教育推進プロジェクト 小中学校課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 森 （ ３２９４ ）

種別 　教育・子育て  当初予算額 36,734千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

◇学校及び市町村における
　　　　　　　　　　　道徳教育指導体制の確立
◆道徳推進リーダー１０名程度育成
○道徳教育用教材を活用した
　　　　　　　　　　　　　　道徳授業の公開
・学校における道徳の指導計画の整備

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

◆道徳推進リーダー集合研修（第６回）
　　家庭・地域社会と連携した道徳教育の協議

○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第５回）教材の検討

◆道徳推進リーダー集合研修（第７回）
　　魅力的な教材の開発・活用

◆道徳推進リーダー研修（第８回）
　　道徳教育の授業づくりについての協議
○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第６回）指導事例の検討

◆道徳推進リーダー集合研修（第９回）
　　道徳教育の評価の協議
○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第７回）教材の推敲

◆道徳推進リーダー集合研修（第１０回）
　　研究成果の発表
　　今後の成果普及の確認
◇道徳教育重点推進校連絡協議会
　　重点推進校における研究成果の発表
○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第８回）教材の推敲

○道徳教育総合支援事業教材の配付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業完了報告

◆道徳推進リーダー委嘱・研究実施
　　「新学習指導要領の趣旨を踏まえた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実践研究」
○道徳教育総合支援事業契約・委員委嘱
◇道徳教育重点推進校事業委託・研究実施
　　「学校及び市町村における
　　　　　　　　　　道徳教育指導体制の確立」
◇道徳教育重点推進校連絡協議会
　　研究推進のための実践交流・指導助言
◆道徳推進リーダー集合研修（第１回）
　　道徳の指導計画の協議

◆道徳推進リーダー集合研修（第２回）
　　道徳教育の指導体制の協議
○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第１回）事業内容確認

◆道徳推進リーダー集合研修（第３回）
　　道徳の時間の指導の充実のための協議
○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第２回）材料の検討

○道徳教育総合支援事業教材作成会議
　　（第３回・第４回）教材の検討
◆道徳推進リーダー集合研修（第４回）
　　各教科等における道徳教育の協議
・道徳教育研究協議会（４会場）
　　道徳の時間の指導の充実のための協議
　
◆道徳推進リーダー研修（第５回）
　　　道徳教育の取組中間検証

事業概要・目的

　道徳の時間充実のための教員の指導力向上、学校指導体制の確立及び教材の整備を行って、道徳教育を推進し、自尊感情など児童生徒の道徳性を
育成する。
◇道徳教育重点推進校事業・・・小学校６校・中学校４校における道徳教育の実践研究
◆道徳推進リーダー育成事業・・・道徳教育の専門性を備えたリーダー教員を１０名程度育成
○道徳教育総合支援事業・・・道徳教育用教材の配布・活用
・道徳教育研究協議会・・・各小・中学校の道徳教育推進教師の参加・道徳の指導方法の研究協議

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月20日

道徳教育推進費 小中学校課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 須内 （ ３２９４ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 3,622千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○学校図書館活動実践事例集の作成と配付
○各推進校の図書資料活用の授業公開実施
率を向上させる。
○「きっとある　キミの心に　ひびく本」（お薦
め図書リストブック）や掲載本の活用を促進す
る。

■学校図書館活動推進校訪問Ⅱ：企画監と
共に訪問。学校図書館や図書の授業活用に
関わる公開授業視察と事例の収集及び指導
助言（９月～１１月の間）
※高知県学校図書館研究大会
※ショートコメントコンテスト応募作品の審査
●ショートコメントコンテスト結果発表と表彰

■学校図書館活動推進校訪問：企画監と共
に訪問。各校の進捗状況に対応して指導助
言の継続。
課題に応じ随時、訪問（2月中旬まで）
●学校図書館活動実践事例集の作成と配付
・「きっとあるキミの心にひびく本」の授業活用
等掲載

◇学校図書館活動推進事業連絡協議会の開
催
・推進校の本年度総括と次年度への取組内
容の確認
・実践事例集を用いたグループ演習
■学校図書館活動推進校からの報告
→１年を通じての各校の取組や成果と課題を
報告
※特に成果については、小中学校課のメール
マガジン等に掲載して成果の普及啓発を進め
る。

　
　

□「きっとあるキミの心にひびく本」の新入学
児童生徒への配布

■学校図書館活動推進校訪問Ⅰ：企画監と
共に訪問。学校の実態把握と事業について
の再確認及び情報提供（５月～６月の間）
◆学校図書館担当者スキルアップ講座の開
催
・県内５会場にて開催
・講話と協議・演習（「きっとあるキミの心にひ
びく本」の活用）
●ショートコメントコンテスト要項の配付

◇学校図書館活動推進事業連絡協議会の開
催
・東京都狛江市の学校司書の取組紹介
・推進校の実践事例の発表
・ガイドブックを用いたグループ演習

●ショートコメントコンテストへの応募作品の
提出

事業概要・目的

学校図書館司書教諭を加配した学校図書館活動推進校の研究成果を県内に普及することで、学校図書館活動の活性化を図る。児童生徒の読書に親し
む態度を育成し、読書習慣を確立することにより、豊かな感性や思考力・表現力を育成する。
○学校図書館活動推進校における実践研究・・・小学校１２校・中学校８校
○学校図書館活動実践事例集の作成と配付
○学区図書館活動推進事業連絡協議会及び学校図書館担当者スキルアップ講座の開催
○「きっとある　キミの心に　ひびく本」の配付と活用・・・ショートコメントコンテストの実施と表彰

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成２３年　４月２１日

学校図書館活動推進事業 小中学校課

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）（求める具体的な成果）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 藤原 （ ４８４６ ）

種別 雇用  当初予算額 50,291千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

事業概要・目的
　平成２２年度(公立の全・定・通合計)の就職内定率は、92.3%と前年度比7.1P増加している。また、県内・外の就職者数でも21年度に引き続き、県内就職者数が県外
就職者数を上回る結果となった。厳しい雇用情勢にある高校生の就職を支援するため、就職支援体制の強化を図る目的で下記の計画を予定している。
　　（１）高校生スキルアップ講習会の開催：H22年度実施校21校、参加生徒数712名
　　　　 夏季休業中に就職希望の生徒を対象に、就職に対する心構えや社会人としてのマナー等の講習会及び就職試験対策講座を県立高校を会場に実施し、
　　　高校生のスキルアップを図る。
　　（２）就職アドバイザーの設置：H22年度配属校18校・9名、県外就職アドバイザーを大阪・名古屋事務所に各1名配置する。：企業訪問述べ  1,575社
　　　　 就職希望者の多い県立高校に就職アドバイザーを9名配属し、特に事業所訪問による求人開拓、高校生への面接指導や就職のアドバイスを重点的に行い、
　　　高校生の就職を支援する。また、県外アドバイザーについては県外の事業所開拓を中心に活動を行っている。
　　（３）保護者対象進路啓発事業：H22年度実施校8校・参加保護者約247名
　　　　　就職希望者の多い県立高校で、保護者に対し進路講演会を開催し、非常に厳しい就職状況の周知を図るとともに、家庭・学校が協力して就職対策に取り
　　　組む体制づくりを進める。
　　（４）事業所訪問（教員・アドバイザーによる県外・県内の企業訪問）　　Ｈ22（アドバイザー1,575社　教員　1,261社）
　  （５）高校生就職フォローアップ事業：7校　685名
　　　　就職未内定者及び１・２年生の生徒を対象に、外部講師を招へいしビジネスマナーや就職試験対策講座を継続的に行い、企業が求める人材育成を図るとと
　　　もに、早期の就職内定を目指す。

担当部局： 教育委員会事務局
平成２３年　４月２７日

高校生就職支援対策費 高等学校課

　

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）
・4/1就職アドバイザー（高校配置9名、県外事
務所2名、高等学校課配置2名）
・4/26　 第１回就職アドバイザー情報交換会
・4/27　第１回公立高等学校進路指導主事会

・高校生スキルアップ講習会
　マナー講座及び就職試験対策講座を就職
  試験が始まるまでの期間実施する。
・保護者対象進路啓発事業（各県立校）
・地区別就職アドバイザー研修会開催（随時）
・事業所訪問（随時：アドバイザー及び教員）
・6／29　求人事業所説明会（県内企業対象）
・6／30　求人事業所説明会（県外企業対象）

　（求める具体的な成果）
　
  キャリア育成をさらに推進し、社会的・職業
的自立に必要な能力を育成し、昨年度以上の
就職内定率を目標とする。
　なお、事業所訪問件数は前年度以上の数値
を目標ととし、スキルアップ講習会、保護者向
け進路講習会についても昨年以上の参加者
を見込む。

　（達成状況） 　（要因分析、課題等）

・第２回就職アドバイザー情報交換会
・第２回公立高等学校進路指導主事会

・第３回就職アドバイザー情報交換会

・高校生フォローアップ事業（就職試験対策）
　就職未内定者及び１・２年生を対象に、マ
ナー講座及び就職試験対策講座を就職試
験を実施する。

・３月中旬　就職アドバイザー報告会開催
　事業の成果の検証及び課題の検討

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

・第４回就職アドバイザー情報交換会
・地区別進路指導主事会（県内5会場）

・高校新卒者就職面談会（経営者協会主催）

・事業所訪問（随時：アドバイザー及び教員）
・第３回公立高等学校進路指導主事会
・第５回就職アドバイザー情報交換会

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 高橋 （ 4846 ）

種別 教育・子育て  当初予算額 699,970千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

水産指導実習船建造事業費

　※備考（課題及び成果等）は、担当課にて記入すること（課題は計画に対して、成果は実績に対して記入）

･100％の建造達成

・主機始動
・公式運転
・ファイナルドック

・習熟運転
・工事完了
・竣工式

･遠洋航海出航

・遠洋航海

担当部局： 教育委員会事務局

高等学校課

　

備考（課題及び成果等）

　3級海技士免許を取得できる養成施設を継続し、漁業及び海事産業の人材育成を行い、その技術、文化の維持・継承をする
ことで海洋産業の振興を図るために,高知海洋高校実習船｢土佐海援丸｣の代船を建造する。
 現在運航している「土佐海援丸」は、船齢19年となり全国で最も古い実習船である。老朽化が顕著であり、平成25年8月には
検査期限が切れるため、安全・安心な代船の建造が早急に必要である。
　平成22・23年度の２年間で代船を建造する（22年度実績は29.5％、23年度に70.5％の執行）。

・補機始動

平成23年4月27日

事業概要・目的

執行計画・目標 実施状況・変更計画　

・主機関搭載
・進水式

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 横田 （ ４６２９ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 26,067千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

＜読書ボランティア養成講座＞
＊第2回講座（11・12月）

＜子ども読書活動支援員＞
＊全体研修（10・12月）

＜読書楽力検定＞
＊採点・認定証発送（12月）

＜子ども司書養成講座＞
＊受講者決定（7月）
＊基礎研修（8月）
＊実技・実施研修（9～11月）
＊専門研修（12月）

＜読書ボランティア養成講座＞
＊委託業務完了報告（2月）

＜子ども読書活動支援員＞
＊業務終了（3月）

＜子ども司書養成講座＞
＊認定証授与（1月）
＊各学校で子ども司書として活動

◆公立図書館のない町村の読書環境が改善
され地域間格差が解消される。
◆子どもの読書の質が向上し、家庭での読書
時間が増加する。
◆市町村における読書ボランティアの活動が
活発になる。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

＜読書ボランティア養成講座＞
＊読書ボランティア養成講座委託（6月）
＜子ども読書活動支援員＞
＊採用決定、辞令交付式、全体研修会（4月）
＊親子で本を楽しむ日に係る市町村説明（5～
6月）
＜読書楽力検定＞
＊読書楽力検定実施委託（5月）
＊第1回作成委員会（5月）
＊第2、3回作成委員会（6月）
＊検定問題印刷・配付（6月）
＜子ども司書養成講座委託＞
＊子ども司書養成講座（5月）
＊参加者募集（6月）
＊受講者決定（7月）
＜子ども読書活動推進計画（第二次計画）＞
＊第1回ＷＧ（5月）
＊第2回ＷＧ（6月）
＊第1回社会教育委員会に推進計画案諮問

＜読書ボランティア養成講座＞
＊第1回講座（9・10月）
＜子ども読書活動支援員＞
＊親子で本を楽しむ日の実施（8～11月）
＊全体研修（9月）
＜子ども司書養成講座＞
＊受講者決定（7月）
＊基礎研修（8月）
＊実技・実施研修（9～11月）
＜子ども読書活動推進計画（第二次計画）＞
＊パブリックコメント（7月）
＊第4回ＷＧ
＊第2回社会教育委員会に推進計画最終案
諮問
＊教育委員会に推進計画を付議
＊推進計画を関係機関に送付

「高知県子ども読書推進計画」に基づき、すべての子どもが豊かな心を育み、生涯にわたり自ら学ぶことのできる力や生きる力を養うために、子どもの読書
環境の地域間格差の解消及び子どもの読書時間の増加と質の向上に取り組む。
１．読書ボランティア養成講座
　　委託先：高知こどもの図書館
２．重点分野雇用創出子どもの読書活動支援員育成事業
　・公立図書館のない町村等、読書環境の厳しい17市町村に子ども読書支援員を配置
　・17市町村において、親子で本を楽しむためのイベントの開催
３．読書活動啓発推進
　・読書楽力検定
　　委託先：県内事業所
　・子ども司書養成講座
　 委託先：県内市町村（3箇所）
　・ブックスタート応援事業
   委託先：弘文印刷株式会社
４．高知県子ども読書活動推進計画作成・啓発

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

子どもの読書活動推進総合事業 生涯学習課

事業概要・目的

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月22日

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 本田・宮川 （ ４８９７ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 399,968千円 補正後予算額

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

＜子ども教室・児童クラブ＞
＊第２回放課後子どもプラン推進委員会（11月）
＊学習アドバイザー等研修会（10月）
＊Ｈ２４計画市町村ヒアリング（10月）
＊Ｈ２３市町村執行見込調査（12月）

＜児童クラブ施設整備＞
＊工事着工報告書受理（香南市）
＊国庫補助金交付決定通知(国→県）（12月）

＜学び場人材バンク＞
＊第３回委託金支払（10月）
＜特別支援学校（山田養護学校）委託＞
＊第３回委託料概算払い（10月）

＜子ども教室・児童クラブ＞
＊市町村担当者会・コーディネーター等研修会（1月）
＊最終変更手続（1月）
＊第３回放課後子どもプラン推進委員会（2月）
＊国庫補助金受入
＊H２４要綱改正
＊Ｈ２４子ども教室及び県単事業補助金交付決定手続（3月）
＊H２４児童クラブ実施計画提出（市町村→県）（3月）
　
＜児童クラブ施設整備＞
＊工事進捗状況報告書受理（1月）
＊国庫補助金受入
＊実績報告書受理（市町村→県→国）

＜学び場人材バンク＞
＊委託業務完了報告書受理
＊第４回委託金支払（1月）
＜特別支援学校（山田養護学校）委託＞
＊第４回委託料概算払い（1月）
＊Ｈ２４委託契約手続

・小学校未実施校区の解消
・学習活動の充実と指導員の資質向上

 

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

放課後学び場の設置促進と取り組み内容の充実（通年）

＜子ども教室・児童クラブ＞
＊Ｈ２３県単事業補助金交付決定（4/1)
＊Ｈ２２補助金確定・支払（4～5月）
＊Ｈ２３国庫補助金交付申請（県→国）（5月）
＊第１回放課後子どもプラン推進委員会（6月）
＊安全を守るための研修会（6月、3箇所）
＊市町村訪問・事業説明会（随時）

＜児童クラブ施設整備＞
＊県補助金要綱の制定
＊国内示受理及び県内示通知

＜学び場人材バンク＞
＊委託契約
＊第１回委託金支払（4月）
＊関係団体等を通じた人材募集と市町村への情報提供（通年）
＜特別支援学校（山田養護学校）委託＞
＊委託事業経費調査
＊第１回委託料概算払い（4月）

＜子ども教室・児童クラブ＞
＊障害児受入のための指導員研修会（7月、3箇所）
＊子ども教室・児童クラブ変更申請（7月）
＊国庫補助金交付決定通知（国→県）（8月）
＊子ども教室・児童クラブ補助金決定（8月）（県→市町村）

＜児童クラブ施設整備＞
＊国庫補助金交付申請（県→国）（9月）
＊指令前着工承認申請受理（香南市）

＜学び場人材バンク＞
＊第２回委託金支払（7月）
＜特別支援学校（山田養護学校）委託＞
＊第２回委託料概算払い（7月）

放課後等における子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを推進する。
(1)特別支援学校放課後生活支援事業委託料
　　委託先：山田養護学校学童クラブ保護者会
(2)放課後子どもプラン推進事業費補助金
　　補助先：市町村
　　補助率：２／３（県１／３　国１／３）、１／２、定額
(3)放課後児童クラブ施設整備助成事業費補助金
　　補助先：市町村
　　補助率：２／３（県１／３　国１／３）
(4)推進委員会、研修会
(5)ふるさと雇用再生放課後学び場人材バンク設置委託料
　　委託先：NPO等団体

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

放課後子どもプラン推進事業 生涯学習課

事業概要・目的

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月22日

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 林 （ 3349 ）

種別 教育・子育て  当初予算額（明許） 132,777千円 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

新図書館等整備事業費 新図書館整備課

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月20日

事業概要・目的

　県立図書館と高知市民図書館本館は、いずれも昭和40年代に整備され、施設の狭隘化、老朽化が著しいことに加え、耐震化やバリアフリー化などの大
きな課題があり、新たな施設の整備が必要となっている。
　そのため、県立図書館、高知市民図書館本館の機能を充実させ効率的な運営が図られる新図書館の整備を県と市が連携して行う。
　併せて、新図書館を含めた複合施設として、科学館（仮称）及び新点字図書館を整備する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

ワーキンググループによる

基本計画の作成

基本計画　中間取りまとめ

基本計画（案）　作成

基本計画の決定

○基本設計委託業務　公募開始

○基本設計委託業務（プロポーザル）審査会

○基本設計委託業務　契約

ワーキンググループによる

基本設計の確認等

基本設計委託業務完了・成果品引き渡し

・平成26年度末の新図書館等の整備に向け

た基本設計の実施

メンバー構成

　図書館建築・運営の専門家、県立・市民
図書館職員、県・市行政職員

＜平成24年度以降のｽｹｼﾞｭｰﾙ（予定）＞

　平成24年度･･･実施設計

　平成25年度･･･発掘調査、建築工事

　平成26年度･･･建築工事



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 濱田　健敬 （ ４７５１ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 45,856千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

実施設計委託（プロポーザル、契約）

構造計算適合性判定（建築確認）

土地造成工事完了（予定）
実施設計委託完了（予定）

土地造成工事の完成

実施設計書の作成

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

土地造成工事積算施工管理委託（契約）

地質調査委託（入札、契約）

土地造成工事（入札、契約）

土地造成工事着工（予定）

　現弓道場は築２９年であり、近的２射場と遠的１射場しかない。年間２.５万人程度の利用があるが、利用者人数に比べて施設が手狭で過密状態である
ため、全国大会や合宿等多くの選手を一度に受け入れることができない。また、同施設では強化練習ができないため、県外に出向いている現状である。
平成１４年高知国体では、仮設施設で対応したが、多額の仮設費用を要した。
　平成２５年１０月に全国健康福祉祭「ねんりんピック」を開催することが決定しており、ねんりんピックの会場として活用するとともに弓道競技の普及振
興、競技力向上を図るため、平成２３年度に実施設計を行い、平成２４年度に弓道場を新設する。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

新弓道場整備事業費 スポーツ健康教育課

事業概要・目的

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山本儀浩 （ ４９２９ ）

種別 教育・子育て  当初予算額 3,623千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○調査結果公表

○報告書作成・配布

○こどもの体力向上支援委員会への資料提
供

○市町村担当者会開催

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査結
果公表（比較検討）

○調査結果活用方法の収集

各学校において調査結果をもとに、分析・課
題が明確にされ、課題解決に向けた取組が
学校全体で行われる。その結果、子どもたち
の運動習慣が向上し、学校におけるＰＤＣＡサ
イクルの確立が推進される。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○委託業者決定

○実施要領配布

○調査用紙の配布（業者より）

○体力テスト実施

※実施後、業者へ返送。返送後、約３週間で
各学校へ学校データ、個人票返却。

○提出締め切り（７月末）

○データの分析作業（～８月末）

　子どもの体力が低下している状況をかんがみ、高知県内の子どもの体力の状況を把握することにより、子どもの体力の向上に係る施策の成果と課題を
検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、子どもの体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
　また、学校においては、児童生徒の実態を把握し、課題を明確にすることにより、課題解決に向けた取組を充実させ、児童生徒の体力の向上を図る。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

体力・運動能力、運動習慣等調査事業 スポーツ健康教育課

事業概要・目的

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山本儀浩 （ ４９２９ ）

種別 -  当初予算額 3,376千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○子どもの体力向上支援委員会（第３回）
　・アクションプランの総括、改訂の方針検討

○体育授業改善委員会③

○子どもの体力向上支援委員会（第４回）
　・改訂版アクションプランの検討

○体育授業改善委員会④

○子どもの体力向上支援委員会（第５回）
　・改訂版アクションプランの決定

○体育授業改善委員会⑤

○子どもの体力向上支援委員会（第６回）
　・次年度の方向性の検討

○体育授業改善委員会⑥

○健康・体力づくりフォーラム（２月）

○報告書作成・配布

さまざまな角度からの検討が行われ、体力向
上に向けた効果的な施策が策定される。ま
た、講演会やポスターなどの広報活動が充実
し、学校はもちろんのこと、体力向上に向けた
県民の意識が高揚する。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○文部科学省との委託契約

○子どもの体力向上支援委員会（第１回）
　・目的・到達目標の確認

○体育授業改善委員会①

○体育授業改善委員会②

○子どもの体力向上支援委員会（第２回）
　・評価方法、改訂の検討

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果の分析を通して、高知県の児童生徒の体力に関する課題が明確になってきている。今年度は、その結果を
もとに子どもの体力支援委員会において課題解決に向けたアクションプランを策定する。また、昨年度に引き続き、下部組織として体育授業改善委員会を
設置し、現場の教員による体力向上に向けた取組を計画し、効果的な方向性を示していく。さらに、県民への啓発活動として、体力・健康づくりフォーラム
を実施し、広く体力の重要性について周知していく。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

子どもの体力向上支援事業 スポーツ健康教育課

事業概要・目的

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月21日

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 国澤 （ ４９３２ ）

種別 －  当初予算額 20,470千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

　

担当部局： 教育委員会事務局
平成23年4月25日

不登校・いじめ等対策小中連携事業 人権教育課

事業概要・目的

目的：子どもたちの人権を尊重する学校・学級づくりを行う中で、特に、小中学校の連携の強化、連続性のある人間関係づくりや生徒指導等を市町村ぐるみで行うこ
とにより、不登校・いじめなどの課題解決を図る。

概要：４市（香美市、南国市、高知市、四万十市）に委託し、県教委（関係各課によるサポートチーム）と市町村教委、教育事務所、学校が一体となって、人権が尊重
される学校・学級づくりを進め、小中学校間での交換授業や日常交流、指導方法のシステム化に取り組む。特に、小６と中１との円滑な接続、中学校区の複数小学
校間及び中学校との連携の確保の方法について実践検証する。また、4市には不登校等学習支援員を配置し、家庭訪問等による学習支援を行う。
高知県中1仲間づくり合宿支援事業費補助金は、生徒の輸送にかかる経費の2分の1を補助する。この合宿は、生徒相互・生徒と教職員の人間関係を深め、実施後
の学校生活の安定化や不登校やいじめ・暴力行為等生徒指導上の諸問題の減少につなげる。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

・中学校区連絡会議で進捗状況の確認

・市町村支援会議（四万十市・高知市）
　重点中学校区の課題解決を図るための研修
葛上秀文先生（鳴門教育大学准教授）より指導・助言を受
ける

・次年度の方向性について協議し、他の市町村への情報
提供を行う
・スーパーバイザーの派遣により相談体制の支援
・個人カードを活用した小中連絡会議の開催
・中1仲間づくり合宿にかかる補助金について、各地教委
に概要を連絡する

・小中の交流のあり方についての検証

　
・２学期の取組の検証と見直し

・第２回広域支援会議の開催（高知市）
　主な内容：総括と次年度に向けて
　葛上秀文先生（鳴門教育大学准教授）より指導・助言・
評価を受ける
・スーパーバイザーの派遣により相談体制の支援

・委託市からの実践報告や委託市合同連絡会議におい
て、効果と課題を明確にする

・取組の改善と方向性を協議し、次年度の方向性を明確
にする。

・担当者の指導力アップのための研修会の実施
・佐古秀一先生（鳴門教育大学教授）を講師に招いて研修

・市町村の中１ガイダンスの支援
・Q-Uアンケートの有効活用に向けた支援
・不登校等学習支援員による児童生徒への支援
・個人カードの活用の推進
・小中連携のシステム化の推進
・授業交流・授業改善への支援
・スーパーバイザーの派遣により相談体制の支援
・委託市合同連絡会議により、市町村の取組支援
・中1仲間づくり合宿実施施設への訪問
・市町村行政者担当者会における中1仲間づくり合宿の啓
発

・中学校区連絡会議で集中連携のシステム作りの支援

・第１回広域支援会議の開催（高知市）
　主な内容：小中連携の推進体制のありかた
　　　　　　　　不登校を生じさせない学校づくり
葛上秀文先生（鳴門教育大学准教授）より指導・助言を受
ける
・中1仲間づくり合宿に関する情報収集と平成24年度中1
仲間づくり合宿実施校の把握
・平成24年度の実施に向けた学校・地教委訪問の実施

・１学期の取組に対する検証と見直し
　サポートチーム会・委託市合同連絡会議による見直し案
検討

・市町村支援会議（香美市・南国市）
　重点中学校区の課題解決を図るための研修
葛上秀文先生（鳴門教育大学准教授）より指導・助言を受
ける
・スーパーバイザーの派遣により相談体制の支援

（求める具体的な成果）
不登校・いじめ等に対する予防的な取組が学校内や校種
間の連携の中で推進され、子どもが安心して学べる学校
となることで4市及び県全体の不登校児童生徒数を減少さ
せる。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 公安委員会

番号 課名 事業名 事業区分
当初予算額
（千円）

1 公安委員会 警察署再編整備費(新築等工事請負費) 安全・安心 13,976

2 公安委員会 街頭防犯カメラ設置事業費 安全・安心 23,721



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 深田　 （ ２９７１ ）

種別 　  当初予算額 １３,９７６千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

執行計画・目標

　

   計画的な入札、契約事務を実施し、平成24
年１月に着工する。

庁舎新築主体工事仮契約

庁舎新築電気設備工事入札
庁舎新築昇降機設備工事入札
庁舎新築給排水設備工事入札
庁舎新築空調設備工事入札

庁舎新築主体工事本契約
庁舎新築電気設備工事契約
庁舎新築昇降機設備工事契約
庁舎新築給排水設備工事契約
庁舎新築空調設備工事契約

庁舎新築主体工事：仮設工事

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

建設計画　　庁舎棟（ＲＣ４階建）　　留置施設棟（ＲＣ３階建）　　倉庫棟（ＲＣ平家建）
平成２３年度：建設工事等入札・契約　　平成２４年１月～平成２５年１２月建設工事　　平成２６年４月供用開始
警察署再編計画　「１増５減」　１６署→１２署
社会情勢や治安情勢の著しい変化に柔軟かつ的確に対応し、限られた警察力の中でより高い安全と安心を全ての県民に等しく提供していくため、管轄区
域の見直しを図り、県警察全体の機能強化を図るもの。

備考（課題及び成果等）実施状況・変更計画　

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月28日
警察本部

(仮称）高知東警察署建設事業 装備施設課

庁舎新築主体工事：杭工事

　
実施設計及び免震評定に係る大臣認定取得

設計書の作成
計画通知提出
庁舎新築主体工事　入札公告

庁舎新築主体工事入札

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 北村 （ 2978 ）
種別 　  当初予算額 23,721千円 補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

担当部局： 警察本部
平成23年4月28日

街頭防犯カメラ設置事業 生活安全企画課
　

事業概要・目的

○街頭犯罪の発生抑止を図り、安全な通学路の確保を目的として高知市中心街の交差点１箇所に街頭防犯カメラ４台を設置する。
■街頭犯罪の発生を抑止して安全で安心なまちづくりの実現を図るため、街頭防犯カメラの設置を促進するとともに設置に要する経費を補助する。

設置予定の街頭防犯カメラ４台については県民から要望を受け設置するもの。
街頭防犯カメラが犯罪発生抑止に効果があることは先進県の状況からも明らかで、今後設置を促進する必要がある。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

■補助金交付要綱策定
○公告
■補助金交付制度運用開始（募集・受付）
■広報チラシの作成・配布

○入札説明会

○機能等証明書提出
○入札、業者決定
■事務担当者説明会の開催

○管理組合立ち上げ
（協定書締結・設置要綱等策定）

街頭犯罪の発生抑止、防犯意識の高揚等

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

○設置完了・検査引き渡し
○試験運用開始

○街頭防犯カメラ運用開始

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）



平成２３年度　事業別執行計画一覧

※事業名をクリックすると、それぞれのシートが表示されます。 公営企業局

番号 課名 事　　　業　　  名 事業区分
当初予算額

（千円）

1 電気工水課 高知県「緑の分権」推進事業 横断的 20,000

2 県立病院課 安芸地域県立病院（仮称）整備事業 ― 2,735,327



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 山本　敦史 （ ４６２４ ）

種別 横断的  当初予算額
①10,000
②10,000

補正後予算額  　

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

事業概要・目的

県の地域資源（豊富な年間降水量）を生かし、小水力発電設備の導入を促進することで、県内企業の参画や雇用の創出などによる地域経済の活性化と県
内産業の振興につなげる。

執行計画・目標 実施状況・変更計画　 備考（課題及び成果等）

担当部局： 公営企業局
平成23年4月20日

①小水力発電先行プロジェクト
②小水力発電市町村支援事業

電気工水課

　

市町村・NPO等との意見交換（随時）

・「緑の分権改革」推進事業の戦略と視点

の反映

・流量資料、地形情報等、精度を高める手

段の確保

・事業化につながる地点の選定

中間取りまとめ

・各段階からのステップアップにつながる調

査・検討

（詳細調査→概略設計など）

戦略：「１ 需要開拓」

「２ 個人・地域の参加と選択」

「３ エネルギーの適材適所」

視点：「１ 地域の自立」

「２ 市場形成のための制度の構築」

「３ 産業形成」

「４ 知の集積と人材の育成」

「５ ローカルマネーの活用」

・「物部川流域での先行調査」

将来の事業化に向けた詳細調査及び概略設計

地域での活用方策の検討

・「県内有望地点の発電計画作成支援」

・「県内市町村での導入への技術的支援」

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

・物部川流域において、小水力発電の導入拡
大のモデルとなる事業が実施設計段階まで進
んでいる。
・県内の有望地点で、事業化に向けた詳細調
査・概略設計段階に進んでいる。
・協働で調査・検討を実施した市町村・NPO等
がノウハウを得ることができた。

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

最終取りまとめ

・「緑の分権改革」推進事業の３つの戦略と

５つの視点の反映

・事業発展に向けた継続的な協力関係の

構築

・事業費の調達・確保

・国や東京都等の動向

・事業主体の検討

・各段階からのステップアップ

（概略設計→実施設計など）

・効果的な情報提供手段の確保

・情報メディアの活用

Ｈ２４年度計画案作成

Ｈ２４年度予算見積作成

市町村・NPO等との協議

（次年度以降の事業について）

市町村・NPO等との情報共有



平成２３年度　　事業執行計画書
作成日：

事業名 所管課 担当者（内線） 坂本 （ 4920 ）

種別 －  当初予算額 2,735,327 補正後予算額 　

月

４月

５月

６月

７月

８月

備考（課題及び成果等）

○病院本体Ⅰ期工事（～H24.3月末）
○Ⅰ期解体工事（看護宿舎）（～6月末）
○Ⅰ期解体工事（倉庫等）（～5月中旬）
○医師公舎Ⅰ建築工事（～10月末）

○病院統合に係る運営システム等構築業務
委託のプロポーザル募集要項の公示

○病院統合に係る運営システム等構築業務
プロポーザル実施
○病院統合に係る運営システム等構築業務
契約（～H24.3月末）

○医師公舎Ⅱ、Ⅲの実施設計（～H24.2月末）
○医師公舎解体工事実施設計（～10月末）

実施状況・変更計画　

○3/25病院本体Ⅰ期工事契約（4/1～）
○3/23Ⅰ期解体工事（看護宿舎）契約（4/1
～）
○3/11Ⅰ期解体工事（倉庫等）契約（4/1～）
○4/11医師公舎Ⅰ建築工事契約（4/12～）

（課題）
・病院本体・医師公舎Ⅰの建築工事の円滑な
実施
・病院統合に係る運営システム等構築業務委
託のプロポーザルの円滑な実施及び契約締結

（成果）

担当部局：

事業概要・目的

平成23年4月22日
公営企業局

安芸地域県立病院（仮称）整備事業 県立病院課

　

　安芸保健医療圏の中核的病院として、他の医療機関と連携をとりながら、医療圏域全体で２次医療をほぼ完結できる医療体制を構築することを目指し
て、新しい安芸地域県立病院（仮称）を整備する。

（課題）複数契約の円滑な締結

（成果）

執行計画・目標

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

年度末

○医師公舎解体工事（～2月末）
○芸陽病棟解体工事事前影響調査（～2月
末）

○病院本体Ⅰ期外構工事（～3月末）

○医師公舎Ⅰ舗装工事（～10月末）

○病院統合に係る条例改正議案提出（12月
議会：「高知県公営企業の設置等に関する条
例」）

○H23年度中の病院統合に向けた事務の円
滑な実施
○病院本体Ⅰ期建築工事、医師公舎Ⅰ建築
工事等の完了

（求める具体的な成果） （達成状況） （要因分析、課題等）

　※備考（課題及び成果等）は、課題は計画に対して、成果は実績に対して記入すること
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